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「水の日」及び「水の週間」について 

昭和 52 年 5 月 31 日 

閣  議  了  解 

 水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開発の重要性について国民の関心を高め、理解

を深めるため、「水の日」を設ける。 

 「水の日」は毎年 8 月 1 日とし、この日を初日とする一週間を「水の週間」として、こ

の週間において、ポスターの掲示、講演会の開催等の行事を全国的に実施するものとする。 

 上記の行事は、地方公共団体その他関係団体の緊密な協力を得て行うものとする。 

 

「水の日」及び「水の週間」制定の理由 

 わが国の水需要は、生活水準の向上、経済の進展等に伴って近年著しく増大してきたが、

一方水資源の開発は次第に困難になっており、渇水時には水不足が生ずることが予想され

る状況となっている。 

 このような状況にかんがみ、毎年 8 月 1 日を「水の日」とし、この日を初日とする一週

間を「水の週間」として、この週間において、水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開

発の重要性に対する関心を高め、理解を深めるための諸行事を行うことによってわが国の

水問題の解決を図り、もって国民経済の成長と国民生活の向上に寄与することとしたい。 

なお、諸行事を行うためには、年間を通じて水の使用量が多く、水について関心が高ま

っている 8 月の上旬が適当であるので、その初日である 8 月 1 日を「水の日」とし、この

日を初日とする一週間を「水の週間」とするものである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 26 年 7 月 1 日に水循環基本法が施行され、8 月 1 日は、国民の間に広く健全な水循

環の重要性についての理解や関心を深める日として、法律で定められた「水の日」となり

ました。 

 

水循環基本法（平成 26年法律第 16号） 

第十条 国民の間に広く健全な水循環の重要性についての理解と関心を深めるようにする

ため、水の日を設ける。  

２ 水の日は、八月一日とする。  

３ 国及び地方公共団体は、水の日の趣旨にふさわしい事業を実施するように努めなけれ

ばならない。 
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ただ今御紹介いただきました東京都都市整備局長の谷崎でございます。 

 

本日ここに、瑶子女王殿下の御臨席のもと、第 47 回「水の日」記念行事「水を考えるつどい」を

開催できますことを、たいへん光栄に思いますとともに、この集いに御列席の皆様に、心からお礼を

申し上げます。 

 

本来ならば小池知事が御挨拶を申し上げるところでございますが、公務により出席できないため、

代読させていただきます。 

 

多くの皆様の御尽力により、「水の週間行事」が全国各地で盛大に繰り広げられますことは、都民を

はじめ国民の皆様方が水の大切さを改めて考える上で、誠に意義深いことと思います。 

 

江戸の昔から、東京は「水の都」として発展してきました。現在も、そしてこれからも、水は私た

ちの生活を支え、日常に安らぎを与えてくれる大切な存在です。大地に降り注ぐ雨は「天の恵み」と

して私たちに様々な恩恵をもたらします。 

 

一方、時には災害となって私たちに襲い掛かってくることもあります。 

 

東京都は、令和４年 12 月「ＴＯＫＹＯ強靭化プロジェクト」を策定し、水に関してもハード、ソ

フトの両面から施策を強化しております。今年は関東大震災から百年です。今後、百年先も安心でき

る強靱な首都東京の実現に向け、プロジェクトを推進してまいります。 

 

また、利水では、安全でおいしい水の安定供給に向けて、森林の持つ水源かん養機能等の向上や、

安定した河川流量の確保などを目的に、水道水源林の保全管理等に取り組んでおります。 

東京都知事 代理出席 東京都都市整備局 谷崎
たにざき

 馨一
けいいち

 局長 

第 47 回「水の週間」の開催にあたり 

 
 

 

水循環政策を担当しております国土交通大臣の斉藤鉄夫です。 

本日は、瑶子女王殿下の御臨席を賜り、第47回「水の日」記念行事『水を考えるつどい』が開催

されますこと、心からお慶び申し上げます。また、開催にあたり、多大なご尽力を賜りました小池

会長を始め、全ての関係者の皆様に、心から敬意と感謝を申し上げますとともに、全日本中学生水

の作文コンクールで入賞した皆様にお祝い申し上げます。 

 

水は、生命の源であり、私たちの生活に大きな「恵み」を与え続けてまいりました。その一方で、

時として、水は洪水や渇水などの「災い」をもたらすこともあります。近年、世界的にも気候変動

等の様々な要因が水循環に変化を生じさせ、水災害は激甚化・頻発化しています。 

今年３月には、「国連水会議」が開催され、国連の場で46年ぶりに水に特化した議論が行われま

した。その中で、日本が強みを持つ水防災政策や技術を発信すると共に、日本が主導して、世界の

水分野の強靭化に向けた提言の取りまとめが行われました。 

 

また、国民の皆様に、水に対する関心を持っていただくことも不可欠です。 

そのため、毎年、８月１日を「水の日」、水の日から始まる１週間を「水の週間」として、全国

各地で様々な関連行事を開催しております。なかでも「水を考えるつどい」は、国民の皆様に、水

に対する関心を持っていただく重要な行事であると考えております。 

 

本日の「水を考えるつどい」が、普段当たり前のように使っている水がどこから来ているのか考

えるきっかけとなり、水のもたらす恵みを将来にわたり享受できる社会の構築に向けた一助となり

ますことを、心より期待しております。 

結びとなりますが、本日ご参加の全ての皆様方の尚一層のご活躍とご健勝を祈念し、私のご挨拶

とさせていただきます。 

 

水循環政策担当大臣（国土交通大臣） 斉藤 鉄夫 

斉藤
さいとう

 鉄夫
て つ お

 水循環政策担当大臣（国土交通大臣） 
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水分野の強靭化に向けた提言の取りまとめが行われました。 

 

また、国民の皆様に、水に対する関心を持っていただくことも不可欠です。 

そのため、毎年、８月１日を「水の日」、水の日から始まる１週間を「水の週間」として、全国

各地で様々な関連行事を開催しております。なかでも「水を考えるつどい」は、国民の皆様に、水

に対する関心を持っていただく重要な行事であると考えております。 

 

本日の「水を考えるつどい」が、普段当たり前のように使っている水がどこから来ているのか考

えるきっかけとなり、水のもたらす恵みを将来にわたり享受できる社会の構築に向けた一助となり

ますことを、心より期待しております。 

結びとなりますが、本日ご参加の全ての皆様方の尚一層のご活躍とご健勝を祈念し、私のご挨拶

とさせていただきます。 

 

水循環政策担当大臣（国土交通大臣） 斉藤 鉄夫 

斉藤
さいとう

 鉄夫
て つ お

 水循環政策担当大臣（国土交通大臣） 
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水の週間実行委員会会長の小池俊雄でございます。本年４月に虫明功臣先生よりこの会長職を引き

継がせて頂きました。 

 

本日第 47 回目の「水の日」及び「水の週間」を迎え、ここに瑶子女王殿下の御臨席のもと、多くの

方々にご参加いただいて、この「水を考えるつどい」を開催することができまして、誠にありがたく、

また嬉しく思います。主催者の一人として厚く御礼申し上げます。 

 

 この「水の日」及び「水の週間」は、46 年前、昭和 52 年５月に閣議了解によって制定されました。

当時は高度経済成長の真っただ中で、水の需要が急増しておりました。そこで、「水資源の有限性、水

の貴重さ等について国民の関心を高め、理解を深めるため」に定められたもので、その理念と目的は

今も揺らぎはございません。更に平成 26 年には、人間社会の営みと自然環境の保全に果たす水の機能

が適切にバランスしている状態、これを「健全な水循環」と申しますが、この維持と回復を目的とし

て、水循環基本法が制定されました。「水の日」は、現在、この水循環基本法の下で定められておりま

す。 

  

実は、この「水の日」及び「水の週間」が制定された昭和 52 年は水に関して国際的にも重要な年で

した。昭和 52 年、1977 年の３月に、アルゼンチンのマルデルプラタというところで、初めて国連水

会議が開催されたのです。そして、さきほど斉藤大臣のご挨拶でもご紹介がありましたように、それ

から 46 年後に当たる今年の３月、２回目の国連水会議がニューヨークの国連本部で開催されました。 

 

 

 

水の週間実行委員会 小池
こ い け

 俊
とし

雄
お

 会長 

 

東京は、蛇口から直接おいしい水を飲むことができる、世界でも数少ない都市です。安全で高品質

な水道水は、大きな魅力であり、強みでもあります。高い水道技術や運営ノウハウを確実に未来に引

き継ぐとともに、民間企業等と連携した国際展開の取組も進めています。 

 

引き続き、都民や事業者、国など関係者のお力添えを賜りながら、東京における「水」に関わる様々

な施策に積極的に取り組んでまいります。 

 

本日お集りの皆様の益々の御健勝、御発展を祈念いたしまして、御挨拶とさせていただきます。 

 

 

東京都知事 小池 百合子  代読 
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第 47 回「水の週間」水を考えるつどい 

瑶子女王殿下 おことば 

 
 

ただいまご紹介をいただきました、瑶子でございます。先ほどまで、雷雨が、すごい雨が降って

おりましたが、皆様大丈夫でしたでしょうか。お風邪など引かれませんように本当にお気を付けく

ださいませ。 

 

今までは、水のご研究をされていらっしゃる陛下が、この水を考えるつどいにいらっしゃってい

たかと思います。私は専門家でも研究者でもございませんので、昨年も思いましたが、場違いだな

というふうに思いますし、これからお話をするわけですが、皆様が学ぶべきところがないのではな

いかなと思いますので、そこはご了承いただければと思います。 

 

今回受賞された皆さんの文章を事前に送っていただきました。全部読ませていただきました。 

自分が中学生だった頃に、水のことについて深く考えたり、また文章を書くということが私は得

意ではなかったので、素晴らしいなと思うとともに、どんなことでも興味を持つこと、疑問に思う

こと、というのはとても大切なのだと改めて感じました。作文の中にも書いている子がいましたが、

例えば雨が降りすぎてもよくないですし、降らなすぎてもよくないですよね。また日本は水道水を

飲むということも当たり前にできますけれども、海外ではそれが当たり前ではない国というのはま

だまだあると思います。そういった事をそれぞれの視点で良いと思うので、忘れないでいて欲しい

なと思います。どんなことでも無関心というのが一番良くないことではないかなと私は思っており

ます。 

 

みなさんのこれからをとても楽しみにしていますので、これからみなさんの生活が、水のことも

含めて色々なことに興味をもっていただければ良いなと思っております。 

私のあいさつは以上になります。 

 

この 46 年間、様々な変化が起こりましたが、その中でも最も大きな変化の一つが気候の変化です。

今年も６月下旬から７月にかけて、九州、中国、北陸で線状降水帯が発生しました。秋田では７月 14

日に県内 11 か所のアメダスが同時に過去最大の日降水量を記録するという事態となり、各地で甚大な

被害が発生しました。日本だけでなく世界各地でも豪雨は頻発していて、これまで洪水の経験の少な

かったヨーロッパや、あるいはサウジアラビアやイエメンという砂漠の国々でも大洪水が発生し、７

月初めにはニューヨークで時間 100mm、千年に一度という豪雨もありました。 

 

このような事態に対応して、我が国では最先端の科学技術を駆使して気候の変化を洪水対策の計画

に盛り込む手法が開発され、流域のあらゆる関係者が、上流、下流のあらゆる場所で進める「流域治

水」の取組が始まっています。 

  

46 年ぶりの今回の国連水会議の前日には、水と災害に関する国連特別会合が開催され、天皇陛下よ

り「過去の事例から学び、水循環全体を俯瞰し大局的にとらえ、水、災害、気候変動の課題をつなぎ、

総合的に解決していくことが期待されます」とのお言葉を頂き、私たちが直面している課題に取り組

む姿勢を教えて頂きました。 

 

私たちには、今、「健全な水循環」と「流域治水」という２本柱があります。これらを活用して、水

の価値観を一層高め、激甚化する水災害にも対応でき、持続的に発展できる社会づくりに取り組んで

いきたいと思います。そのためには、国民一人ひとりに関心を持っていただき、自ら取り組もうと思

っていただくことが必要です。「水の日」、「水の週間」の様々な行事を通して、是非とも心に響くメッ

セージを発信していきたいと思います。その中央行事である本日の「水を考えるつどい」が、その一

助となることを期待しています。 

 

最後となりますが、水の週間行事に対する皆様の今後とも変わらぬご理解とご協力をお願い申し上

げまして、私からの挨拶とさせて頂きます。 

 

水の週間実行委員会会長 小池 俊雄 
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総合的に解決していくことが期待されます」とのお言葉を頂き、私たちが直面している課題に取り組

む姿勢を教えて頂きました。 

 

私たちには、今、「健全な水循環」と「流域治水」という２本柱があります。これらを活用して、水

の価値観を一層高め、激甚化する水災害にも対応でき、持続的に発展できる社会づくりに取り組んで

いきたいと思います。そのためには、国民一人ひとりに関心を持っていただき、自ら取り組もうと思

っていただくことが必要です。「水の日」、「水の週間」の様々な行事を通して、是非とも心に響くメッ

セージを発信していきたいと思います。その中央行事である本日の「水を考えるつどい」が、その一

助となることを期待しています。 

 

最後となりますが、水の週間行事に対する皆様の今後とも変わらぬご理解とご協力をお願い申し上

げまして、私からの挨拶とさせて頂きます。 

 

水の週間実行委員会会長 小池 俊雄 
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第 47 回「水の週間」水を考えるつどい 

瑶子女王殿下 おことば 

 
 

ただいまご紹介をいただきました、瑶子でございます。先ほどまで、雷雨が、すごい雨が降って

おりましたが、皆様大丈夫でしたでしょうか。お風邪など引かれませんように本当にお気を付けく
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自分が中学生だった頃に、水のことについて深く考えたり、また文章を書くということが私は得

意ではなかったので、素晴らしいなと思うとともに、どんなことでも興味を持つこと、疑問に思う
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私のあいさつは以上になります。 

 

この 46 年間、様々な変化が起こりましたが、その中でも最も大きな変化の一つが気候の変化です。
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月初めにはニューヨークで時間 100mm、千年に一度という豪雨もありました。 

 

このような事態に対応して、我が国では最先端の科学技術を駆使して気候の変化を洪水対策の計画

に盛り込む手法が開発され、流域のあらゆる関係者が、上流、下流のあらゆる場所で進める「流域治

水」の取組が始まっています。 
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第 47 回「水の週間」行事の概要 

 

上下流交流事業 

実施団体への助成 

水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開発の重要性につい

ての啓発や、ダム水源地域の振興に資する上下流住民の連携に

関する活動等を行う団体等に対し助成を実施 

主催：実行委員会 

施設見学会 ダムや浄水場などの水に係わる施設の見学会を各都道府県等

において実施 

主催：都道府県ほか 

その他 ・全国各地で①講演会、②展示会など多彩な催しの実施 

・ポスターの配布・掲示 

 

（注）「実行委員会」とは、「水の日」・「水の週間」の趣旨に賛同し、政府による「水の週間」の各種の啓発活動と一体となった諸行事を積極的に実施す

ることを目的として、水に関係の深い団体により設立された「水の週間実行委員会」を指すものです。 

 

 

 

第 47 回「水の週間」行事の概要 

行  事 実  施  内  容 主 催 者 等 

水の週間中央行事 1．水を考えるつどい 

日時：令和5年8月1日(火) 14：00～ 

場所：イイノホール（東京都千代田区） 

内容： ①主催者挨拶、瑶子女王殿下おことば 

②第45回全日本中学生水の作文コンクール表彰式 

③上記作文コンクール最優秀賞受賞者による作文朗読 

④水源地行ってみたキャンペーンの報告 

⑤動画上映及び講演（ABMORIの取組） 

⑥講演（東京農工大学准教授・白木克繁氏） 

主催：水循環政策本部、国土交

通省、東京都、実行委員会 

（注） 

後援：文部科学省、厚生労働省、 

農林水産省、経済産業省、 

環境省、(独)水資源機構、 

    (公財）日本科学技術振興

財団、NHK、(一社)日本新

聞協会 

2．水のワークショップ・展示会 

１）水のワークショップ「水源地に行こう！」 

日時：令和5年8月5日（土）14:00～15:30 

場所：音楽の友ホール（東京都新宿区） 

内容：①天気と水循環に関する講演 （気象キャスター 敷波

美保さん） 

②プロジェクトWETアクティビティ 

      （2023ミス日本「水の天使」竹田聖彩さん） 

③シリーズ水のめぐみ「水の源をたどる旅」上映 

④水源地域に関するクイズ 

⑤お楽しみ企画（シャワーズとのグリーティング） 

２）展示会 

日時：令和5年8月5日（土）13:00～15:30 

場所：音楽の友ホール（東京都新宿区）ホワイエ 

内容：水に関係する団体の活動及び水源地域を紹介するポ

スター及び水循環に関するパネル展示 

主催：実行委員会 

動画「シリーズ水の

めぐみ」 

水循環について理解を深めていただくため、水に関する施設や

取り組みを紹介する動画「シリーズ水のめぐみ」をWEBに公開中。

今年度は愛知用水を舞台に「水の源をたどる旅」を撮影し公開。併

せて「Go To 水源地！」と題した短編動画を制作し、全国のショッ

ピングセンター等で放映 

主催：実行委員会 

令和5年度水資源

功績者表彰 

水資源行政の推進に関し、特に顕著な功績のあった個人並び

に団体に対して、国土交通大臣表彰を授与 

主催：国土交通省 

第45回全日本中学

生水の作文コンク

ール 

「水について考える」をテーマとして、中学生を対象に水の作文

コンクールを実施。 

都道府県の各地方審査等を経た作品を中央審査会で審査し、

優秀作品に対して最優秀賞（内閣総理大臣賞）等を授与 

主催：水循環政策本部、国土交

通省、都道府県 

後援：文部科学省、厚生労働 

省、農林水産省、経済産業

省、環境省、全日本中学校

長会、(独)水資源機構、実

行委員会 

一日事務所長体験 全日本中学生水の作文コンクール優秀賞以上の受賞者の内、

希望する者について在住地近隣の関係機関の事務所等において

一日事務所長体験を実施 

 

 

 

第38回水とのふれ

あいフォトコンテスト 

 健全な水循環の重要性や水資源の有限性、水の貴重さ、水資

源開発の重要性について広く理解と関心を深めることに資する写

真作品を募集したフォトコンテストを実施。優秀作品に対して、国

土交通大臣賞等を授与。また、若年層も含めてより広く作品を募集

するSNS部門コンテストも実施し、優秀作品に対して各賞を授与 

主催：実行委員会 

後援：国土交通省、東京都、 

（独）水資源機構 
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真作品を募集したフォトコンテストを実施。優秀作品に対して、国

土交通大臣賞等を授与。また、若年層も含めてより広く作品を募集

するSNS部門コンテストも実施し、優秀作品に対して各賞を授与 

主催：実行委員会 

後援：国土交通省、東京都、 

（独）水資源機構 
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第 47 回「水の週間」行事の概要 

 

上下流交流事業 

実施団体への助成 

水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開発の重要性につい

ての啓発や、ダム水源地域の振興に資する上下流住民の連携に

関する活動等を行う団体等に対し助成を実施 

主催：実行委員会 

施設見学会 ダムや浄水場などの水に係わる施設の見学会を各都道府県等

において実施 

主催：都道府県ほか 

その他 ・全国各地で①講演会、②展示会など多彩な催しの実施 

・ポスターの配布・掲示 

 

（注）「実行委員会」とは、「水の日」・「水の週間」の趣旨に賛同し、政府による「水の週間」の各種の啓発活動と一体となった諸行事を積極的に実施す

ることを目的として、水に関係の深い団体により設立された「水の週間実行委員会」を指すものです。 

 

 

 

第 47 回「水の週間」行事の概要 

行  事 実  施  内  容 主 催 者 等 

水の週間中央行事 1．水を考えるつどい 

日時：令和5年8月1日(火) 14：00～ 

場所：イイノホール（東京都千代田区） 

内容： ①主催者挨拶、瑶子女王殿下おことば 

②第45回全日本中学生水の作文コンクール表彰式 

③上記作文コンクール最優秀賞受賞者による作文朗読 

④水源地行ってみたキャンペーンの報告 

⑤動画上映及び講演（ABMORIの取組） 

⑥講演（東京農工大学准教授・白木克繁氏） 

主催：水循環政策本部、国土交

通省、東京都、実行委員会 

（注） 

後援：文部科学省、厚生労働省、 

農林水産省、経済産業省、 

環境省、(独)水資源機構、 

    (公財）日本科学技術振興

財団、NHK、(一社)日本新

聞協会 

2．水のワークショップ・展示会 

１）水のワークショップ「水源地に行こう！」 

日時：令和5年8月5日（土）14:00～15:30 

場所：音楽の友ホール（東京都新宿区） 

内容：①天気と水循環に関する講演 （気象キャスター 敷波

美保さん） 

②プロジェクトWETアクティビティ 

      （2023ミス日本「水の天使」竹田聖彩さん） 

③シリーズ水のめぐみ「水の源をたどる旅」上映 

④水源地域に関するクイズ 

⑤お楽しみ企画（シャワーズとのグリーティング） 

２）展示会 

日時：令和5年8月5日（土）13:00～15:30 

場所：音楽の友ホール（東京都新宿区）ホワイエ 

内容：水に関係する団体の活動及び水源地域を紹介するポ

スター及び水循環に関するパネル展示 

主催：実行委員会 

動画「シリーズ水の

めぐみ」 

水循環について理解を深めていただくため、水に関する施設や

取り組みを紹介する動画「シリーズ水のめぐみ」をWEBに公開中。

今年度は愛知用水を舞台に「水の源をたどる旅」を撮影し公開。併

せて「Go To 水源地！」と題した短編動画を制作し、全国のショッ

ピングセンター等で放映 

主催：実行委員会 

令和5年度水資源

功績者表彰 

水資源行政の推進に関し、特に顕著な功績のあった個人並び

に団体に対して、国土交通大臣表彰を授与 

主催：国土交通省 

第45回全日本中学

生水の作文コンク

ール 

「水について考える」をテーマとして、中学生を対象に水の作文

コンクールを実施。 

都道府県の各地方審査等を経た作品を中央審査会で審査し、

優秀作品に対して最優秀賞（内閣総理大臣賞）等を授与 

主催：水循環政策本部、国土交

通省、都道府県 

後援：文部科学省、厚生労働 

省、農林水産省、経済産業

省、環境省、全日本中学校

長会、(独)水資源機構、実

行委員会 

一日事務所長体験 全日本中学生水の作文コンクール優秀賞以上の受賞者の内、

希望する者について在住地近隣の関係機関の事務所等において

一日事務所長体験を実施 
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【【内内容容】】  
○主主催催者者挨挨拶拶  
  斉藤 鉄夫（水循環政策担当大臣・国土交通大臣） 
 谷崎 馨一 （東京都都市整備局長） 
小池 俊雄（水の週間実行委員会会長・国立研究開発法人土木研究所水災害・リスクマネジメ 

ント国際センターセンター長） 
 
○○瑶瑶子子女女王王殿殿下下  おおここととばば  

 
○第第 4455 回回全全日日本本中中学学生生水水のの作作文文ココンンククーールル表表彰彰式式  

  

              

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表彰式 

記念撮影 

  

水の週間中央行事「水を考えるつどい」  

 

 

令和５年８月１日（火）、三笠宮家の瑶子女王殿下の御臨席を賜り、イイノホール（東京都千代

田区）において「水を考えるつどい」（主催：水循環政策本部、国土交通省、東京都、水の週間実

行委員会）が開催されました。 
 
式典では、はじめに、斉藤鉄夫 水循環政策担当大臣（国土交通大臣）、谷崎馨一 東京都都市整

備局長、小池俊雄 水の週間実行委員会会長による主催者挨拶後、御臨席の瑶子女王殿下よりおこ

とばを賜りました。 

その後、「第 45 回全日本中学生水の作文コンクール」の表彰式が行われ、最優秀賞及び優秀賞

を受賞された皆さんに賞状が授与されました。 

表彰式に続いて、最優秀賞（内閣総理大臣賞）を受賞された群馬県 群馬大学共同教育学部附属

中学校３年生 安藤周平さんによる作文の朗読が行われ、会場のスクリーンでは作文の内容にちな

んだ映像が映し出されました。 

 

 表彰式の後には、今年初めて実施しました「＃水源地行ってみた」キャンペーンの結果を報告

しました。その後、「ABMORI（えびもり）の取組『後世に残そう森・水・いのち』～志賀高原から

世界へ 未来へ～」と題しまして ABMORI の取組を映像と講演でご紹介しました。ABMORI とは、歌

舞伎俳優の市川團十郎（前・海老蔵）氏が、日本の美しき自然を後世に継承することを目的に、

長野県山ノ内町・志賀高原での森づくりを通じて、多くの人に森との関わりを創り出し、森の再

生を広く呼びかけるプロジェクトです。最初に、令和５年６月 25 日に行われた植樹の模様や市川

團十郎氏のインタビュー映像を上映し、その後山ノ内町職員より ABMORI の取組と志賀高原ユネス

コエコパークについてご講演いただきました。最後に、東京農工大学准教授の白木克繁先生より、

「森のはたらきと水循環」と題しまして、森林のはたらきについての実験動画も交えてご講演い

ただきました。 
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○○YYoouuTTuubbee（（国国土土交交通通省省チチャャンンネネルル））ででのの動動画画配配信信  

① 第 45 回全日本中学生水の作文コンクール 最優秀賞受賞者の作文朗読 
（群馬県群馬大学共同教育学部附属中学校３年 安藤周平さん「わさびになりたい」） 

https://www.youtube.com/watch?v=tTjCHVn0R_8 
② ABMORI の取組「後世に残そう森・水・いのち」～志賀高原から世界へ 未来へ～ 
（ABMORI 動画と講演動画） 

https://www.youtube.com/watch?v=Javri7CRlqQ 
③ 講演「森のはたらきと水循環」白木克繁氏（東京農工大学准教授） 

https://www.youtube.com/watch?v=Z3aH-DtAKCM 

                     
    動画① 動画② 動画③ 

パネル展示状況 

（水とのふれあいフォトコンテスト入賞作品） 

パネル展示状況 

（水の作文コンクール入賞作文） 

  

○○水水源源地地行行っっててみみたたキキャャンンペペーーンンのの報報告告  
 
○○AABBMMOORRII のの取取組組「「後後世世にに残残そそうう森森・・水水・・いいののちち」」～～志志賀賀高高原原かからら世世界界へへ  未未来来へへ～～  
  ・・市市川川團團十十郎郎氏氏がが出出演演すするる AABBMMOORRII のの紹紹介介動動画画のの上上映映  
    ・・AABBMMOORRII 実実行行委委員員会会事事務務局局（（山山ノノ内内町町））にによよるる講講演演  

 
 
○○講講演演「「森森ののははたたららききとと水水循循環環」」白白木木克克繁繁氏氏（（東東京京農農工工大大学学准准教教授授））  

  
 
  
○○会会場場内内  展展示示ののよよううすす  
    
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

水循環教材「水のおはなし」パネル及び動画 流域治水関連パネル 
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水の週間中央行事「水のワークショップ」・「水の展示会」 

  

水の週間実行委員会では、毎年８月に東京都内で水に関するパネル展示やブース出展な

どを行う「水のワークショップ・水の展示会」を開催しています。今年度は、「水のワーク

ショップ・展示会－水源地に行こう！」と題した小学生の親子を対象としたイベントを令

和５年８月５日（土）に音楽の友ホール（新宿区神楽坂）にて開催し、関係者を含め約６

０人が参加しました。 

 

「水のワークショップ」では、気象キャスター敷波美保さんによる「天気と水循環につ

いて学ぼう！」と題した講演、プロジェクト WET のプログラムのひとつ「みんなの水」を

2023 ミス日本「水の天使」竹田聖彩さんが会場の子供たちといっしょに実演、竹田さんが

ナビゲートする「シリーズ水のめぐみ：水の源をたどる旅」の上映のほか、水源地に関す

るクイズ大会を行い、ワークショップに参加されたお子さんと一体となったイベントを実

施しました。また、「水の日」応援大使「シャワーズ」によるグリーティングとして参加者

とシャワーズが一緒に写真を撮影するなどのふれあいの機会を設けました。さらに、報道

機関等の方に取材していただき、ワークショップの内容や様子を報道いただきました。 

 

「水のワークショップ」ポスター 

  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

「水を考えるつどい」開催周知チラシ 
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「水を考えるつどい」開催周知チラシ 
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「水の展示会」として、ワークショップ会場のホワイエにおいて、水の週間実行委員会

の委員機関・協賛機関である、東京都水道局及び下水道局、巧水スタイル推進チーム（（一

社）日本レストルーム工業会）、（一社）日本治山治水協会、特定非営利活動法人日本水フ

ォーラム並びにダム工学会（（一財）ダム技術センター）から提供されたポスター等を展示

しました。また、ダム技術センターによりワークショップ参加者を対象としたダム博士教

室が開催され、参加者には認定証が交付されました。さらに、水源地の魅力や水循環など

の施策についての理解を深めていただけるよう、水源地域の各自治体から提供いただいた

水源地域の魅力を紹介する「水源地に行ってみよう」コーナーを設置したほか、流域治水

及び水循環に関するパネル展示を行いました。 

 

○水の展示会 

  

 

  

ホワイエ等でのパネル・ポスター展示状況 

○「水のワークショップ」 

 

  

「水のワークショップ」会場（音楽の友ホール）    気象キャスター敷波美保さんによる 

天気と水循環に関する講演 

 

 

    
2023ミス日本「水の天使」竹田聖彩さんによる        クイズ大会の様子 

プロジェクト WETアクティビティ「みんなの水」 

 

 

 

「水の日」応援大使「シャワーズ」とのグリーティング 
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○シリーズ水のめぐみ作品集 

 

  

下久保ダム編／2021 ミス日本「水の天使」嶺 百花さん 

 

 

  

利根大堰編／2020 ミス日本「水の天使」中村 真優さん 

 

 

 

地下水編／2022 ミス日本「水の天使」横山 莉奈さん 

 

 

水の週間実行委員会による普及啓発の取組 

  

 水の週間実行委員会事務局では、水の日・水の週間を啓発するため、ホームページや SNS

での情報発信のほか、水に関する動画制作などを行っています。令和５年度においては、

関係機関の協力により、制作した動画をより多くの方々に見ていただく機会を得るなど、

全国的かつ幅広い年代層の方々に、水の日・水の週間を知っていただくことができました。 

 

１．「シリーズ水のめぐみ」：水の源をたどる旅 

水に関する様々な施設と、それにかかわる人たちを紹介し、水循環について理解を深

めていただくため、ミス日本「水の天使」に現地取材等をいただいてリポートいただく

「シリーズ水のめぐみ」と題した動画を令和３年度より作成し、水の週間実行委員会の

ホームページ及び YouTube で公開しています。 

今年度は「水源地」をテーマに、2023 ミス日本「水の天使」竹田聖彩さんが愛知用水

地域を「水の源をたどる旅」として取材した動画を制作し公表しています。愛知用水の

受益地である知多半島から木曽川を遡って愛知用水の水源がある牧尾ダムと御嶽山の麓

の長野県王滝村まで旅をし、普段何気なく使っている水がどのように届けられるのか、

そのためにはどのような人が関わってどのような活動がなされているのか、愛知用水の

水に関わる人へのインタビューを行ってリポートする内容となっています。取材にあた

り、愛知用水土地改良区、長野県王滝村及び独立行政法人水資源機構の協力をいただき

ました。 

 

【シリーズ水のめぐみ】「水の源をたどる旅」（YouTube アカウント：mizunohi チャンネル） 
 

  

     

       

                                        

「シリーズ水のめぐみ」サイト 
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【出展団体】 

  水の週間実行委員会、東京都水道局、東京都下水道局、一般社団法人 ダム工学会ダム

なんでも相談室、一般社団法人 日本治山治水協会、巧水（たくみ）スタイル推進チーム、

特定非営利活動法人 日本水フォーラム、地下水適正管理協議会及び独立行政法人水資源

機構 

    

「水はどこから？パート１：水の循環とダムの役割」   mizunohi（YouTubeチャンネル）へ 

 

 

４．ＳＮＳによる情報発信 

水の週間実行委員会では、X（旧 Twitter）、Facebook 及び Instagram による情報発信

を行っています。SNS を通じ、「水を考えるつどい」や「水のワークショップ・展示会」、

フォトコンテスト等についての告知のほか、水の週間実行委員会で制作した動画の紹介

等も行っています。 

 

   

       水の週間実行委員会 Instagram 画面        水の週間実行委員会 Instagram へ 

 

 

 

２．「ＧＯ ＴＯ 水源地」キャンペーン動画 

水の週間実行委員会では、「＃水源地行ってみた」キャンペーンを盛り上げるため、 

「ＧＯ ＴＯ 水源地！」として、「水の日」応援大使「シャワーズ」と 2023 ミス日本「水

の天使」竹田聖彩さんが水源地の魅力を伝える動画を制作し公開しています。この動画

は、令和５年８月に全国の AEON ショッピングセンター、愛知県道路公社が管理する知

多半島道路の阿久比 PA、さいたま新都心駅前大型映像装置などでも放映されたほか、水の週

間実行委員会のホームページでも公開しています。 

      

さいたま新都心駅での放映状況           「GO TO 水源地！」サイト 

 

３．「水のミュージアム・オンライン：水循環とわたしたち」 

令和３年度に水の週間実行委員会のホームページ上に開設した「水のミュージアム・

オンライン」について、引き続き「常設展」として公開しています。ミュージアムに出

展している９機関のページでは、それぞれのテーマに沿った動画を見てクイズに答える

ことを通じて、いつでも水のことを学ぶことができるようになっています。公開してい

る動画のうち、「水はどこから？パート１：水の循環とダムの役割」はこれまでの累計再

生回数が 2.1 万回となるなど、多くの方に視聴いただいています。 

 

【Ｕ Ｒ Ｌ】https://www.mizunohi.jp/museum/index.html 
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は、令和５年８月に全国の AEON ショッピングセンター、愛知県道路公社が管理する知

多半島道路の阿久比 PA、さいたま新都心駅前大型映像装置などでも放映されたほか、水の週

間実行委員会のホームページでも公開しています。 

      

さいたま新都心駅での放映状況           「GO TO 水源地！」サイト 

 

３．「水のミュージアム・オンライン：水循環とわたしたち」 

令和３年度に水の週間実行委員会のホームページ上に開設した「水のミュージアム・

オンライン」について、引き続き「常設展」として公開しています。ミュージアムに出

展している９機関のページでは、それぞれのテーマに沿った動画を見てクイズに答える

ことを通じて、いつでも水のことを学ぶことができるようになっています。公開してい

る動画のうち、「水はどこから？パート１：水の循環とダムの役割」はこれまでの累計再

生回数が 2.1 万回となるなど、多くの方に視聴いただいています。 

 

【Ｕ Ｒ Ｌ】https://www.mizunohi.jp/museum/index.html 
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【出展団体】 
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令和５年度水資源功績者表彰 

 

 水資源行政の推進に当たって、水源地域の振興、水環境の保全、水源涵養、水資源の有効活用

等に永年にわたって尽力されたことなど、特に顕著な功績のあった個人及び団体が、水資源功績

者として表彰されました。表彰式は令和５年８月４日（金）に国土交通省において執り行われ、

斉藤鉄夫国土交通大臣から表彰状が授与されました。 
 
 
［個人］・・・１名 

受賞者 功績概要 

三輪 彰一 

（愛知県） 

 

 

元愛知県企業庁技術監（水道技術管理者）  

長年にわたり水資源行政に関わっており、水源地域の過疎や高

齢化問題に対して、豊富な経験を活かし課題解決に向けた支援

を行った。豊富な経験と知識を活かし、国土審議会水資源開発

分科会木曽川部会及び豊川部会等の専門委員として助言をお

こなうなど、水資源行政の推進に貢献した。  

 

 

 

［団体］・・・４団体 

受賞者 功績概要 

西郷村立川谷小学校・川

谷中学校 

（福島県） 

 

小・中学校を通して、阿武隈川での清掃活動、河口地域の学校との

交流学習（流域による河川の姿の違いを体感等）などの上下流交流

や、水質調査や河川周辺の植生調査など、地域と連携し水資源の保

全活動に取り組み、子どものうちから水資源の大切さを学ぶ機会を

創出している。 

揖斐川町 

生命の水と森の活動セン

ター 

（岐阜県） 

 

地元の小中高生や下流地域の住民などが参加する植林活動、水源地

域の環境を活用した体験学習プログラムの実施に加え、協議会が主

体となり徳山ダムの施設案内を実施するなど水資源の保全や啓発活

動に尽力している。 

特定非営利活動法人地球

温暖化対策地域協議会エ

コネットあんじょう 

（愛知県） 

 

10年間にわたる募金活動で、安城市を支える水源である矢作川源流

の森約12㏊を購入し、水源の森を保全していることに加え、水源の

森観察会や川の生き物観察会などを通じて広く安城市民と根羽村と

の交流を深めることで水資源確保の啓発活動に尽力している。 

 

      
     水の週間実行委員会 X(旧 Twitter)へ     水の週間実行委員会 Facebook へ 

 

 

− 24 − − 25 −

令和５年度水資源功績者表彰 

 

 水資源行政の推進に当たって、水源地域の振興、水環境の保全、水源涵養、水資源の有効活用

等に永年にわたって尽力されたことなど、特に顕著な功績のあった個人及び団体が、水資源功績

者として表彰されました。表彰式は令和５年８月４日（金）に国土交通省において執り行われ、

斉藤鉄夫国土交通大臣から表彰状が授与されました。 
 
 
［個人］・・・１名 

受賞者 功績概要 

三輪 彰一 

（愛知県） 

 

 

元愛知県企業庁技術監（水道技術管理者）  

長年にわたり水資源行政に関わっており、水源地域の過疎や高

齢化問題に対して、豊富な経験を活かし課題解決に向けた支援

を行った。豊富な経験と知識を活かし、国土審議会水資源開発

分科会木曽川部会及び豊川部会等の専門委員として助言をお

こなうなど、水資源行政の推進に貢献した。  

 

 

 

［団体］・・・４団体 

受賞者 功績概要 

西郷村立川谷小学校・川

谷中学校 

（福島県） 

 

小・中学校を通して、阿武隈川での清掃活動、河口地域の学校との

交流学習（流域による河川の姿の違いを体感等）などの上下流交流

や、水質調査や河川周辺の植生調査など、地域と連携し水資源の保

全活動に取り組み、子どものうちから水資源の大切さを学ぶ機会を

創出している。 

揖斐川町 

生命の水と森の活動セン

ター 

（岐阜県） 

 

地元の小中高生や下流地域の住民などが参加する植林活動、水源地

域の環境を活用した体験学習プログラムの実施に加え、協議会が主

体となり徳山ダムの施設案内を実施するなど水資源の保全や啓発活

動に尽力している。 

特定非営利活動法人地球

温暖化対策地域協議会エ

コネットあんじょう 

（愛知県） 

 

10年間にわたる募金活動で、安城市を支える水源である矢作川源流

の森約12㏊を購入し、水源の森を保全していることに加え、水源の

森観察会や川の生き物観察会などを通じて広く安城市民と根羽村と

の交流を深めることで水資源確保の啓発活動に尽力している。 

 

      
     水の週間実行委員会 X(旧 Twitter)へ     水の週間実行委員会 Facebook へ 

 

 

− 24 − − 25 −



令和５年度水資源功績者表彰 

 

 水資源行政の推進に当たって、水源地域の振興、水環境の保全、水源涵養、水資源の有効活用

等に永年にわたって尽力されたことなど、特に顕著な功績のあった個人及び団体が、水資源功績

者として表彰されました。表彰式は令和５年８月４日（金）に国土交通省において執り行われ、

斉藤鉄夫国土交通大臣から表彰状が授与されました。 
 
 
［個人］・・・１名 

受賞者 功績概要 

三輪 彰一 

（愛知県） 

 

 

元愛知県企業庁技術監（水道技術管理者）  

長年にわたり水資源行政に関わっており、水源地域の過疎や高

齢化問題に対して、豊富な経験を活かし課題解決に向けた支援

を行った。豊富な経験と知識を活かし、国土審議会水資源開発

分科会木曽川部会及び豊川部会等の専門委員として助言をお

こなうなど、水資源行政の推進に貢献した。  

 

 

 

［団体］・・・４団体 

受賞者 功績概要 

西郷村立川谷小学校・川

谷中学校 

（福島県） 

 

小・中学校を通して、阿武隈川での清掃活動、河口地域の学校との

交流学習（流域による河川の姿の違いを体感等）などの上下流交流

や、水質調査や河川周辺の植生調査など、地域と連携し水資源の保

全活動に取り組み、子どものうちから水資源の大切さを学ぶ機会を

創出している。 

揖斐川町 

生命の水と森の活動セン

ター 

（岐阜県） 

 

地元の小中高生や下流地域の住民などが参加する植林活動、水源地

域の環境を活用した体験学習プログラムの実施に加え、協議会が主

体となり徳山ダムの施設案内を実施するなど水資源の保全や啓発活

動に尽力している。 

特定非営利活動法人地球

温暖化対策地域協議会エ

コネットあんじょう 

（愛知県） 

 

10年間にわたる募金活動で、安城市を支える水源である矢作川源流

の森約12㏊を購入し、水源の森を保全していることに加え、水源の

森観察会や川の生き物観察会などを通じて広く安城市民と根羽村と

の交流を深めることで水資源確保の啓発活動に尽力している。 

 

      
     水の週間実行委員会 X(旧 Twitter)へ     水の週間実行委員会 Facebook へ 

 

 

− 24 − − 25 −

令和５年度水資源功績者表彰 

 

 水資源行政の推進に当たって、水源地域の振興、水環境の保全、水源涵養、水資源の有効活用

等に永年にわたって尽力されたことなど、特に顕著な功績のあった個人及び団体が、水資源功績

者として表彰されました。表彰式は令和５年８月４日（金）に国土交通省において執り行われ、

斉藤鉄夫国土交通大臣から表彰状が授与されました。 
 
 
［個人］・・・１名 

受賞者 功績概要 

三輪 彰一 

（愛知県） 

 

 

元愛知県企業庁技術監（水道技術管理者）  

長年にわたり水資源行政に関わっており、水源地域の過疎や高

齢化問題に対して、豊富な経験を活かし課題解決に向けた支援

を行った。豊富な経験と知識を活かし、国土審議会水資源開発

分科会木曽川部会及び豊川部会等の専門委員として助言をお

こなうなど、水資源行政の推進に貢献した。  

 

 

 

［団体］・・・４団体 

受賞者 功績概要 

西郷村立川谷小学校・川

谷中学校 

（福島県） 

 

小・中学校を通して、阿武隈川での清掃活動、河口地域の学校との

交流学習（流域による河川の姿の違いを体感等）などの上下流交流

や、水質調査や河川周辺の植生調査など、地域と連携し水資源の保

全活動に取り組み、子どものうちから水資源の大切さを学ぶ機会を

創出している。 

揖斐川町 

生命の水と森の活動セン

ター 

（岐阜県） 

 

地元の小中高生や下流地域の住民などが参加する植林活動、水源地

域の環境を活用した体験学習プログラムの実施に加え、協議会が主

体となり徳山ダムの施設案内を実施するなど水資源の保全や啓発活

動に尽力している。 

特定非営利活動法人地球

温暖化対策地域協議会エ

コネットあんじょう 

（愛知県） 

 

10年間にわたる募金活動で、安城市を支える水源である矢作川源流

の森約12㏊を購入し、水源の森を保全していることに加え、水源の

森観察会や川の生き物観察会などを通じて広く安城市民と根羽村と

の交流を深めることで水資源確保の啓発活動に尽力している。 

 

      
     水の週間実行委員会 X(旧 Twitter)へ     水の週間実行委員会 Facebook へ 

 

 

− 24 − − 25 −



 

 

第 45 回全日本中学生水の作文コンクール 

 

 全国の中学生及び海外日本人学校在学の中学生を対象に、「水について考える」をテーマとする「第

45 回全日本中学生水の作文コンクール」を開催し、本年は 276 校より総数 8,776 編の応募がありま

した。各都道府県の地方審査、中央審査会の審査等により、最優秀賞１編、優秀賞 10 編及び入選

29 編が選ばれました。 

 表彰式は、令和５年８月１日（火）に東京都千代田区のイイノホールで開催された第 47 回「水の

日」記念行事「水を考えるつどい」にて執り行われ、優秀賞以上の受賞者に関係機関の代表者から

賞状が授与されました。 

表彰式に続いて最優秀賞を受賞された群馬県 群馬大学共同教育学部附属中学校３年生 安藤
あんどう

 

周
しゅう

平
へ い

さんによる作文の朗読が行われました。 

 

（1）主催等 

 主  催：水循環政策本部、国土交通省、都道府県 

後  援：文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省、 

水の週間実行委員会、独立行政法人水資源機構、全日本中学校長会 

 

（2）募集要領 

  ①テ ー マ：「水について考える」（題名は自由） 

  ②原  稿：400 字詰原稿用紙 4 枚以内 

 

（3）中央審査会審査委員 ※敬称略 審査当時 

 

名倉 良雄 （厚生労働省医薬・生活衛生局水道課長 

        ：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

緒方 和之  （農林水産省農村振興局整備部水資源課長 

：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 
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永井 春信 （国土交通省大臣官房審議官（水管理・国土保全局担当） 

：内閣官房水循環政策本部事務局審議官） 

大井 道博 （環境省水・大気環境局水環境課長 

：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

佐藤 太  （全日本中学校長会編集部長） 

須磨 佳津江（キャスター） 

長崎 宏子 （スポーツコンサルタント 元オリンピックスイマー） 

渋谷 正夫 （公益社団法人 日本水道協会調査部長） 

熊谷 和哉 （独立行政法人水資源機構理事） 

橋本 淳司 （水ジャーナリスト 武蔵野大学客員教授） 

 

※表彰式の集合写真は、P13をご覧ください。 

 

特定非営利活動法人 

遠賀川流域住民の会 

（福岡県） 

 

遠賀川流域の広い範囲の水質調査や清掃活動を近隣住民や企業など

と連携して実施している。また、小学生への環境体験学習会だけで

はなく、指導者への指導者養成講座を実施するなど、水資源の保全

等に関する啓発活動に尽力している。 
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 表彰式は、令和５年８月１日（火）に東京都千代田区のイイノホールで開催された第 47 回「水の

日」記念行事「水を考えるつどい」にて執り行われ、優秀賞以上の受賞者に関係機関の代表者から

賞状が授与されました。 

表彰式に続いて最優秀賞を受賞された群馬県 群馬大学共同教育学部附属中学校３年生 安藤
あんどう

 

周
しゅう

平
へ い

さんによる作文の朗読が行われました。 

 

（1）主催等 

 主  催：水循環政策本部、国土交通省、都道府県 

後  援：文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省、 

水の週間実行委員会、独立行政法人水資源機構、全日本中学校長会 

 

（2）募集要領 

  ①テ ー マ：「水について考える」（題名は自由） 

  ②原  稿：400 字詰原稿用紙 4 枚以内 

 

（3）中央審査会審査委員 ※敬称略 審査当時 

 

名倉 良雄 （厚生労働省医薬・生活衛生局水道課長 

        ：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 
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佐藤 太  （全日本中学校長会編集部長） 

須磨 佳津江（キャスター） 

長崎 宏子 （スポーツコンサルタント 元オリンピックスイマー） 

渋谷 正夫 （公益社団法人 日本水道協会調査部長） 

熊谷 和哉 （独立行政法人水資源機構理事） 

橋本 淳司 （水ジャーナリスト 武蔵野大学客員教授） 

 

※表彰式の集合写真は、P13をご覧ください。 

 

特定非営利活動法人 

遠賀川流域住民の会 

（福岡県） 

 

遠賀川流域の広い範囲の水質調査や清掃活動を近隣住民や企業など

と連携して実施している。また、小学生への環境体験学習会だけで

はなく、指導者への指導者養成講座を実施するなど、水資源の保全

等に関する啓発活動に尽力している。 
 

 
 
 令和５年度水資源功績者表彰 受賞者集合写真 

− 26 − − 27 −



 

 

第 45 回全日本中学生水の作文コンクール 

 

 全国の中学生及び海外日本人学校在学の中学生を対象に、「水について考える」をテーマとする「第

45 回全日本中学生水の作文コンクール」を開催し、本年は 276 校より総数 8,776 編の応募がありま

した。各都道府県の地方審査、中央審査会の審査等により、最優秀賞１編、優秀賞 10 編及び入選

29 編が選ばれました。 

 表彰式は、令和５年８月１日（火）に東京都千代田区のイイノホールで開催された第 47 回「水の

日」記念行事「水を考えるつどい」にて執り行われ、優秀賞以上の受賞者に関係機関の代表者から

賞状が授与されました。 

表彰式に続いて最優秀賞を受賞された群馬県 群馬大学共同教育学部附属中学校３年生 安藤
あんどう

 

周
しゅう

平
へ い

さんによる作文の朗読が行われました。 

 

（1）主催等 

 主  催：水循環政策本部、国土交通省、都道府県 

後  援：文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省、 

水の週間実行委員会、独立行政法人水資源機構、全日本中学校長会 

 

（2）募集要領 

  ①テ ー マ：「水について考える」（題名は自由） 

  ②原  稿：400 字詰原稿用紙 4 枚以内 

 

（3）中央審査会審査委員 ※敬称略 審査当時 

 

名倉 良雄 （厚生労働省医薬・生活衛生局水道課長 

        ：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

緒方 和之  （農林水産省農村振興局整備部水資源課長 

：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

向野陽一郎  （経済産業省経済産業政策局地域経済産業グループ地域産業基盤整備課長 

：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

永井 春信 （国土交通省大臣官房審議官（水管理・国土保全局担当） 

：内閣官房水循環政策本部事務局審議官） 

大井 道博 （環境省水・大気環境局水環境課長 

：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

佐藤 太  （全日本中学校長会編集部長） 

須磨 佳津江（キャスター） 

長崎 宏子 （スポーツコンサルタント 元オリンピックスイマー） 

渋谷 正夫 （公益社団法人 日本水道協会調査部長） 

熊谷 和哉 （独立行政法人水資源機構理事） 

橋本 淳司 （水ジャーナリスト 武蔵野大学客員教授） 

 

※表彰式の集合写真は、P13をご覧ください。 

 

特定非営利活動法人 

遠賀川流域住民の会 

（福岡県） 

 

遠賀川流域の広い範囲の水質調査や清掃活動を近隣住民や企業など

と連携して実施している。また、小学生への環境体験学習会だけで

はなく、指導者への指導者養成講座を実施するなど、水資源の保全

等に関する啓発活動に尽力している。 
 

 
 
 令和５年度水資源功績者表彰 受賞者集合写真 

− 26 − − 27 −

 

 

第 45 回全日本中学生水の作文コンクール 

 

 全国の中学生及び海外日本人学校在学の中学生を対象に、「水について考える」をテーマとする「第

45 回全日本中学生水の作文コンクール」を開催し、本年は 276 校より総数 8,776 編の応募がありま

した。各都道府県の地方審査、中央審査会の審査等により、最優秀賞１編、優秀賞 10 編及び入選

29 編が選ばれました。 

 表彰式は、令和５年８月１日（火）に東京都千代田区のイイノホールで開催された第 47 回「水の

日」記念行事「水を考えるつどい」にて執り行われ、優秀賞以上の受賞者に関係機関の代表者から

賞状が授与されました。 

表彰式に続いて最優秀賞を受賞された群馬県 群馬大学共同教育学部附属中学校３年生 安藤
あんどう

 

周
しゅう

平
へ い

さんによる作文の朗読が行われました。 

 

（1）主催等 

 主  催：水循環政策本部、国土交通省、都道府県 

後  援：文部科学省、厚生労働省、農林水産省、経済産業省、環境省、 

水の週間実行委員会、独立行政法人水資源機構、全日本中学校長会 

 

（2）募集要領 

  ①テ ー マ：「水について考える」（題名は自由） 

  ②原  稿：400 字詰原稿用紙 4 枚以内 

 

（3）中央審査会審査委員 ※敬称略 審査当時 

 

名倉 良雄 （厚生労働省医薬・生活衛生局水道課長 

        ：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

緒方 和之  （農林水産省農村振興局整備部水資源課長 

：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

向野陽一郎  （経済産業省経済産業政策局地域経済産業グループ地域産業基盤整備課長 

：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

永井 春信 （国土交通省大臣官房審議官（水管理・国土保全局担当） 

：内閣官房水循環政策本部事務局審議官） 

大井 道博 （環境省水・大気環境局水環境課長 

：内閣官房水循環政策本部事務局参事官） 

佐藤 太  （全日本中学校長会編集部長） 

須磨 佳津江（キャスター） 

長崎 宏子 （スポーツコンサルタント 元オリンピックスイマー） 

渋谷 正夫 （公益社団法人 日本水道協会調査部長） 

熊谷 和哉 （独立行政法人水資源機構理事） 

橋本 淳司 （水ジャーナリスト 武蔵野大学客員教授） 

 

※表彰式の集合写真は、P13をご覧ください。 

 

特定非営利活動法人 

遠賀川流域住民の会 

（福岡県） 

 

遠賀川流域の広い範囲の水質調査や清掃活動を近隣住民や企業など

と連携して実施している。また、小学生への環境体験学習会だけで

はなく、指導者への指導者養成講座を実施するなど、水資源の保全

等に関する啓発活動に尽力している。 
 

 
 
 令和５年度水資源功績者表彰 受賞者集合写真 

− 26 − − 27 −



賞名 都道府県名 作文の題名 学校名
学
年

氏名

最優秀賞
内閣総理大臣賞

群馬県 わさびになりたい 群馬大学
ぐ ん ま だ い が く

共同
きょうどう

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

3 安藤
あん ど う

　周平
しゅうへい

優秀賞
厚生労働大臣賞

青森県 日本の水 八戸市立是川中学校
はちのへ しり つ これかわち ゅ う がっ こ う

2 小林
こ ば やし

　千花
ち は な

優秀賞
農林水産大臣賞

宮城県 大好きな景色と水 仙台
せんだい

市立
し り つ

郡山
こおりやま

中学校
ちゅうがっこう

3
つ じ い

　珠希
た ま き

優秀賞
経済産業大臣賞

愛媛県 ダム湖に沈む村 松山
まつやま

市立
し り つ

南第二中学校
みなみだいにちゅうがっこう

3 松平
まつだいら

　定久
さ だ ひ さ

優秀賞
国土交通大臣賞

沖縄県 水の重み 南風原町立
は え ば る ち ょ う り つ

南風原
は え ば る

中学校
ちゅうがっこう

3 平田
ひ ら た

　菜
な

乃
の

華
か

優秀賞
環境大臣賞

滋賀県 手紙　琵琶湖のあなたへ 近江兄弟社
おう みき ょ う だ い し ゃ

中学校
ちゅうがっこう

1 福岡　周
ふくおか あまね

優秀賞
全日本中学校長会会長賞

北海道 大切な遊水地と共に 砂川市立砂川中学校
すすななががわわししりりつつすすななかかわわちち ゅゅ うう ががっっ ここ うう

3 水島　颯一
みみ ずず しし まま そそ うう いい ちち

優秀賞
水の週間実行委員会会長賞

静岡県 感動のネットワーク水 磐田
い わ た

市立
し り つ

磐田
い わ た

第一
だいいち

中学校
ちゅうがっこう

1 佐藤
さ と う

　迪
みち

洋
ひろ

優秀賞
独立行政法人水資源機構理事長賞

埼玉県 「金賞の思いを捧げて」 川口市
か わ ぐ ち し

立
りつ

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 合葉
あ い ば

　鴻太
こ う た

優秀賞
シャワーズ賞

徳島県 うちの川 神山町神山中学校
かみやまちょうかみやまちゅうがっこう

3 中南
なかみなみ

　仁
じ ん

優秀賞
中央審査会特別賞

静岡県 清らかな水、尊い水 常葉
と こ は

大学
だいが く

附属
ふ ぞ く

常葉
と こ は

中学校
ちゅうがっこう

1 西ヶ谷
に し が や

　あかり

入選（２９編） 青森県 水の未来を考える 南部町立名川中学校
なんぶち ょ う り つ ながわ ち ゅ う が っ こ う

2 松山
まつやま

　結宇
ゆ う

青森県 水に惹かれる心 むつ市立関根中学校
む つ し り つ せ き ね ち ゅ う が っ こ う

3 鳴海
な る み

　綺音
あ や ね

福島県 限りある水について考える 須賀川市立第一中学校
す か が わ し り つ だ い い ち ち ゅ う が っ こ う

3 秋山
あきやま

　北透
ほ く と

茨城県 祖父のマンションと水 土浦
つち う ら

日本
に ほ ん

大学
だいが く

中等
ちゅうとう

教育
きょういく

学校
がっ こ う

2 遠藤
えんどう

　瑠
る

七
な

栃木県 人間のWell-being「水」 栃木県立矢板東高等学校附属中学校
とち ぎ け ん り つ や い た ひ が し こ う と う が っ こ う ふ ぞ く ち ゅ う が っ こ う

3 佐藤
さ と う

　姫香
ひ め か

群馬県 水という命 群馬大学
ぐ ん ま だ い が く

共同
きょうどう

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 内田
う ち だ

　崇法
たかのり

東京都 この一滴はどこから 学習院女子中等科
がく し ゅ う い ん じ ょ し ち ゅ う と う か

3 下野
し も の

　理央
り お

神奈川県 水害から人々の暮らしを守る工夫 聖園女学院中学校
みそのじ ょが く いん ち ゅ う が っ こ う

1 植松
う え ま つ

　舞
まい

花
か

新潟県 水が創り出す故郷の風景 新潟
ににいいががたた

大学
だだいいがが くく

附属
ふふ ぞぞ くく

長岡中学校
ななががおおかかちちゅゅううががっっここうう

3 新保
しし んん ぼぼ

　心菜
ここ ここ なな

富山県 美味しい水をいつまでも 黒部市
く ろ べ し

立
りつ

清
せい

明
めい

中学校
ちゅうがっこう

2 近川
ちかがわ

　藍子
あ い こ

福井県 水から学ぶ 勝山市立勝山北部中学校
かつや ま し り つ か つ や ま ほ く ぶ ち ゅ う が っ こ う

3 廣田
ひ ろ た

　真里菜
ま り な

岐阜県 当たり前とは？ 川辺町立
かかわわべべちち ょょ うう りり つつ

川辺中学校
かかわわべべちち ゅゅ うう ががっっ ここ うう

3 木下
ききのの ししたた

　真心
ここ ここ ろろ

愛知県 水の恵み 設楽町立津具中学校
しし たた らら ちち ょょ うう りり つつ つつ ぐぐ ちち ゅゅ うう がが っっ ここ うう

2 村松
むむらら ままつつ

　真波
まま なな みみ

三重県 僕の決意 高田中学校
たかだち ゅ う が っ こ う

1 山中
やまなか

　健
けん

資
すけ

京都府 水と共に生きる 京都
き ょ う と

先端科学
せ ん た ん か が く

大学
だいが く

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

1 三ツ木
み つ ぎ

　丈
たけ

琉
る

大阪府 水都大阪と呼ばれ続けるために 大阪府立水都国際中学校
おお さ か ふ り つ す い と こ く さ い ち ゅ う が っ こ う

1 村井
む ら い

　椛恋
か れ ん

奈良県 地域の中で生きる「水」 奈良
な ら

市立
し り つ

富雄
と み お

第三
だいさん

中学校
ちゅうがっこう

3 落合
おちあい

　一葵
ひ ま り

和歌山県 水の大切さ 開智中学校
かいちち ゅ う が っ こ う

1 篠崎　唯奈
し の ざ き ゆ い な

島根県 「天の川のような」 松江市
ま つ え し

立
りつ

湖南
こ な ん

中学校
ちゅうがっこう

3 高草木
た か く さ き

　晴香
は る か

岡山県 当たり前 岡山
おかやま

県立
けんりつ

岡山
おかやま

操山
そうざ ん

中学校
ちゅうがっこう

2 田
よ し だ

　彩乃
あ や の

香川県 水不足 坂出
さかいで

市立
し り つ

東部
と う ぶ

中学校
ちゅうがっこう

2 山中　恋
やまなか れん

愛媛県 命をつなぐ水 新居浜
に い は ま

市立
し り つ

南
みなみ

中学校
ちゅうがっこう

3 篠原
しの はら

　咲
さ

音
きね

佐賀県 世界を見て 佐賀
さ が

大学
だいが く

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

3 田口　夢彩
た ぐ ち ゆ め あ

熊本県 「水と生きる」 真和中
ししんんわわ ちち ゅゅ うう

学校
がが っっ ここ うう

3 杉本
すす ぎぎ もも とと

　周
ししゅゅうう

優
ゆゆ

宮崎県 ハチドリの水 宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎
みやざき

西
に し

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 﨑田
さ き た

　莉央
り お

宮崎県 「この世のすべては水のおかげ」 宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎
みやざき

西
に し

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

1 田
たなべ

邉　彩乃
あやの

大分県 技術と自然のろ過装置 大分
おおいた

市立
し り つ

大分
おおいた

西
に し

中学校
ちゅうがっこう

2 池本
いけ も と

　すみれ

中国 水で世界を覗く 青島
ちんたお

日本人
に ほ ん じ ん

学校
がっ こ う

3 塩沢
し お さわ

　里菜
り な

カンボジア 世界の人々に「透明な水」を プノンペン日本人
に ほ ん じ ん

学校
がっ こ う

3 福井
ふ く い

　愛莉
あ い り

第45回全日本中学生水の作文コンクール入賞者一覧 
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賞名 都道府県名 作文の題名 学校名
学
年

氏名

最優秀賞
内閣総理大臣賞

群馬県 わさびになりたい 群馬大学
ぐ ん ま だ い が く

共同
きょうどう

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

3 安藤
あん ど う

　周平
しゅうへい

優秀賞
厚生労働大臣賞

青森県 日本の水 八戸市立是川中学校
はちのへ しり つ これかわち ゅ う がっ こ う

2 小林
こ ば やし

　千花
ち は な

優秀賞
農林水産大臣賞

宮城県 大好きな景色と水 仙台
せんだい

市立
し り つ

郡山
こおりやま

中学校
ちゅうがっこう

3
つ じ い

　珠希
た ま き

優秀賞
経済産業大臣賞

愛媛県 ダム湖に沈む村 松山
まつやま

市立
し り つ

南第二中学校
みなみだいにちゅうがっこう

3 松平
まつだいら

　定久
さ だ ひ さ

優秀賞
国土交通大臣賞

沖縄県 水の重み 南風原町立
は え ば る ち ょ う り つ

南風原
は え ば る

中学校
ちゅうがっこう

3 平田
ひ ら た

　菜
な

乃
の

華
か

優秀賞
環境大臣賞

滋賀県 手紙　琵琶湖のあなたへ 近江兄弟社
おう みき ょ う だ い し ゃ

中学校
ちゅうがっこう

1 福岡　周
ふくおか あまね

優秀賞
全日本中学校長会会長賞

北海道 大切な遊水地と共に 砂川市立砂川中学校
すすななががわわししりりつつすすななかかわわちち ゅゅ うう ががっっ ここ うう

3 水島　颯一
みみ ずず しし まま そそ うう いい ちち

優秀賞
水の週間実行委員会会長賞

静岡県 感動のネットワーク水 磐田
い わ た

市立
し り つ

磐田
い わ た

第一
だいいち

中学校
ちゅうがっこう

1 佐藤
さ と う

　迪
みち

洋
ひろ

優秀賞
独立行政法人水資源機構理事長賞

埼玉県 「金賞の思いを捧げて」 川口市
か わ ぐ ち し

立
りつ

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 合葉
あ い ば

　鴻太
こ う た

優秀賞
シャワーズ賞

徳島県 うちの川 神山町神山中学校
かみやまちょうかみやまちゅうがっこう

3 中南
なかみなみ

　仁
じ ん

優秀賞
中央審査会特別賞

静岡県 清らかな水、尊い水 常葉
と こ は

大学
だいが く

附属
ふ ぞ く

常葉
と こ は

中学校
ちゅうがっこう

1 西ヶ谷
に し が や

　あかり

入選（２９編） 青森県 水の未来を考える 南部町立名川中学校
なんぶち ょ う り つ ながわ ち ゅ う が っ こ う

2 松山
まつやま

　結宇
ゆ う

青森県 水に惹かれる心 むつ市立関根中学校
む つ し り つ せ き ね ち ゅ う が っ こ う

3 鳴海
な る み

　綺音
あ や ね

福島県 限りある水について考える 須賀川市立第一中学校
す か が わ し り つ だ い い ち ち ゅ う が っ こ う

3 秋山
あきやま

　北透
ほ く と

茨城県 祖父のマンションと水 土浦
つち う ら

日本
に ほ ん

大学
だいが く

中等
ちゅうとう

教育
きょういく

学校
がっ こ う

2 遠藤
えんどう

　瑠
る

七
な

栃木県 人間のWell-being「水」 栃木県立矢板東高等学校附属中学校
とち ぎ け ん り つ や い た ひ が し こ う と う が っ こ う ふ ぞ く ち ゅ う が っ こ う

3 佐藤
さ と う

　姫香
ひ め か

群馬県 水という命 群馬大学
ぐ ん ま だ い が く

共同
きょうどう

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 内田
う ち だ

　崇法
たかのり

東京都 この一滴はどこから 学習院女子中等科
がく し ゅ う い ん じ ょ し ち ゅ う と う か

3 下野
し も の

　理央
り お

神奈川県 水害から人々の暮らしを守る工夫 聖園女学院中学校
みそのじ ょが く いん ち ゅ う が っ こ う

1 植松
う え ま つ

　舞
まい

花
か

新潟県 水が創り出す故郷の風景 新潟
ににいいががたた

大学
だだいいがが くく

附属
ふふ ぞぞ くく

長岡中学校
ななががおおかかちちゅゅううががっっここうう

3 新保
しし んん ぼぼ

　心菜
ここ ここ なな

富山県 美味しい水をいつまでも 黒部市
く ろ べ し

立
りつ

清
せい

明
めい

中学校
ちゅうがっこう

2 近川
ちかがわ

　藍子
あ い こ

福井県 水から学ぶ 勝山市立勝山北部中学校
かつや ま し り つ か つ や ま ほ く ぶ ち ゅ う が っ こ う

3 廣田
ひ ろ た

　真里菜
ま り な

岐阜県 当たり前とは？ 川辺町立
かかわわべべちち ょょ うう りり つつ

川辺中学校
かかわわべべちち ゅゅ うう ががっっ ここ うう

3 木下
ききのの ししたた

　真心
ここ ここ ろろ

愛知県 水の恵み 設楽町立津具中学校
しし たた らら ちち ょょ うう りり つつ つつ ぐぐ ちち ゅゅ うう がが っっ ここ うう

2 村松
むむらら ままつつ

　真波
まま なな みみ

三重県 僕の決意 高田中学校
たかだち ゅ う が っ こ う

1 山中
やまなか

　健
けん

資
すけ

京都府 水と共に生きる 京都
き ょ う と

先端科学
せ ん た ん か が く

大学
だいが く

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

1 三ツ木
み つ ぎ

　丈
たけ

琉
る

大阪府 水都大阪と呼ばれ続けるために 大阪府立水都国際中学校
おお さ か ふ り つ す い と こ く さ い ち ゅ う が っ こ う

1 村井
む ら い

　椛恋
か れ ん

奈良県 地域の中で生きる「水」 奈良
な ら

市立
し り つ

富雄
と み お

第三
だいさん

中学校
ちゅうがっこう

3 落合
おちあい

　一葵
ひ ま り

和歌山県 水の大切さ 開智中学校
かいちち ゅ う が っ こ う

1 篠崎　唯奈
し の ざ き ゆ い な

島根県 「天の川のような」 松江市
ま つ え し

立
りつ

湖南
こ な ん

中学校
ちゅうがっこう

3 高草木
た か く さ き

　晴香
は る か

岡山県 当たり前 岡山
おかやま

県立
けんりつ

岡山
おかやま

操山
そうざ ん

中学校
ちゅうがっこう

2 田
よ し だ

　彩乃
あ や の

香川県 水不足 坂出
さかいで

市立
し り つ

東部
と う ぶ

中学校
ちゅうがっこう

2 山中　恋
やまなか れん

愛媛県 命をつなぐ水 新居浜
に い は ま

市立
し り つ

南
みなみ

中学校
ちゅうがっこう

3 篠原
しの はら

　咲
さ

音
きね

佐賀県 世界を見て 佐賀
さ が

大学
だいが く

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

3 田口　夢彩
た ぐ ち ゆ め あ

熊本県 「水と生きる」 真和中
ししんんわわ ちち ゅゅ うう

学校
がが っっ ここ うう

3 杉本
すす ぎぎ もも とと

　周
ししゅゅうう

優
ゆゆ

宮崎県 ハチドリの水 宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎
みやざき

西
に し

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 﨑田
さ き た

　莉央
り お

宮崎県 「この世のすべては水のおかげ」 宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎
みやざき

西
に し

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

1 田
たなべ

邉　彩乃
あやの

大分県 技術と自然のろ過装置 大分
おおいた

市立
し り つ

大分
おおいた

西
に し

中学校
ちゅうがっこう

2 池本
いけ も と

　すみれ

中国 水で世界を覗く 青島
ちんたお

日本人
に ほ ん じ ん

学校
がっ こ う

3 塩沢
し お さわ

　里菜
り な

カンボジア 世界の人々に「透明な水」を プノンペン日本人
に ほ ん じ ん

学校
がっ こ う

3 福井
ふ く い

　愛莉
あ い り

第45回全日本中学生水の作文コンクール入賞者一覧 
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賞名 都道府県名 作文の題名 学校名
学
年

氏名

最優秀賞
内閣総理大臣賞

群馬県 わさびになりたい 群馬大学
ぐ ん ま だ い が く

共同
きょうどう

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

3 安藤
あん ど う

　周平
しゅうへい

優秀賞
厚生労働大臣賞

青森県 日本の水 八戸市立是川中学校
はちのへ しり つ これかわち ゅ う がっ こ う

2 小林
こ ば やし

　千花
ち は な

優秀賞
農林水産大臣賞

宮城県 大好きな景色と水 仙台
せんだい

市立
し り つ

郡山
こおりやま

中学校
ちゅうがっこう

3
つ じ い

　珠希
た ま き

優秀賞
経済産業大臣賞

愛媛県 ダム湖に沈む村 松山
まつやま

市立
し り つ

南第二中学校
みなみだいにちゅうがっこう

3 松平
まつだいら

　定久
さ だ ひ さ

優秀賞
国土交通大臣賞

沖縄県 水の重み 南風原町立
は え ば る ち ょ う り つ

南風原
は え ば る

中学校
ちゅうがっこう

3 平田
ひ ら た

　菜
な

乃
の

華
か

優秀賞
環境大臣賞

滋賀県 手紙　琵琶湖のあなたへ 近江兄弟社
おう みき ょ う だ い し ゃ

中学校
ちゅうがっこう

1 福岡　周
ふくおか あまね

優秀賞
全日本中学校長会会長賞

北海道 大切な遊水地と共に 砂川市立砂川中学校
すすななががわわししりりつつすすななかかわわちち ゅゅ うう ががっっ ここ うう

3 水島　颯一
みみ ずず しし まま そそ うう いい ちち

優秀賞
水の週間実行委員会会長賞

静岡県 感動のネットワーク水 磐田
い わ た

市立
し り つ

磐田
い わ た

第一
だいいち

中学校
ちゅうがっこう

1 佐藤
さ と う

　迪
みち

洋
ひろ

優秀賞
独立行政法人水資源機構理事長賞

埼玉県 「金賞の思いを捧げて」 川口市
か わ ぐ ち し

立
りつ

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 合葉
あ い ば

　鴻太
こ う た

優秀賞
シャワーズ賞

徳島県 うちの川 神山町神山中学校
かみやまちょうかみやまちゅうがっこう

3 中南
なかみなみ

　仁
じ ん

優秀賞
中央審査会特別賞

静岡県 清らかな水、尊い水 常葉
と こ は

大学
だいが く

附属
ふ ぞ く

常葉
と こ は

中学校
ちゅうがっこう

1 西ヶ谷
に し が や

　あかり

入選（２９編） 青森県 水の未来を考える 南部町立名川中学校
なんぶち ょ う り つ ながわ ち ゅ う が っ こ う

2 松山
まつやま

　結宇
ゆ う

青森県 水に惹かれる心 むつ市立関根中学校
む つ し り つ せ き ね ち ゅ う が っ こ う

3 鳴海
な る み

　綺音
あ や ね

福島県 限りある水について考える 須賀川市立第一中学校
す か が わ し り つ だ い い ち ち ゅ う が っ こ う

3 秋山
あきやま

　北透
ほ く と

茨城県 祖父のマンションと水 土浦
つち う ら

日本
に ほ ん

大学
だいが く

中等
ちゅうとう

教育
きょういく

学校
がっ こ う

2 遠藤
えんどう

　瑠
る

七
な

栃木県 人間のWell-being「水」 栃木県立矢板東高等学校附属中学校
とち ぎ け ん り つ や い た ひ が し こ う と う が っ こ う ふ ぞ く ち ゅ う が っ こ う

3 佐藤
さ と う

　姫香
ひ め か

群馬県 水という命 群馬大学
ぐ ん ま だ い が く

共同
きょうどう

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 内田
う ち だ

　崇法
たかのり

東京都 この一滴はどこから 学習院女子中等科
がく し ゅ う い ん じ ょ し ち ゅ う と う か

3 下野
し も の

　理央
り お

神奈川県 水害から人々の暮らしを守る工夫 聖園女学院中学校
みそのじ ょが く いん ち ゅ う が っ こ う

1 植松
う え ま つ

　舞
まい

花
か

新潟県 水が創り出す故郷の風景 新潟
ににいいががたた

大学
だだいいがが くく

附属
ふふ ぞぞ くく

長岡中学校
ななががおおかかちちゅゅううががっっここうう

3 新保
しし んん ぼぼ

　心菜
ここ ここ なな

富山県 美味しい水をいつまでも 黒部市
く ろ べ し

立
りつ

清
せい

明
めい

中学校
ちゅうがっこう

2 近川
ちかがわ

　藍子
あ い こ

福井県 水から学ぶ 勝山市立勝山北部中学校
かつや ま し り つ か つ や ま ほ く ぶ ち ゅ う が っ こ う

3 廣田
ひ ろ た

　真里菜
ま り な

岐阜県 当たり前とは？ 川辺町立
かかわわべべちち ょょ うう りり つつ

川辺中学校
かかわわべべちち ゅゅ うう ががっっ ここ うう

3 木下
ききのの ししたた

　真心
ここ ここ ろろ

愛知県 水の恵み 設楽町立津具中学校
しし たた らら ちち ょょ うう りり つつ つつ ぐぐ ちち ゅゅ うう がが っっ ここ うう

2 村松
むむらら ままつつ

　真波
まま なな みみ

三重県 僕の決意 高田中学校
たかだち ゅ う が っ こ う

1 山中
やまなか

　健
けん

資
すけ

京都府 水と共に生きる 京都
き ょ う と

先端科学
せ ん た ん か が く

大学
だいが く

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

1 三ツ木
み つ ぎ

　丈
たけ

琉
る

大阪府 水都大阪と呼ばれ続けるために 大阪府立水都国際中学校
おお さ か ふ り つ す い と こ く さ い ち ゅ う が っ こ う

1 村井
む ら い

　椛恋
か れ ん

奈良県 地域の中で生きる「水」 奈良
な ら

市立
し り つ

富雄
と み お

第三
だいさん

中学校
ちゅうがっこう

3 落合
おちあい

　一葵
ひ ま り

和歌山県 水の大切さ 開智中学校
かいちち ゅ う が っ こ う

1 篠崎　唯奈
し の ざ き ゆ い な

島根県 「天の川のような」 松江市
ま つ え し

立
りつ

湖南
こ な ん

中学校
ちゅうがっこう

3 高草木
た か く さ き

　晴香
は る か

岡山県 当たり前 岡山
おかやま

県立
けんりつ

岡山
おかやま

操山
そうざ ん

中学校
ちゅうがっこう

2 田
よ し だ

　彩乃
あ や の

香川県 水不足 坂出
さかいで

市立
し り つ

東部
と う ぶ

中学校
ちゅうがっこう

2 山中　恋
やまなか れん

愛媛県 命をつなぐ水 新居浜
に い は ま

市立
し り つ

南
みなみ

中学校
ちゅうがっこう

3 篠原
しの はら

　咲
さ

音
きね

佐賀県 世界を見て 佐賀
さ が

大学
だいが く

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

3 田口　夢彩
た ぐ ち ゆ め あ

熊本県 「水と生きる」 真和中
ししんんわわ ちち ゅゅ うう

学校
がが っっ ここ うう

3 杉本
すす ぎぎ もも とと

　周
ししゅゅうう

優
ゆゆ

宮崎県 ハチドリの水 宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎
みやざき

西
に し

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 﨑田
さ き た

　莉央
り お

宮崎県 「この世のすべては水のおかげ」 宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎
みやざき

西
に し

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

1 田
たなべ

邉　彩乃
あやの

大分県 技術と自然のろ過装置 大分
おおいた

市立
し り つ

大分
おおいた

西
に し

中学校
ちゅうがっこう

2 池本
いけ も と

　すみれ

中国 水で世界を覗く 青島
ちんたお

日本人
に ほ ん じ ん

学校
がっ こ う

3 塩沢
し お さわ

　里菜
り な

カンボジア 世界の人々に「透明な水」を プノンペン日本人
に ほ ん じ ん

学校
がっ こ う

3 福井
ふ く い

　愛莉
あ い り
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賞名 都道府県名 作文の題名 学校名
学
年

氏名

最優秀賞
内閣総理大臣賞

群馬県 わさびになりたい 群馬大学
ぐ ん ま だ い が く

共同
きょうどう

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

3 安藤
あん ど う

　周平
しゅうへい

優秀賞
厚生労働大臣賞

青森県 日本の水 八戸市立是川中学校
はちのへ しり つ これかわち ゅ う がっ こ う

2 小林
こ ば やし

　千花
ち は な

優秀賞
農林水産大臣賞

宮城県 大好きな景色と水 仙台
せんだい

市立
し り つ

郡山
こおりやま

中学校
ちゅうがっこう

3
つ じ い

　珠希
た ま き

優秀賞
経済産業大臣賞

愛媛県 ダム湖に沈む村 松山
まつやま

市立
し り つ

南第二中学校
みなみだいにちゅうがっこう

3 松平
まつだいら

　定久
さ だ ひ さ

優秀賞
国土交通大臣賞

沖縄県 水の重み 南風原町立
は え ば る ち ょ う り つ

南風原
は え ば る

中学校
ちゅうがっこう

3 平田
ひ ら た

　菜
な

乃
の

華
か

優秀賞
環境大臣賞

滋賀県 手紙　琵琶湖のあなたへ 近江兄弟社
おう みき ょ う だ い し ゃ

中学校
ちゅうがっこう

1 福岡　周
ふくおか あまね

優秀賞
全日本中学校長会会長賞

北海道 大切な遊水地と共に 砂川市立砂川中学校
すすななががわわししりりつつすすななかかわわちち ゅゅ うう ががっっ ここ うう

3 水島　颯一
みみ ずず しし まま そそ うう いい ちち

優秀賞
水の週間実行委員会会長賞

静岡県 感動のネットワーク水 磐田
い わ た

市立
し り つ

磐田
い わ た

第一
だいいち

中学校
ちゅうがっこう

1 佐藤
さ と う

　迪
みち

洋
ひろ

優秀賞
独立行政法人水資源機構理事長賞

埼玉県 「金賞の思いを捧げて」 川口市
か わ ぐ ち し

立
りつ

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 合葉
あ い ば

　鴻太
こ う た

優秀賞
シャワーズ賞

徳島県 うちの川 神山町神山中学校
かみやまちょうかみやまちゅうがっこう

3 中南
なかみなみ

　仁
じ ん

優秀賞
中央審査会特別賞

静岡県 清らかな水、尊い水 常葉
と こ は

大学
だいが く

附属
ふ ぞ く

常葉
と こ は

中学校
ちゅうがっこう

1 西ヶ谷
に し が や

　あかり

入選（２９編） 青森県 水の未来を考える 南部町立名川中学校
なんぶち ょ う り つ ながわ ち ゅ う が っ こ う

2 松山
まつやま

　結宇
ゆ う

青森県 水に惹かれる心 むつ市立関根中学校
む つ し り つ せ き ね ち ゅ う が っ こ う

3 鳴海
な る み

　綺音
あ や ね

福島県 限りある水について考える 須賀川市立第一中学校
す か が わ し り つ だ い い ち ち ゅ う が っ こ う

3 秋山
あきやま

　北透
ほ く と

茨城県 祖父のマンションと水 土浦
つち う ら

日本
に ほ ん

大学
だいが く

中等
ちゅうとう

教育
きょういく

学校
がっ こ う

2 遠藤
えんどう

　瑠
る

七
な

栃木県 人間のWell-being「水」 栃木県立矢板東高等学校附属中学校
とち ぎ け ん り つ や い た ひ が し こ う と う が っ こ う ふ ぞ く ち ゅ う が っ こ う

3 佐藤
さ と う

　姫香
ひ め か

群馬県 水という命 群馬大学
ぐ ん ま だ い が く

共同
きょうどう

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 内田
う ち だ

　崇法
たかのり

東京都 この一滴はどこから 学習院女子中等科
がく し ゅ う い ん じ ょ し ち ゅ う と う か

3 下野
し も の

　理央
り お

神奈川県 水害から人々の暮らしを守る工夫 聖園女学院中学校
みそのじ ょが く いん ち ゅ う が っ こ う

1 植松
う え ま つ

　舞
まい

花
か

新潟県 水が創り出す故郷の風景 新潟
ににいいががたた

大学
だだいいがが くく

附属
ふふ ぞぞ くく

長岡中学校
ななががおおかかちちゅゅううががっっここうう

3 新保
しし んん ぼぼ

　心菜
ここ ここ なな

富山県 美味しい水をいつまでも 黒部市
く ろ べ し

立
りつ

清
せい

明
めい

中学校
ちゅうがっこう

2 近川
ちかがわ

　藍子
あ い こ

福井県 水から学ぶ 勝山市立勝山北部中学校
かつや ま し り つ か つ や ま ほ く ぶ ち ゅ う が っ こ う

3 廣田
ひ ろ た

　真里菜
ま り な

岐阜県 当たり前とは？ 川辺町立
かかわわべべちち ょょ うう りり つつ

川辺中学校
かかわわべべちち ゅゅ うう ががっっ ここ うう

3 木下
ききのの ししたた

　真心
ここ ここ ろろ

愛知県 水の恵み 設楽町立津具中学校
しし たた らら ちち ょょ うう りり つつ つつ ぐぐ ちち ゅゅ うう がが っっ ここ うう

2 村松
むむらら ままつつ

　真波
まま なな みみ

三重県 僕の決意 高田中学校
たかだち ゅ う が っ こ う

1 山中
やまなか

　健
けん

資
すけ

京都府 水と共に生きる 京都
き ょ う と

先端科学
せ ん た ん か が く

大学
だいが く

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

1 三ツ木
み つ ぎ

　丈
たけ

琉
る

大阪府 水都大阪と呼ばれ続けるために 大阪府立水都国際中学校
おお さ か ふ り つ す い と こ く さ い ち ゅ う が っ こ う

1 村井
む ら い

　椛恋
か れ ん

奈良県 地域の中で生きる「水」 奈良
な ら

市立
し り つ

富雄
と み お

第三
だいさん

中学校
ちゅうがっこう

3 落合
おちあい

　一葵
ひ ま り

和歌山県 水の大切さ 開智中学校
かいちち ゅ う が っ こ う

1 篠崎　唯奈
し の ざ き ゆ い な

島根県 「天の川のような」 松江市
ま つ え し

立
りつ

湖南
こ な ん

中学校
ちゅうがっこう

3 高草木
た か く さ き

　晴香
は る か

岡山県 当たり前 岡山
おかやま

県立
けんりつ

岡山
おかやま

操山
そうざ ん

中学校
ちゅうがっこう

2 田
よ し だ

　彩乃
あ や の

香川県 水不足 坂出
さかいで

市立
し り つ

東部
と う ぶ

中学校
ちゅうがっこう

2 山中　恋
やまなか れん

愛媛県 命をつなぐ水 新居浜
に い は ま

市立
し り つ

南
みなみ

中学校
ちゅうがっこう

3 篠原
しの はら

　咲
さ

音
きね

佐賀県 世界を見て 佐賀
さ が

大学
だいが く

教育
きょういく

学部
が く ぶ

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

3 田口　夢彩
た ぐ ち ゆ め あ

熊本県 「水と生きる」 真和中
ししんんわわ ちち ゅゅ うう

学校
がが っっ ここ うう

3 杉本
すす ぎぎ もも とと

　周
ししゅゅうう

優
ゆゆ

宮崎県 ハチドリの水 宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎
みやざき

西
に し

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

2 﨑田
さ き た

　莉央
り お

宮崎県 「この世のすべては水のおかげ」 宮崎
みやざき

県立
けんりつ

宮崎
みやざき

西
に し

高等
こ う と う

学校
がっ こ う

附属
ふ ぞ く

中学校
ちゅうがっこう

1 田
たなべ

邉　彩乃
あやの

大分県 技術と自然のろ過装置 大分
おおいた

市立
し り つ

大分
おおいた

西
に し

中学校
ちゅうがっこう

2 池本
いけ も と

　すみれ

中国 水で世界を覗く 青島
ちんたお

日本人
に ほ ん じ ん

学校
がっ こ う

3 塩沢
し お さわ

　里菜
り な

カンボジア 世界の人々に「透明な水」を プノンペン日本人
に ほ ん じ ん

学校
がっ こ う

3 福井
ふ く い

　愛莉
あ い り

第45回全日本中学生水の作文コンクール入賞者一覧 
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一日事務所長体験 

 

 全日本中学生水の作文コンクールの優秀賞以上の受賞者を在住地近隣の国土交通省及び独立行政

法人水資源機構の事務所等に招待し、一日事務所長として職場体験が実施されました。今年度は、受

賞者８名が以下のとおり一日事務所長を体験しました（実施日順）。 

 

 

○受賞者名  静岡県 磐田市立磐田第一中学校 

佐藤
さ と う

 迪
み ち

洋
ひ ろ

さん  

優秀賞（水の週間実行委員会会長賞） 

 実施日   令和５年８月７日（月） 

 実施事務所 国土交通省中部地方整備局 

浜松河川国道事務所 

 

 

 

○受賞者名  北海道 砂川市立砂川中学校 

水島
みずしま

 颯
そ う

一
い ち

さん 

優秀賞（全日本中学校長会会長賞） 

 実施日   令和５年８月９日（水） 

 実施事務所 国土交通省北海道開発局  

岩見沢河川事務所 

桂沢ダム管理支所 

 

 

○受賞者名  青森県 八戸市立是川中学校 

小林
こばやし

 千花
ち は な

さん 

優秀賞（厚生労働大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 10 日（木） 

 実施事務所 国土交通省東北地方整備局 

青森河川国道事務所 

 

 

 

○受賞者名  宮城県 仙台市立郡山中学校 

辻井
つ じ い

 珠
た ま

希
き

さん 

優秀賞（農林水産大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 10 日（木） 

 実施事務所 国土交通省東北地方整備局 

釜房ダム管理所 

 

  
 

内内
閣閣
総総
理理
大大
臣臣
賞賞
（（
最最
優優
秀秀
賞賞
））

内内
閣閣
総総
理理
大大
臣臣
賞賞
（（
最最
優優
秀秀
賞賞
））    

わ
さ
び
に
な
り
た
い 

 
 
 
 
 
 

群群
馬馬
県県  

群群
馬馬
大大
学学
共共
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私
は
、
寿
司
が
大
好
物
だ
。
寿
司
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
ツ
ー
ン
と
鼻
に
抜
け
る

わ
さ
び
の
辛
さ
だ
。
わ
さ
び
は
不
思
議
に
満
ち
た
植
物
だ
。
私
は
、
わ
さ
び
好
き
が

高
じ
て
、
わ
さ
び
を
自
分
で
育
て
て
み
よ
う
と
考
え
、
わ
さ
び
の
苗
を
買
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
説
明
書
の
指
示
に
従
っ
て
水
槽
に
水
を
は
り
、
土
を
入
れ
、
わ
さ
び
を
植

え
た
。
し
か
し
、
数
日
も
す
る
と
葉
が
垂
れ
下
が
り
、
つ
い
に
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
、
水
換
え
を
し
た
り
土
の
質
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
、
何
度
も
わ
さ
び
の

水
耕
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
、
最
長
で
も
二
か
月
程
度
し
か
も
た
ず
、
わ
さ
び

栽
培
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。 

 

ど
う
し
て
う
ま
く
育
た
な
い
の
か
。
調
べ
た
結
果
、
溜
ま
り
水
で
わ
さ
び
が
育
た

な
い
の
は
、
わ
さ
び
の
根
か
ら
、
種
子
発
芽
や
微
生
物
の
生
育
を
阻
害
す
る
物
質
が

放
出
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
わ
さ
び
が
放
出
す
る
ア
リ
ル

イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
と
い
う
物
質
は
、
あ
ら
ゆ
る
植
物
の
成
長
を
妨
げ
る
。
他
の

植
物
だ
け
で
な
く
、
な
ん
と
わ
さ
び
自
身
を
も
枯
ら
し
て
し
ま
う
。
わ
さ
び
は
、
自

ら
が
作
り
出
す
物
質
で
、
生
命
線
で
あ
る
水
を
汚
し
て
し
ま
う
。
い
わ
ば
自
滅
す
る

性
質
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
わ
さ
び
は
流
水
で
な
い
と
育
て
る
の
が
難
し
い
。

な
ん
と
不
思
議
な
植
物
だ
ろ
う
。
わ
さ
び
に
対
す
る
私
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

た
。 

 

わ
さ
び
の
成
長
す
る
姿
を
見
た
く
て
、
私
は
昨
年
の
夏
、
久
し
ぶ
り
の
外
出
先
に

長
野
県
に
あ
る
わ
さ
び
農
場
を
選
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
見
渡
す
限
り
の
大
き
な
わ
さ

び
田
に
、
数
千
株
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
わ
さ
び
が
整
然
と
植
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。

わ
さ
び
田
に
は
、
隣
を
流
れ
る
清
流
か
ら
引
き
込
ん
だ
水
が
、
わ
さ
び
の
間
を
縫
う

よ
う
に
流
れ
て
い
た
。
そ
の
水
は
宝
石
の
よ
う
に
光
り
な
が
ら
豊
か
に
流
れ
て
お
り
、

橋
の
上
か
ら
見
て
も
、
水
底
の
石
の
粒
が
は
っ
き
り
見
え
る
ほ
ど
澄
ん
で
い
た
。
足

を
浸
し
て
も
よ
い
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
の
で
、
わ
さ
び
に
な
っ
た
気
持
ち
で
足
を
入

れ
て
み
た
。
真
夏
の
火
照
っ
た
身
体
が
冷
や
さ
れ
て
気
持
ち
い
い
と
感
じ
た
の
は
最

初
だ
け
で
、
一
分
も
し
な
い
う
ち
に
冷
た
さ
で
指
先
が
痛
く
な
り
、
足
を
抜
い
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
が
わ
さ
び
を
育
む
水
な
の
だ
と
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
。 

 

な
る
ほ
ど
、
こ
れ
だ
け
大
量
の
美
し
い
水
が
流
れ
て
い
れ
ば
、
ア
リ
ル
イ
ソ
チ
オ

シ
ア
ネ
ー
ト
も
あ
っ
と
い
う
間
に
押
し
流
さ
れ
、
わ
さ
び
を
枯
ら
す
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
流
れ
た
先
に
は
水
田
が
あ
る
。
下
流
で
稲
が
育
た
な
く
な
る
な
ど

水
質
汚
染
の
問
題
が
発
生
し
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
し
た
。
ア
リ
ル
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
比
較
的
短
時

間
で
揮
発
し
て
し
ま
う
の
だ
。
わ
さ
び
を
食
べ
た
と
き
の
ツ
ー
ン
と
し
た
感
じ
が
長

く
続
か
な
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。
わ
さ
び
の
毒
素
は
す
ぐ
に
揮
発
し
て
な
く
な
る
か

ら
、
下
流
の
植
物
へ
の
影
響
は
な
く
、
水
質
汚
染
の
問
題
は
生
じ
な
い
の
だ
。 

 

一
方
、
私
た
ち
人
間
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
産
業

発
展
の
た
め
、
人
間
は
様
々
な
物
質
を
作
り
出
し
、
水
を
汚
染
し
た
。
河
川
に
有
毒

物
質
が
流
入
し
、
日
本
各
地
で
公
害
が
発
生
し
た
。
現
在
で
も
、
原
発
の
汚
染
水
の

問
題
を
抱
え
る
。
私
た
ち
人
間
は
、
自
分
で
作
り
出
し
た
も
の
で
大
切
な
水
を
汚
し

て
い
る
。
生
き
て
い
る
以
上
、
周
り
の
環
境
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
汚
し
て
し
ま
っ
た
「
そ
の
後
」
ま
で
考
え
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
。 

 

私
も
、
わ
さ
び
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
な
い
か
。
私
た
ち
に
は
、
水
資
源
を
守
り
安

全
な
水
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
る
。
生
き
る
た
め
に
作
り
出
し
て
し
ま

っ
た
有
害
物
質
を
無
害
に
し
て
自
然
に
戻
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
困
難
な
課

題
だ
が
、
私
た
ち
の
世
代
が
な
ん
と
し
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
興
国

で
は
経
済
発
展
と
と
も
に
、
環
境
汚
染
、
水
質
汚
染
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
す
で
に
公

害
を
経
験
し
た
歴
史
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
先
頭
に
立
ち
水
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
は
わ
さ
び
に
な
り
た
い
。
わ
さ
び
の
ツ
ー
ン
と
し
た
辛
み
を
感
じ

な
が
ら
、
私
は
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。 
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一日事務所長体験 

 

 全日本中学生水の作文コンクールの優秀賞以上の受賞者を在住地近隣の国土交通省及び独立行政

法人水資源機構の事務所等に招待し、一日事務所長として職場体験が実施されました。今年度は、受

賞者８名が以下のとおり一日事務所長を体験しました（実施日順）。 

 

 

○受賞者名  静岡県 磐田市立磐田第一中学校 

佐藤
さ と う

 迪
み ち

洋
ひ ろ

さん  

優秀賞（水の週間実行委員会会長賞） 

 実施日   令和５年８月７日（月） 

 実施事務所 国土交通省中部地方整備局 

浜松河川国道事務所 

 

 

 

○受賞者名  北海道 砂川市立砂川中学校 

水島
みずしま

 颯
そ う

一
い ち

さん 

優秀賞（全日本中学校長会会長賞） 

 実施日   令和５年８月９日（水） 

 実施事務所 国土交通省北海道開発局  

岩見沢河川事務所 

桂沢ダム管理支所 

 

 

○受賞者名  青森県 八戸市立是川中学校 

小林
こばやし

 千花
ち は な

さん 

優秀賞（厚生労働大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 10 日（木） 

 実施事務所 国土交通省東北地方整備局 

青森河川国道事務所 

 

 

 

○受賞者名  宮城県 仙台市立郡山中学校 

辻井
つ じ い

 珠
た ま

希
き

さん 

優秀賞（農林水産大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 10 日（木） 

 実施事務所 国土交通省東北地方整備局 

釜房ダム管理所 

 

  
 

内内
閣閣
総総
理理
大大
臣臣
賞賞
（（
最最
優優
秀秀
賞賞
））

内内
閣閣
総総
理理
大大
臣臣
賞賞
（（
最最
優優
秀秀
賞賞
））    

わ
さ
び
に
な
り
た
い 
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私
は
、
寿
司
が
大
好
物
だ
。
寿
司
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
ツ
ー
ン
と
鼻
に
抜
け
る

わ
さ
び
の
辛
さ
だ
。
わ
さ
び
は
不
思
議
に
満
ち
た
植
物
だ
。
私
は
、
わ
さ
び
好
き
が

高
じ
て
、
わ
さ
び
を
自
分
で
育
て
て
み
よ
う
と
考
え
、
わ
さ
び
の
苗
を
買
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
説
明
書
の
指
示
に
従
っ
て
水
槽
に
水
を
は
り
、
土
を
入
れ
、
わ
さ
び
を
植

え
た
。
し
か
し
、
数
日
も
す
る
と
葉
が
垂
れ
下
が
り
、
つ
い
に
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
、
水
換
え
を
し
た
り
土
の
質
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
、
何
度
も
わ
さ
び
の

水
耕
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
、
最
長
で
も
二
か
月
程
度
し
か
も
た
ず
、
わ
さ
び

栽
培
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。 

 

ど
う
し
て
う
ま
く
育
た
な
い
の
か
。
調
べ
た
結
果
、
溜
ま
り
水
で
わ
さ
び
が
育
た

な
い
の
は
、
わ
さ
び
の
根
か
ら
、
種
子
発
芽
や
微
生
物
の
生
育
を
阻
害
す
る
物
質
が

放
出
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
わ
さ
び
が
放
出
す
る
ア
リ
ル

イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
と
い
う
物
質
は
、
あ
ら
ゆ
る
植
物
の
成
長
を
妨
げ
る
。
他
の

植
物
だ
け
で
な
く
、
な
ん
と
わ
さ
び
自
身
を
も
枯
ら
し
て
し
ま
う
。
わ
さ
び
は
、
自

ら
が
作
り
出
す
物
質
で
、
生
命
線
で
あ
る
水
を
汚
し
て
し
ま
う
。
い
わ
ば
自
滅
す
る

性
質
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
わ
さ
び
は
流
水
で
な
い
と
育
て
る
の
が
難
し
い
。

な
ん
と
不
思
議
な
植
物
だ
ろ
う
。
わ
さ
び
に
対
す
る
私
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

た
。 

 

わ
さ
び
の
成
長
す
る
姿
を
見
た
く
て
、
私
は
昨
年
の
夏
、
久
し
ぶ
り
の
外
出
先
に

長
野
県
に
あ
る
わ
さ
び
農
場
を
選
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
見
渡
す
限
り
の
大
き
な
わ
さ

び
田
に
、
数
千
株
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
わ
さ
び
が
整
然
と
植
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。

わ
さ
び
田
に
は
、
隣
を
流
れ
る
清
流
か
ら
引
き
込
ん
だ
水
が
、
わ
さ
び
の
間
を
縫
う

よ
う
に
流
れ
て
い
た
。
そ
の
水
は
宝
石
の
よ
う
に
光
り
な
が
ら
豊
か
に
流
れ
て
お
り
、

橋
の
上
か
ら
見
て
も
、
水
底
の
石
の
粒
が
は
っ
き
り
見
え
る
ほ
ど
澄
ん
で
い
た
。
足

を
浸
し
て
も
よ
い
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
の
で
、
わ
さ
び
に
な
っ
た
気
持
ち
で
足
を
入

れ
て
み
た
。
真
夏
の
火
照
っ
た
身
体
が
冷
や
さ
れ
て
気
持
ち
い
い
と
感
じ
た
の
は
最

初
だ
け
で
、
一
分
も
し
な
い
う
ち
に
冷
た
さ
で
指
先
が
痛
く
な
り
、
足
を
抜
い
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
が
わ
さ
び
を
育
む
水
な
の
だ
と
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
。 

 

な
る
ほ
ど
、
こ
れ
だ
け
大
量
の
美
し
い
水
が
流
れ
て
い
れ
ば
、
ア
リ
ル
イ
ソ
チ
オ

シ
ア
ネ
ー
ト
も
あ
っ
と
い
う
間
に
押
し
流
さ
れ
、
わ
さ
び
を
枯
ら
す
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
流
れ
た
先
に
は
水
田
が
あ
る
。
下
流
で
稲
が
育
た
な
く
な
る
な
ど

水
質
汚
染
の
問
題
が
発
生
し
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
し
た
。
ア
リ
ル
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
比
較
的
短
時

間
で
揮
発
し
て
し
ま
う
の
だ
。
わ
さ
び
を
食
べ
た
と
き
の
ツ
ー
ン
と
し
た
感
じ
が
長

く
続
か
な
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。
わ
さ
び
の
毒
素
は
す
ぐ
に
揮
発
し
て
な
く
な
る
か

ら
、
下
流
の
植
物
へ
の
影
響
は
な
く
、
水
質
汚
染
の
問
題
は
生
じ
な
い
の
だ
。 

 

一
方
、
私
た
ち
人
間
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
産
業

発
展
の
た
め
、
人
間
は
様
々
な
物
質
を
作
り
出
し
、
水
を
汚
染
し
た
。
河
川
に
有
毒

物
質
が
流
入
し
、
日
本
各
地
で
公
害
が
発
生
し
た
。
現
在
で
も
、
原
発
の
汚
染
水
の

問
題
を
抱
え
る
。
私
た
ち
人
間
は
、
自
分
で
作
り
出
し
た
も
の
で
大
切
な
水
を
汚
し

て
い
る
。
生
き
て
い
る
以
上
、
周
り
の
環
境
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
汚
し
て
し
ま
っ
た
「
そ
の
後
」
ま
で
考
え
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
。 

 

私
も
、
わ
さ
び
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
な
い
か
。
私
た
ち
に
は
、
水
資
源
を
守
り
安

全
な
水
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
る
。
生
き
る
た
め
に
作
り
出
し
て
し
ま

っ
た
有
害
物
質
を
無
害
に
し
て
自
然
に
戻
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
困
難
な
課

題
だ
が
、
私
た
ち
の
世
代
が
な
ん
と
し
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
興
国

で
は
経
済
発
展
と
と
も
に
、
環
境
汚
染
、
水
質
汚
染
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
す
で
に
公

害
を
経
験
し
た
歴
史
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
先
頭
に
立
ち
水
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
は
わ
さ
び
に
な
り
た
い
。
わ
さ
び
の
ツ
ー
ン
と
し
た
辛
み
を
感
じ

な
が
ら
、
私
は
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。 
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一日事務所長体験 

 

 全日本中学生水の作文コンクールの優秀賞以上の受賞者を在住地近隣の国土交通省及び独立行政

法人水資源機構の事務所等に招待し、一日事務所長として職場体験が実施されました。今年度は、受

賞者８名が以下のとおり一日事務所長を体験しました（実施日順）。 

 

 

○受賞者名  静岡県 磐田市立磐田第一中学校 

佐藤
さ と う

 迪
み ち

洋
ひ ろ

さん  

優秀賞（水の週間実行委員会会長賞） 

 実施日   令和５年８月７日（月） 

 実施事務所 国土交通省中部地方整備局 
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私
は
、
寿
司
が
大
好
物
だ
。
寿
司
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
ツ
ー
ン
と
鼻
に
抜
け
る

わ
さ
び
の
辛
さ
だ
。
わ
さ
び
は
不
思
議
に
満
ち
た
植
物
だ
。
私
は
、
わ
さ
び
好
き
が

高
じ
て
、
わ
さ
び
を
自
分
で
育
て
て
み
よ
う
と
考
え
、
わ
さ
び
の
苗
を
買
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
説
明
書
の
指
示
に
従
っ
て
水
槽
に
水
を
は
り
、
土
を
入
れ
、
わ
さ
び
を
植

え
た
。
し
か
し
、
数
日
も
す
る
と
葉
が
垂
れ
下
が
り
、
つ
い
に
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
、
水
換
え
を
し
た
り
土
の
質
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
、
何
度
も
わ
さ
び
の

水
耕
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
、
最
長
で
も
二
か
月
程
度
し
か
も
た
ず
、
わ
さ
び

栽
培
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。 

 

ど
う
し
て
う
ま
く
育
た
な
い
の
か
。
調
べ
た
結
果
、
溜
ま
り
水
で
わ
さ
び
が
育
た

な
い
の
は
、
わ
さ
び
の
根
か
ら
、
種
子
発
芽
や
微
生
物
の
生
育
を
阻
害
す
る
物
質
が

放
出
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
わ
さ
び
が
放
出
す
る
ア
リ
ル

イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
と
い
う
物
質
は
、
あ
ら
ゆ
る
植
物
の
成
長
を
妨
げ
る
。
他
の

植
物
だ
け
で
な
く
、
な
ん
と
わ
さ
び
自
身
を
も
枯
ら
し
て
し
ま
う
。
わ
さ
び
は
、
自

ら
が
作
り
出
す
物
質
で
、
生
命
線
で
あ
る
水
を
汚
し
て
し
ま
う
。
い
わ
ば
自
滅
す
る

性
質
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
わ
さ
び
は
流
水
で
な
い
と
育
て
る
の
が
難
し
い
。

な
ん
と
不
思
議
な
植
物
だ
ろ
う
。
わ
さ
び
に
対
す
る
私
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

た
。 

 

わ
さ
び
の
成
長
す
る
姿
を
見
た
く
て
、
私
は
昨
年
の
夏
、
久
し
ぶ
り
の
外
出
先
に

長
野
県
に
あ
る
わ
さ
び
農
場
を
選
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
見
渡
す
限
り
の
大
き
な
わ
さ

び
田
に
、
数
千
株
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
わ
さ
び
が
整
然
と
植
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。

わ
さ
び
田
に
は
、
隣
を
流
れ
る
清
流
か
ら
引
き
込
ん
だ
水
が
、
わ
さ
び
の
間
を
縫
う

よ
う
に
流
れ
て
い
た
。
そ
の
水
は
宝
石
の
よ
う
に
光
り
な
が
ら
豊
か
に
流
れ
て
お
り
、

橋
の
上
か
ら
見
て
も
、
水
底
の
石
の
粒
が
は
っ
き
り
見
え
る
ほ
ど
澄
ん
で
い
た
。
足

を
浸
し
て
も
よ
い
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
の
で
、
わ
さ
び
に
な
っ
た
気
持
ち
で
足
を
入

れ
て
み
た
。
真
夏
の
火
照
っ
た
身
体
が
冷
や
さ
れ
て
気
持
ち
い
い
と
感
じ
た
の
は
最

初
だ
け
で
、
一
分
も
し
な
い
う
ち
に
冷
た
さ
で
指
先
が
痛
く
な
り
、
足
を
抜
い
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
が
わ
さ
び
を
育
む
水
な
の
だ
と
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
。 

 

な
る
ほ
ど
、
こ
れ
だ
け
大
量
の
美
し
い
水
が
流
れ
て
い
れ
ば
、
ア
リ
ル
イ
ソ
チ
オ

シ
ア
ネ
ー
ト
も
あ
っ
と
い
う
間
に
押
し
流
さ
れ
、
わ
さ
び
を
枯
ら
す
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
流
れ
た
先
に
は
水
田
が
あ
る
。
下
流
で
稲
が
育
た
な
く
な
る
な
ど

水
質
汚
染
の
問
題
が
発
生
し
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
し
た
。
ア
リ
ル
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
比
較
的
短
時

間
で
揮
発
し
て
し
ま
う
の
だ
。
わ
さ
び
を
食
べ
た
と
き
の
ツ
ー
ン
と
し
た
感
じ
が
長

く
続
か
な
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。
わ
さ
び
の
毒
素
は
す
ぐ
に
揮
発
し
て
な
く
な
る
か

ら
、
下
流
の
植
物
へ
の
影
響
は
な
く
、
水
質
汚
染
の
問
題
は
生
じ
な
い
の
だ
。 

 

一
方
、
私
た
ち
人
間
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
産
業

発
展
の
た
め
、
人
間
は
様
々
な
物
質
を
作
り
出
し
、
水
を
汚
染
し
た
。
河
川
に
有
毒

物
質
が
流
入
し
、
日
本
各
地
で
公
害
が
発
生
し
た
。
現
在
で
も
、
原
発
の
汚
染
水
の

問
題
を
抱
え
る
。
私
た
ち
人
間
は
、
自
分
で
作
り
出
し
た
も
の
で
大
切
な
水
を
汚
し

て
い
る
。
生
き
て
い
る
以
上
、
周
り
の
環
境
に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け

ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
汚
し
て
し
ま
っ
た
「
そ
の
後
」
ま
で
考
え
る
こ
と
が
不

可
欠
だ
。 

 

私
も
、
わ
さ
び
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
な
い
か
。
私
た
ち
に
は
、
水
資
源
を
守
り
安

全
な
水
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
る
。
生
き
る
た
め
に
作
り
出
し
て
し
ま

っ
た
有
害
物
質
を
無
害
に
し
て
自
然
に
戻
す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
困
難
な
課

題
だ
が
、
私
た
ち
の
世
代
が
な
ん
と
し
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
興
国

で
は
経
済
発
展
と
と
も
に
、
環
境
汚
染
、
水
質
汚
染
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
す
で
に
公

害
を
経
験
し
た
歴
史
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
先
頭
に
立
ち
水
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
は
わ
さ
び
に
な
り
た
い
。
わ
さ
び
の
ツ
ー
ン
と
し
た
辛
み
を
感
じ

な
が
ら
、
私
は
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。 
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私
は
、
寿
司
が
大
好
物
だ
。
寿
司
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
ツ
ー
ン
と
鼻
に
抜
け
る

わ
さ
び
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だ
。
わ
さ
び
は
不
思
議
に
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ち
た
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だ
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は
、
わ
さ
び
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き
が
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て
、
わ
さ
び
を
自
分
で
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て
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み
よ
う
と
考
え
、
わ
さ
び
の
苗
を
買
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
説
明
書
の
指
示
に
従
っ
て
水
槽
に
水
を
は
り
、
土
を
入
れ
、
わ
さ
び
を
植

え
た
。
し
か
し
、
数
日
も
す
る
と
葉
が
垂
れ
下
が
り
、
つ
い
に
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
、
水
換
え
を
し
た
り
土
の
質
を
変
え
た
り
し
な
が
ら
、
何
度
も
わ
さ
び
の

水
耕
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
が
、
最
長
で
も
二
か
月
程
度
し
か
も
た
ず
、
わ
さ
び

栽
培
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。 

 

ど
う
し
て
う
ま
く
育
た
な
い
の
か
。
調
べ
た
結
果
、
溜
ま
り
水
で
わ
さ
び
が
育
た

な
い
の
は
、
わ
さ
び
の
根
か
ら
、
種
子
発
芽
や
微
生
物
の
生
育
を
阻
害
す
る
物
質
が

放
出
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
わ
さ
び
が
放
出
す
る
ア
リ
ル

イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
と
い
う
物
質
は
、
あ
ら
ゆ
る
植
物
の
成
長
を
妨
げ
る
。
他
の

植
物
だ
け
で
な
く
、
な
ん
と
わ
さ
び
自
身
を
も
枯
ら
し
て
し
ま
う
。
わ
さ
び
は
、
自

ら
が
作
り
出
す
物
質
で
、
生
命
線
で
あ
る
水
を
汚
し
て
し
ま
う
。
い
わ
ば
自
滅
す
る

性
質
を
持
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て
い
る
の
だ
。
だ
か
ら
わ
さ
び
は
流
水
で
な
い
と
育
て
る
の
が
難
し
い
。

な
ん
と
不
思
議
な
植
物
だ
ろ
う
。
わ
さ
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に
対
す
る
私
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

た
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わ
さ
び
の
成
長
す
る
姿
を
見
た
く
て
、
私
は
昨
年
の
夏
、
久
し
ぶ
り
の
外
出
先
に

長
野
県
に
あ
る
わ
さ
び
農
場
を
選
ん
だ
。
そ
こ
で
は
、
見
渡
す
限
り
の
大
き
な
わ
さ

び
田
に
、
数
千
株
は
あ
ろ
う
か
と
い
う
わ
さ
び
が
整
然
と
植
え
付
け
ら
れ
て
い
た
。

わ
さ
び
田
に
は
、
隣
を
流
れ
る
清
流
か
ら
引
き
込
ん
だ
水
が
、
わ
さ
び
の
間
を
縫
う

よ
う
に
流
れ
て
い
た
。
そ
の
水
は
宝
石
の
よ
う
に
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り
な
が
ら
豊
か
に
流
れ
て
お
り
、

橋
の
上
か
ら
見
て
も
、
水
底
の
石
の
粒
が
は
っ
き
り
見
え
る
ほ
ど
澄
ん
で
い
た
。
足

を
浸
し
て
も
よ
い
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
の
で
、
わ
さ
び
に
な
っ
た
気
持
ち
で
足
を
入

れ
て
み
た
。
真
夏
の
火
照
っ
た
身
体
が
冷
や
さ
れ
て
気
持
ち
い
い
と
感
じ
た
の
は
最

初
だ
け
で
、
一
分
も
し
な
い
う
ち
に
冷
た
さ
で
指
先
が
痛
く
な
り
、
足
を
抜
い
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
が
わ
さ
び
を
育
む
水
な
の
だ
と
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
。 

 

な
る
ほ
ど
、
こ
れ
だ
け
大
量
の
美
し
い
水
が
流
れ
て
い
れ
ば
、
ア
リ
ル
イ
ソ
チ
オ

シ
ア
ネ
ー
ト
も
あ
っ
と
い
う
間
に
押
し
流
さ
れ
、
わ
さ
び
を
枯
ら
す
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
流
れ
た
先
に
は
水
田
が
あ
る
。
下
流
で
稲
が
育
た
な
く
な
る
な
ど

水
質
汚
染
の
問
題
が
発
生
し
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
問
題
は
す
ぐ
に
解
決
し
た
。
ア
リ
ル
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
は
比
較
的
短
時

間
で
揮
発
し
て
し
ま
う
の
だ
。
わ
さ
び
を
食
べ
た
と
き
の
ツ
ー
ン
と
し
た
感
じ
が
長

く
続
か
な
い
の
は
そ
の
た
め
だ
。
わ
さ
び
の
毒
素
は
す
ぐ
に
揮
発
し
て
な
く
な
る
か

ら
、
下
流
の
植
物
へ
の
影
響
は
な
く
、
水
質
汚
染
の
問
題
は
生
じ
な
い
の
だ
。 

 

一
方
、
私
た
ち
人
間
は
ど
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
産
業

発
展
の
た
め
、
人
間
は
様
々
な
物
質
を
作
り
出
し
、
水
を
汚
染
し
た
。
河
川
に
有
毒

物
質
が
流
入
し
、
日
本
各
地
で
公
害
が
発
生
し
た
。
現
在
で
も
、
原
発
の
汚
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水
の

問
題
を
抱
え
る
。
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だ
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、
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後
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ま
で
考
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る
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欠
だ
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、
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ち
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、
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守
り
安
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に
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責
務
が
あ
る
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に
作
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出
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し
ま
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を
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に
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に
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よ
い
か
。
困
難
な
課

題
だ
が
、
私
た
ち
の
世
代
が
な
ん
と
し
て
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
興
国

で
は
経
済
発
展
と
と
も
に
、
環
境
汚
染
、
水
質
汚
染
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
す
で
に
公

害
を
経
験
し
た
歴
史
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
が
先
頭
に
立
ち
水
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
は
わ
さ
び
に
な
り
た
い
。
わ
さ
び
の
ツ
ー
ン
と
し
た
辛
み
を
感
じ

な
が
ら
、
私
は
そ
の
決
意
を
新
た
に
し
た
。 
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○受賞者名  愛媛県 松山市立南第二中学校 

松平
まつだいら

 定久
さだひさ

さん 

優秀賞（経済産業大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 17 日（木） 

 実施事務所 国土交通省四国地方整備局 

松山河川国道事務所 

 

 

 

○受賞者名  静岡県 常葉大学附属常葉中学校 

西ヶ谷
に し が や

 あかりさん 

優秀賞（中央審査会特別賞） 

 実施日   令和５年８月 23 日（水） 

 実施事務所 国土交通省中部地方整備局 

       長島ダム管理所 

 

 

 

 

○受賞者名  群馬県 群馬大学共同教育学部 

附属中学校 

安藤
あんどう

 周
しゅう

平
へ い

さん 

最優秀賞（内閣総理大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 24 日（木） 

 実施事務所 独立行政法人水資源機構沼田総合管理所 

（矢木沢ダム、奈良俣ダム） 

 

 

 

 

○受賞者名  埼玉県 川口市立高等学校 

附属中学校 

合
あ い

葉
ば

 鴻
こ う

太
た

さん 

優秀賞（独立行政法人水資源機構理事長賞） 

 実施日   令和５年８月 30 日（水） 

 実施事務所 国土交通省関東地方整備局 

荒川下流河川事務所 
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○受賞者名  愛媛県 松山市立南第二中学校 

松平
まつだいら

 定久
さだひさ

さん 

優秀賞（経済産業大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 17 日（木） 

 実施事務所 国土交通省四国地方整備局 

松山河川国道事務所 

 

 

 

○受賞者名  静岡県 常葉大学附属常葉中学校 

西ヶ谷
に し が や

 あかりさん 

優秀賞（中央審査会特別賞） 

 実施日   令和５年８月 23 日（水） 

 実施事務所 国土交通省中部地方整備局 

       長島ダム管理所 

 

 

 

 

○受賞者名  群馬県 群馬大学共同教育学部 

附属中学校 

安藤
あんどう

 周
しゅう

平
へ い

さん 

最優秀賞（内閣総理大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 24 日（木） 

 実施事務所 独立行政法人水資源機構沼田総合管理所 

（矢木沢ダム、奈良俣ダム） 

 

 

 

 

○受賞者名  埼玉県 川口市立高等学校 

附属中学校 

合
あ い

葉
ば

 鴻
こ う

太
た

さん 

優秀賞（独立行政法人水資源機構理事長賞） 

 実施日   令和５年８月 30 日（水） 

 実施事務所 国土交通省関東地方整備局 

荒川下流河川事務所 
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○受賞者名  愛媛県 松山市立南第二中学校 

松平
まつだいら

 定久
さだひさ

さん 

優秀賞（経済産業大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 17 日（木） 

 実施事務所 国土交通省四国地方整備局 

松山河川国道事務所 

 

 

 

○受賞者名  静岡県 常葉大学附属常葉中学校 

西ヶ谷
に し が や

 あかりさん 

優秀賞（中央審査会特別賞） 

 実施日   令和５年８月 23 日（水） 

 実施事務所 国土交通省中部地方整備局 

       長島ダム管理所 

 

 

 

 

○受賞者名  群馬県 群馬大学共同教育学部 

附属中学校 

安藤
あんどう

 周
しゅう

平
へ い

さん 

最優秀賞（内閣総理大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 24 日（木） 

 実施事務所 独立行政法人水資源機構沼田総合管理所 

（矢木沢ダム、奈良俣ダム） 

 

 

 

 

○受賞者名  埼玉県 川口市立高等学校 

附属中学校 

合
あ い

葉
ば

 鴻
こ う

太
た

さん 

優秀賞（独立行政法人水資源機構理事長賞） 

 実施日   令和５年８月 30 日（水） 

 実施事務所 国土交通省関東地方整備局 

荒川下流河川事務所 
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○受賞者名  愛媛県 松山市立南第二中学校 

松平
まつだいら

 定久
さだひさ

さん 

優秀賞（経済産業大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 17 日（木） 

 実施事務所 国土交通省四国地方整備局 

松山河川国道事務所 

 

 

 

○受賞者名  静岡県 常葉大学附属常葉中学校 

西ヶ谷
に し が や

 あかりさん 

優秀賞（中央審査会特別賞） 

 実施日   令和５年８月 23 日（水） 

 実施事務所 国土交通省中部地方整備局 

       長島ダム管理所 

 

 

 

 

○受賞者名  群馬県 群馬大学共同教育学部 

附属中学校 

安藤
あんどう

 周
しゅう

平
へ い

さん 

最優秀賞（内閣総理大臣賞） 

 実施日   令和５年８月 24 日（木） 

 実施事務所 独立行政法人水資源機構沼田総合管理所 

（矢木沢ダム、奈良俣ダム） 

 

 

 

 

○受賞者名  埼玉県 川口市立高等学校 

附属中学校 

合
あ い

葉
ば

 鴻
こ う

太
た

さん 

優秀賞（独立行政法人水資源機構理事長賞） 

 実施日   令和５年８月 30 日（水） 

 実施事務所 国土交通省関東地方整備局 

荒川下流河川事務所 
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上下流交流活動 

 

 水の週間実行委員会は、水資源の有限性、水の貴重さ、水資源開発及び健全な水循環の重要性について、国民

の間に広く理解と関心を深めるため、ダム水源地域等の振興等に資する活動を行う団体への助成事業を行ってい

ます。令和５年度についても助成に関する公募を行い、選考の上、以下に掲げる21団体への助成決定を行い、各

団体において上下流交流会等の事業が行われました。 

 

No. 実施団体 名称・内容 実施日・実施場所 

1 認定 NPO 法人水の  

フォルム 

OOnnee  RRiivveerr  BBaassiinn  --  AArraakkaawwaa  &&  BBaassiicc  TToonneeggaawwaa  

「「私私ののままちちにに流流れれるる水水」」作作文文ココンンククーールル  

荒川・中川流域のうち、埼玉県内小学校の高学年生

徒を対象に、水がどこから来てどこへ行くのかを感想

文にまとめる一連の作業を通じて、水に対して賢く強

靭な住民が増えることを目的として実施 

令和５年４月～11 月 14

日(火)埼玉県内 

2 四国中央市湖水 

まつり実行委員会 

湖湖水水ままつつりり  

水に対する感謝の気持ちの醸成と併せて嶺南地域

の活性化の一助となるよう湖水まつりを実施 

令和５年８月５日(土) 

てらの河畔広場(富郷ダ 

ム)(愛媛県四国中央市) 

3 豊川総合用水土地 

改良区 

令令和和５５年年度度豊豊川川用用水水上上下下流流交交流流事事業業  

豊川用水の水源地域である愛知県新城市在住の小

学生児童、保護者及び教職員を対象に、上流で貯えら

れた水が、下流でどのように有効利用されているか学

ぶため、下流域の田原市及び豊橋市の豊川用水施設等

の見学を実施 

令和５年８月１日(火) 

愛知県豊橋市及び田原市 

４ 東播用水「水と緑の

交流」実行委員会 

東東播播用用水水源源流流ミミニニツツアアーー  

東播用水の源流・丹波篠山を訪れ、施設を見学する

とともに、受益者と上流地域の住民との交流を深め、

丹波篠山地域の森林が、水環境保全に役立っている実

態を理解してもらうことを目的として実施 

令和５年10月７日(土) 

兵庫県丹波篠山市内 

5 愛知用水土地改良区 愛愛知知用用水水水水源源交交流流事事業業  

水源地王滝村の村有林にて育樹作業を行い、水源涵

養の大切さを体感するとともに、水源地域住民との交

流を図ることにより、水源地域の現状や今後の発展等

について意見交換を実施 

令和５年７月 24 日(月)

～25日(火) 

長野県木曽郡王滝村ほか 

 

6 岩屋ダム水源地域 

ビジョン推進協議会 

岩岩屋屋ダダムム公公開開放放流流イイベベンントト  

 下呂市住民と下流域の自治体の住民の交流、水資源

やその開発の重要性についての啓発、水源地域である

下呂市の金山・馬瀬地域等の振興を目的に、岩屋ダム

の点検放流イベントを開催 

令和５年７月30日(日) 

岩屋ダム 

（岐阜県下呂市） 

7 岩見沢市 令令和和５５年年度度  水水ののイイベベンントト  22002233ふふれれああいい水水ひひろろばば  

 水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開発の重要

性について市民の関心を高めるとともに、岩見沢市の

上下水道の理解を深めることを目的として、利き水体

験や給水タンク車からの給水体験のほか、上下水管や

ダム・浄水場の展示をした参加型イベントを実施 

令和５年８月２日(水) 

いわみざわ健康ひろば  

（北海道岩見沢市） 

8 利根川源流讃歌 

合唱団 

第第2211回回水水ののふふるるささとと「「利利根根川川源源流流讃讃歌歌」」ココンンササーートト  

 合唱活動を通して関わる多くの方々の心に響きわ

たらせ、利根川をいつまでも大切にしたいという想

いを育み、源流から太平洋へと流れる利根川の素晴

らしさを伝えるためのコンサートを開催 

令和５年９月10日(日) 

渋川市中央公民館ホール 

（群馬県渋川市） 
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上下流交流活動 

 

 水の週間実行委員会は、水資源の有限性、水の貴重さ、水資源開発及び健全な水循環の重要性について、国民

の間に広く理解と関心を深めるため、ダム水源地域等の振興等に資する活動を行う団体への助成事業を行ってい

ます。令和５年度についても助成に関する公募を行い、選考の上、以下に掲げる21団体への助成決定を行い、各

団体において上下流交流会等の事業が行われました。 

 

No. 実施団体 名称・内容 実施日・実施場所 

1 認定 NPO 法人水の  

フォルム 

OOnnee  RRiivveerr  BBaassiinn  --  AArraakkaawwaa  &&  BBaassiicc  TToonneeggaawwaa  

「「私私ののままちちにに流流れれるる水水」」作作文文ココンンククーールル  

荒川・中川流域のうち、埼玉県内小学校の高学年生

徒を対象に、水がどこから来てどこへ行くのかを感想

文にまとめる一連の作業を通じて、水に対して賢く強

靭な住民が増えることを目的として実施 

令和５年４月～11 月 14

日(火)埼玉県内 

2 四国中央市湖水 

まつり実行委員会 

湖湖水水ままつつりり  

水に対する感謝の気持ちの醸成と併せて嶺南地域

の活性化の一助となるよう湖水まつりを実施 

令和５年８月５日(土) 

てらの河畔広場(富郷ダ 

ム)(愛媛県四国中央市) 

3 豊川総合用水土地 

改良区 

令令和和５５年年度度豊豊川川用用水水上上下下流流交交流流事事業業  

豊川用水の水源地域である愛知県新城市在住の小

学生児童、保護者及び教職員を対象に、上流で貯えら

れた水が、下流でどのように有効利用されているか学

ぶため、下流域の田原市及び豊橋市の豊川用水施設等

の見学を実施 

令和５年８月１日(火) 

愛知県豊橋市及び田原市 

４ 東播用水「水と緑の

交流」実行委員会 

東東播播用用水水源源流流ミミニニツツアアーー  

東播用水の源流・丹波篠山を訪れ、施設を見学する

とともに、受益者と上流地域の住民との交流を深め、

丹波篠山地域の森林が、水環境保全に役立っている実

態を理解してもらうことを目的として実施 

令和５年10月７日(土) 

兵庫県丹波篠山市内 

5 愛知用水土地改良区 愛愛知知用用水水水水源源交交流流事事業業  

水源地王滝村の村有林にて育樹作業を行い、水源涵

養の大切さを体感するとともに、水源地域住民との交

流を図ることにより、水源地域の現状や今後の発展等

について意見交換を実施 

令和５年７月 24 日(月)

～25日(火) 

長野県木曽郡王滝村ほか 

 

6 岩屋ダム水源地域 

ビジョン推進協議会 

岩岩屋屋ダダムム公公開開放放流流イイベベンントト  

 下呂市住民と下流域の自治体の住民の交流、水資源

やその開発の重要性についての啓発、水源地域である

下呂市の金山・馬瀬地域等の振興を目的に、岩屋ダム

の点検放流イベントを開催 

令和５年７月30日(日) 

岩屋ダム 

（岐阜県下呂市） 

7 岩見沢市 令令和和５５年年度度  水水ののイイベベンントト  22002233ふふれれああいい水水ひひろろばば  

 水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開発の重要

性について市民の関心を高めるとともに、岩見沢市の

上下水道の理解を深めることを目的として、利き水体

験や給水タンク車からの給水体験のほか、上下水管や

ダム・浄水場の展示をした参加型イベントを実施 

令和５年８月２日(水) 

いわみざわ健康ひろば  

（北海道岩見沢市） 

8 利根川源流讃歌 

合唱団 

第第2211回回水水ののふふるるささとと「「利利根根川川源源流流讃讃歌歌」」ココンンササーートト  

 合唱活動を通して関わる多くの方々の心に響きわ

たらせ、利根川をいつまでも大切にしたいという想

いを育み、源流から太平洋へと流れる利根川の素晴

らしさを伝えるためのコンサートを開催 

令和５年９月10日(日) 

渋川市中央公民館ホール 

（群馬県渋川市） 
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上下流交流活動 

 

 水の週間実行委員会は、水資源の有限性、水の貴重さ、水資源開発及び健全な水循環の重要性について、国民

の間に広く理解と関心を深めるため、ダム水源地域等の振興等に資する活動を行う団体への助成事業を行ってい

ます。令和５年度についても助成に関する公募を行い、選考の上、以下に掲げる21団体への助成決定を行い、各

団体において上下流交流会等の事業が行われました。 

 

No. 実施団体 名称・内容 実施日・実施場所 

1 認定 NPO 法人水の  

フォルム 

OOnnee  RRiivveerr  BBaassiinn  --  AArraakkaawwaa  &&  BBaassiicc  TToonneeggaawwaa  

「「私私ののままちちにに流流れれるる水水」」作作文文ココンンククーールル  

荒川・中川流域のうち、埼玉県内小学校の高学年生

徒を対象に、水がどこから来てどこへ行くのかを感想

文にまとめる一連の作業を通じて、水に対して賢く強

靭な住民が増えることを目的として実施 

令和５年４月～11 月 14

日(火)埼玉県内 

2 四国中央市湖水 

まつり実行委員会 

湖湖水水ままつつりり  

水に対する感謝の気持ちの醸成と併せて嶺南地域

の活性化の一助となるよう湖水まつりを実施 

令和５年８月５日(土) 

てらの河畔広場(富郷ダ 

ム)(愛媛県四国中央市) 

3 豊川総合用水土地 

改良区 

令令和和５５年年度度豊豊川川用用水水上上下下流流交交流流事事業業  

豊川用水の水源地域である愛知県新城市在住の小

学生児童、保護者及び教職員を対象に、上流で貯えら

れた水が、下流でどのように有効利用されているか学

ぶため、下流域の田原市及び豊橋市の豊川用水施設等

の見学を実施 

令和５年８月１日(火) 

愛知県豊橋市及び田原市 

４ 東播用水「水と緑の

交流」実行委員会 

東東播播用用水水源源流流ミミニニツツアアーー  

東播用水の源流・丹波篠山を訪れ、施設を見学する

とともに、受益者と上流地域の住民との交流を深め、

丹波篠山地域の森林が、水環境保全に役立っている実

態を理解してもらうことを目的として実施 

令和５年10月７日(土) 

兵庫県丹波篠山市内 

5 愛知用水土地改良区 愛愛知知用用水水水水源源交交流流事事業業  

水源地王滝村の村有林にて育樹作業を行い、水源涵

養の大切さを体感するとともに、水源地域住民との交

流を図ることにより、水源地域の現状や今後の発展等

について意見交換を実施 

令和５年７月 24 日(月)

～25日(火) 

長野県木曽郡王滝村ほか 

 

6 岩屋ダム水源地域 

ビジョン推進協議会 

岩岩屋屋ダダムム公公開開放放流流イイベベンントト  

 下呂市住民と下流域の自治体の住民の交流、水資源

やその開発の重要性についての啓発、水源地域である

下呂市の金山・馬瀬地域等の振興を目的に、岩屋ダム

の点検放流イベントを開催 

令和５年７月30日(日) 

岩屋ダム 

（岐阜県下呂市） 

7 岩見沢市 令令和和５５年年度度  水水ののイイベベンントト  22002233ふふれれああいい水水ひひろろばば  

 水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開発の重要

性について市民の関心を高めるとともに、岩見沢市の

上下水道の理解を深めることを目的として、利き水体

験や給水タンク車からの給水体験のほか、上下水管や

ダム・浄水場の展示をした参加型イベントを実施 

令和５年８月２日(水) 

いわみざわ健康ひろば  

（北海道岩見沢市） 

8 利根川源流讃歌 

合唱団 

第第2211回回水水ののふふるるささとと「「利利根根川川源源流流讃讃歌歌」」ココンンササーートト  

 合唱活動を通して関わる多くの方々の心に響きわ

たらせ、利根川をいつまでも大切にしたいという想

いを育み、源流から太平洋へと流れる利根川の素晴

らしさを伝えるためのコンサートを開催 

令和５年９月10日(日) 

渋川市中央公民館ホール 

（群馬県渋川市） 
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上下流交流活動 

 

 水の週間実行委員会は、水資源の有限性、水の貴重さ、水資源開発及び健全な水循環の重要性について、国民

の間に広く理解と関心を深めるため、ダム水源地域等の振興等に資する活動を行う団体への助成事業を行ってい

ます。令和５年度についても助成に関する公募を行い、選考の上、以下に掲げる21団体への助成決定を行い、各

団体において上下流交流会等の事業が行われました。 

 

No. 実施団体 名称・内容 実施日・実施場所 

1 認定 NPO 法人水の  

フォルム 

OOnnee  RRiivveerr  BBaassiinn  --  AArraakkaawwaa  &&  BBaassiicc  TToonneeggaawwaa  

「「私私ののままちちにに流流れれるる水水」」作作文文ココンンククーールル  

荒川・中川流域のうち、埼玉県内小学校の高学年生

徒を対象に、水がどこから来てどこへ行くのかを感想

文にまとめる一連の作業を通じて、水に対して賢く強

靭な住民が増えることを目的として実施 

令和５年４月～11 月 14

日(火)埼玉県内 

2 四国中央市湖水 

まつり実行委員会 

湖湖水水ままつつりり  

水に対する感謝の気持ちの醸成と併せて嶺南地域

の活性化の一助となるよう湖水まつりを実施 

令和５年８月５日(土) 

てらの河畔広場(富郷ダ 

ム)(愛媛県四国中央市) 

3 豊川総合用水土地 

改良区 

令令和和５５年年度度豊豊川川用用水水上上下下流流交交流流事事業業  

豊川用水の水源地域である愛知県新城市在住の小

学生児童、保護者及び教職員を対象に、上流で貯えら

れた水が、下流でどのように有効利用されているか学

ぶため、下流域の田原市及び豊橋市の豊川用水施設等

の見学を実施 

令和５年８月１日(火) 

愛知県豊橋市及び田原市 

４ 東播用水「水と緑の

交流」実行委員会 

東東播播用用水水源源流流ミミニニツツアアーー  

東播用水の源流・丹波篠山を訪れ、施設を見学する

とともに、受益者と上流地域の住民との交流を深め、

丹波篠山地域の森林が、水環境保全に役立っている実

態を理解してもらうことを目的として実施 

令和５年10月７日(土) 

兵庫県丹波篠山市内 

5 愛知用水土地改良区 愛愛知知用用水水水水源源交交流流事事業業  

水源地王滝村の村有林にて育樹作業を行い、水源涵

養の大切さを体感するとともに、水源地域住民との交

流を図ることにより、水源地域の現状や今後の発展等

について意見交換を実施 

令和５年７月 24 日(月)

～25日(火) 

長野県木曽郡王滝村ほか 

 

6 岩屋ダム水源地域 

ビジョン推進協議会 

岩岩屋屋ダダムム公公開開放放流流イイベベンントト  

 下呂市住民と下流域の自治体の住民の交流、水資源

やその開発の重要性についての啓発、水源地域である

下呂市の金山・馬瀬地域等の振興を目的に、岩屋ダム

の点検放流イベントを開催 

令和５年７月30日(日) 

岩屋ダム 

（岐阜県下呂市） 

7 岩見沢市 令令和和５５年年度度  水水ののイイベベンントト  22002233ふふれれああいい水水ひひろろばば  

 水資源の有限性、水の貴重さ及び水資源開発の重要

性について市民の関心を高めるとともに、岩見沢市の

上下水道の理解を深めることを目的として、利き水体

験や給水タンク車からの給水体験のほか、上下水管や

ダム・浄水場の展示をした参加型イベントを実施 

令和５年８月２日(水) 

いわみざわ健康ひろば  

（北海道岩見沢市） 

8 利根川源流讃歌 

合唱団 

第第2211回回水水ののふふるるささとと「「利利根根川川源源流流讃讃歌歌」」ココンンササーートト  

 合唱活動を通して関わる多くの方々の心に響きわ

たらせ、利根川をいつまでも大切にしたいという想

いを育み、源流から太平洋へと流れる利根川の素晴

らしさを伝えるためのコンサートを開催 

令和５年９月10日(日) 

渋川市中央公民館ホール 

（群馬県渋川市） 
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18 公益財団法人 

あまぎ水の文化村 

ウウォォーータターーフフェェスステティィババルル22002233  

 文化村の特性を生かした上下流交流を目的とする活

動や水源地域の活性化を図ることを目的とする活動と

して、水に親しむ「ウォーターアクティビティ」・多彩

なワークショップ・「朝倉３ダム見学ツアー」・「物販・

飲食物の販売」を実施 

令和５年７月23日(日) 

あまぎ水の文化村 

（福岡県朝倉市） 

19 特定非営利活動法

人新町川を守る会 

ささめめううらら水水源源のの森森整整備備交交流流会会  

 早明浦ダム周辺で豊かな里山再構築を目指し、徳島

県・香川県及び吉野川源流の高知県嶺北地域住民による

交流として森林整備（下草刈り・枝打ち）を実施 

令和５年７月14日(金)・

15日(土) 

高知県土佐郡大川村 

20 神奈川県秦野市 第第７７回回秦秦野野名名水水フフェェスステティィババルル  

 市民共有の財産である地下水を守り育て、将来にわた

って利活用していくため、「秦野名水」の豊かさを広く

周知することを目的として「芸術」をテーマに、秦野市

出身アーティストによるライブイベント、東海大学のチ

ャレンジプロジェクトと連携したアート体験のほか、関

係機関と連携した名水科学実験及び名水水族館等を設

置したイベントを実施 

令和５年８月５日(土) 

クアーズテック秦野カル

チャーホール 

（神奈川県秦野市） 

21 加古川西部土地 

改良区 

翠翠明明湖湖のの桜桜をを救救ええ！！  

 水源地との上下流交流の一環で、翠明湖（すいめいこ：

椛屋ダム）周辺の管理用道路に植樹された桜の下刈り及

び流木伐採等の周辺整備を、上下流の住民が協働で作業

することで、水源地への感謝を表すイベントを実施 

令和５年11月 26日(日) 

翠明湖（椛屋ダム） 

（兵庫県多可町） 

 

 

【【実実施施状状況況（（抜抜粋粋））】】  

      

 

 

 

 

    

 

 

 

夏休みにおもいっきり自然体験！！水辺の自然観察

（子供のもり公園活性化協会） 
愛知用水水源交流事業 

（愛知用水土地改良区） 

9 子供のもり公園 

活性化協会 

夏夏休休みみ子子どどももフフェェスス  水水辺辺のの自自然然観観察察  

小さい子どもさんから大人まで水と親しめ、生き物

観察や室生ダムが生活にいかに密着しているか出前講

座を開催。地域住民の交流できる場をつくり、室生ダ

ムに生息する生き物観察も実施 

令和５年７月30日(日) 

平成榛原子供のもり公園 

（奈良県宇陀市） 

10 NPO 法 人 家 棟 川 

流域観光船 

次次世世代代のの子子供供達達にに自自然然環環境境体体験験学学習習  

淀川流域における上下流の住民間の交流を促進し、

琵琶湖の自然環境及び水資源の大切さを学ぶ事業とし

て、大阪府豊中市の子供達と地元野洲市の子供達で、

シジミの収穫体験を行うとともに、琵琶湖の環境学習

及び清掃活動を実施 

令和５年８月21日(月) 

滋賀県野洲市内（琵琶

湖・あやめ浜） 

 

11 豊田市上下水道局 夏夏休休みみ親親子子上上下下水水道道探探検検隊隊  

「水の日」「水の週間」の関連行事の一環として水資

源の有限性や水の貴重さ等への関心を高め理解を深め

てもらうため、矢作ダムや下水処理施設、水道水源林の

見学を実施 

令和５年８月２日(水)・

７日(月)及び９日(水) 

矢作ダム（愛知県豊田

市）ほか 

12 北海土地改良区 第第1155回回  北北海海幹幹線線用用水水路路ウウォォーーキキンンググ  

農業用水利施設のこと、米を作るには大量の水が必

要なこと、農業農村地域の多面的機能を多くの人に知

っていただく事を目的として、北海幹線用水路が疎水

百選に選定されたことを契機に取り組み始めたウォー

キング大会を実施 

令和５年７月30日(日) 

北海道美唄市 

13 姫里地域青少年育

成会及び余呉・姫

里こども交流会実

行委員会 

余余呉呉・・姫姫里里子子どどもも交交流流交交歓歓会会  

滋賀県長浜市余呉町内にて、水の大切さを知る講話を

はじめ自然や歴史を体験できる行事を通じて丹生川の

地域で暮らす子どもたちと交流することでそれぞれの

地域の良さを知る交流会を開催 

令和５年８月５日(土) 

滋賀県長浜市余呉町 

14 特定非営利活動法

人地域と自然 

ちちょょいいままるるよよしし笛笛ココンンササーートト＆＆水水とと自自然然ののトトーーククシショョーー  

木津川流域のセイタカヨシで作った楽器、よし笛によ

るコンサートと水や自然に関するトークショーを開催

し、木津川・淀川流域全般の広い範囲の人々や河川・ダ

ム・水環境について興味を持ってもらうきっかけづくり

の行事として実施 

令和５年８月27日(日) 

adsホール 

（三重県名張市） 

15 十勝川中流部市民

協働会議 

札札内内川川ダダムム利利活活用用促促進進事事業業  

十勝地方７自治体の水がめであり、札内川流域及び十

勝川中・下流域の洪水対策上重要な役割を果たしている

札内川ダムの認知度が高まり、訪れる人が増えることを

期待して、ダム特有の野鳥２種類の観察を組み合わせた

交流事業を実施 

令和５年８月28日(月) 

札内川ダム 

（北海道中札内村） 

16 特定非営利活動法

人地球温暖化対策

地域協議会 エコ

ネットあんじょう 

矢矢作作川川  水水源源のの森森ププロロジジェェククトト  

広く安城市民に対して、水資源を確保することの重要

性を啓発する活動を通じて、矢作川流域社会づくりに貢

献するため、水源の森観察会、根羽村檜原川での川遊び

体験を通して村民との交流会、水源の森に土地本来のド

ングリの種を蒔く活動を実施 

令和５年６月17日(土)・

７月 29 日(土)及び 10 月

７日(土) 

長野県根羽村 

17 環境教育班 

えこいく 

浴浴衣衣 ddee打打ちちミミズズ〜〜夏夏のの陣陣22002233〜〜  

水の週間に合わせて、浴衣を着用した打ち水、水循環

に関する紙芝居を使った小さい子どもへの環境教育、水

風船を用いたマイクロプラスチックについての教育及

びワークショップ等を行い、水の貴重さなどについて国

民の関心を高め、水の大切さを改めて認識し、水不足を

はじめとした水問題に目を向けるきっかけを醸成する

行事を実施 

令和５年８月６日(日) 

ほか 

くすかぜ広場 

（佐賀県佐賀市） 

− 38 − − 39 −

18 公益財団法人 

あまぎ水の文化村 

ウウォォーータターーフフェェスステティィババルル22002233  

 文化村の特性を生かした上下流交流を目的とする活

動や水源地域の活性化を図ることを目的とする活動と

して、水に親しむ「ウォーターアクティビティ」・多彩

なワークショップ・「朝倉３ダム見学ツアー」・「物販・

飲食物の販売」を実施 

令和５年７月23日(日) 

あまぎ水の文化村 

（福岡県朝倉市） 

19 特定非営利活動法

人新町川を守る会 

ささめめううらら水水源源のの森森整整備備交交流流会会  

 早明浦ダム周辺で豊かな里山再構築を目指し、徳島

県・香川県及び吉野川源流の高知県嶺北地域住民による

交流として森林整備（下草刈り・枝打ち）を実施 

令和５年７月14日(金)・

15日(土) 

高知県土佐郡大川村 

20 神奈川県秦野市 第第７７回回秦秦野野名名水水フフェェスステティィババルル  

 市民共有の財産である地下水を守り育て、将来にわた

って利活用していくため、「秦野名水」の豊かさを広く

周知することを目的として「芸術」をテーマに、秦野市

出身アーティストによるライブイベント、東海大学のチ

ャレンジプロジェクトと連携したアート体験のほか、関

係機関と連携した名水科学実験及び名水水族館等を設

置したイベントを実施 

令和５年８月５日(土) 

クアーズテック秦野カル

チャーホール 

（神奈川県秦野市） 

21 加古川西部土地 

改良区 

翠翠明明湖湖のの桜桜をを救救ええ！！  

 水源地との上下流交流の一環で、翠明湖（すいめいこ：

椛屋ダム）周辺の管理用道路に植樹された桜の下刈り及

び流木伐採等の周辺整備を、上下流の住民が協働で作業

することで、水源地への感謝を表すイベントを実施 

令和５年11月 26日(日) 

翠明湖（椛屋ダム） 

（兵庫県多可町） 

 

 

【【実実施施状状況況（（抜抜粋粋））】】  

      

 

 

 

 

    

 

 

 

夏休みにおもいっきり自然体験！！水辺の自然観察

（子供のもり公園活性化協会） 
愛知用水水源交流事業 

（愛知用水土地改良区） 

9 子供のもり公園 

活性化協会 

夏夏休休みみ子子どどももフフェェスス  水水辺辺のの自自然然観観察察  

小さい子どもさんから大人まで水と親しめ、生き物

観察や室生ダムが生活にいかに密着しているか出前講

座を開催。地域住民の交流できる場をつくり、室生ダ

ムに生息する生き物観察も実施 

令和５年７月30日(日) 

平成榛原子供のもり公園 

（奈良県宇陀市） 

10 NPO 法 人 家 棟 川 

流域観光船 

次次世世代代のの子子供供達達にに自自然然環環境境体体験験学学習習  

淀川流域における上下流の住民間の交流を促進し、

琵琶湖の自然環境及び水資源の大切さを学ぶ事業とし

て、大阪府豊中市の子供達と地元野洲市の子供達で、

シジミの収穫体験を行うとともに、琵琶湖の環境学習

及び清掃活動を実施 

令和５年８月21日(月) 

滋賀県野洲市内（琵琶

湖・あやめ浜） 

 

11 豊田市上下水道局 夏夏休休みみ親親子子上上下下水水道道探探検検隊隊  

「水の日」「水の週間」の関連行事の一環として水資

源の有限性や水の貴重さ等への関心を高め理解を深め

てもらうため、矢作ダムや下水処理施設、水道水源林の

見学を実施 

令和５年８月２日(水)・

７日(月)及び９日(水) 

矢作ダム（愛知県豊田

市）ほか 

12 北海土地改良区 第第1155回回  北北海海幹幹線線用用水水路路ウウォォーーキキンンググ  

農業用水利施設のこと、米を作るには大量の水が必

要なこと、農業農村地域の多面的機能を多くの人に知

っていただく事を目的として、北海幹線用水路が疎水

百選に選定されたことを契機に取り組み始めたウォー

キング大会を実施 

令和５年７月30日(日) 

北海道美唄市 

13 姫里地域青少年育

成会及び余呉・姫

里こども交流会実

行委員会 

余余呉呉・・姫姫里里子子どどもも交交流流交交歓歓会会  

滋賀県長浜市余呉町内にて、水の大切さを知る講話を

はじめ自然や歴史を体験できる行事を通じて丹生川の

地域で暮らす子どもたちと交流することでそれぞれの

地域の良さを知る交流会を開催 

令和５年８月５日(土) 

滋賀県長浜市余呉町 

14 特定非営利活動法

人地域と自然 

ちちょょいいままるるよよしし笛笛ココンンササーートト＆＆水水とと自自然然ののトトーーククシショョーー  

木津川流域のセイタカヨシで作った楽器、よし笛によ

るコンサートと水や自然に関するトークショーを開催

し、木津川・淀川流域全般の広い範囲の人々や河川・ダ

ム・水環境について興味を持ってもらうきっかけづくり

の行事として実施 

令和５年８月27日(日) 

adsホール 

（三重県名張市） 

15 十勝川中流部市民

協働会議 

札札内内川川ダダムム利利活活用用促促進進事事業業  

十勝地方７自治体の水がめであり、札内川流域及び十

勝川中・下流域の洪水対策上重要な役割を果たしている

札内川ダムの認知度が高まり、訪れる人が増えることを

期待して、ダム特有の野鳥２種類の観察を組み合わせた

交流事業を実施 

令和５年８月28日(月) 

札内川ダム 

（北海道中札内村） 

16 特定非営利活動法

人地球温暖化対策

地域協議会 エコ

ネットあんじょう 

矢矢作作川川  水水源源のの森森ププロロジジェェククトト  

広く安城市民に対して、水資源を確保することの重要

性を啓発する活動を通じて、矢作川流域社会づくりに貢

献するため、水源の森観察会、根羽村檜原川での川遊び

体験を通して村民との交流会、水源の森に土地本来のド

ングリの種を蒔く活動を実施 

令和５年６月17日(土)・

７月 29 日(土)及び 10 月

７日(土) 

長野県根羽村 

17 環境教育班 

えこいく 

浴浴衣衣 ddee打打ちちミミズズ〜〜夏夏のの陣陣22002233〜〜  

水の週間に合わせて、浴衣を着用した打ち水、水循環

に関する紙芝居を使った小さい子どもへの環境教育、水

風船を用いたマイクロプラスチックについての教育及

びワークショップ等を行い、水の貴重さなどについて国

民の関心を高め、水の大切さを改めて認識し、水不足を

はじめとした水問題に目を向けるきっかけを醸成する

行事を実施 

令和５年８月６日(日) 

ほか 

くすかぜ広場 

（佐賀県佐賀市） 

− 38 − − 39 −



18 公益財団法人 

あまぎ水の文化村 

ウウォォーータターーフフェェスステティィババルル22002233  

 文化村の特性を生かした上下流交流を目的とする活

動や水源地域の活性化を図ることを目的とする活動と

して、水に親しむ「ウォーターアクティビティ」・多彩

なワークショップ・「朝倉３ダム見学ツアー」・「物販・

飲食物の販売」を実施 

令和５年７月23日(日) 

あまぎ水の文化村 

（福岡県朝倉市） 

19 特定非営利活動法

人新町川を守る会 

ささめめううらら水水源源のの森森整整備備交交流流会会  

 早明浦ダム周辺で豊かな里山再構築を目指し、徳島

県・香川県及び吉野川源流の高知県嶺北地域住民による

交流として森林整備（下草刈り・枝打ち）を実施 

令和５年７月14日(金)・

15日(土) 

高知県土佐郡大川村 

20 神奈川県秦野市 第第７７回回秦秦野野名名水水フフェェスステティィババルル  

 市民共有の財産である地下水を守り育て、将来にわた

って利活用していくため、「秦野名水」の豊かさを広く

周知することを目的として「芸術」をテーマに、秦野市

出身アーティストによるライブイベント、東海大学のチ

ャレンジプロジェクトと連携したアート体験のほか、関

係機関と連携した名水科学実験及び名水水族館等を設

置したイベントを実施 

令和５年８月５日(土) 

クアーズテック秦野カル

チャーホール 

（神奈川県秦野市） 

21 加古川西部土地 

改良区 

翠翠明明湖湖のの桜桜をを救救ええ！！  

 水源地との上下流交流の一環で、翠明湖（すいめいこ：

椛屋ダム）周辺の管理用道路に植樹された桜の下刈り及

び流木伐採等の周辺整備を、上下流の住民が協働で作業

することで、水源地への感謝を表すイベントを実施 

令和５年11月 26日(日) 

翠明湖（椛屋ダム） 

（兵庫県多可町） 

 

 

【【実実施施状状況況（（抜抜粋粋））】】  

      

 

 

 

 

    

 

 

 

夏休みにおもいっきり自然体験！！水辺の自然観察

（子供のもり公園活性化協会） 
愛知用水水源交流事業 

（愛知用水土地改良区） 

9 子供のもり公園 

活性化協会 

夏夏休休みみ子子どどももフフェェスス  水水辺辺のの自自然然観観察察  

小さい子どもさんから大人まで水と親しめ、生き物

観察や室生ダムが生活にいかに密着しているか出前講

座を開催。地域住民の交流できる場をつくり、室生ダ

ムに生息する生き物観察も実施 

令和５年７月30日(日) 

平成榛原子供のもり公園 

（奈良県宇陀市） 

10 NPO 法 人 家 棟 川 

流域観光船 

次次世世代代のの子子供供達達にに自自然然環環境境体体験験学学習習  

淀川流域における上下流の住民間の交流を促進し、

琵琶湖の自然環境及び水資源の大切さを学ぶ事業とし

て、大阪府豊中市の子供達と地元野洲市の子供達で、

シジミの収穫体験を行うとともに、琵琶湖の環境学習

及び清掃活動を実施 

令和５年８月21日(月) 

滋賀県野洲市内（琵琶

湖・あやめ浜） 

 

11 豊田市上下水道局 夏夏休休みみ親親子子上上下下水水道道探探検検隊隊  

「水の日」「水の週間」の関連行事の一環として水資

源の有限性や水の貴重さ等への関心を高め理解を深め

てもらうため、矢作ダムや下水処理施設、水道水源林の

見学を実施 

令和５年８月２日(水)・

７日(月)及び９日(水) 

矢作ダム（愛知県豊田

市）ほか 

12 北海土地改良区 第第1155回回  北北海海幹幹線線用用水水路路ウウォォーーキキンンググ  

農業用水利施設のこと、米を作るには大量の水が必

要なこと、農業農村地域の多面的機能を多くの人に知

っていただく事を目的として、北海幹線用水路が疎水

百選に選定されたことを契機に取り組み始めたウォー

キング大会を実施 

令和５年７月30日(日) 

北海道美唄市 

13 姫里地域青少年育

成会及び余呉・姫

里こども交流会実

行委員会 

余余呉呉・・姫姫里里子子どどもも交交流流交交歓歓会会  

滋賀県長浜市余呉町内にて、水の大切さを知る講話を

はじめ自然や歴史を体験できる行事を通じて丹生川の

地域で暮らす子どもたちと交流することでそれぞれの

地域の良さを知る交流会を開催 

令和５年８月５日(土) 

滋賀県長浜市余呉町 

14 特定非営利活動法

人地域と自然 

ちちょょいいままるるよよしし笛笛ココンンササーートト＆＆水水とと自自然然ののトトーーククシショョーー  

木津川流域のセイタカヨシで作った楽器、よし笛によ

るコンサートと水や自然に関するトークショーを開催

し、木津川・淀川流域全般の広い範囲の人々や河川・ダ

ム・水環境について興味を持ってもらうきっかけづくり

の行事として実施 

令和５年８月27日(日) 

adsホール 

（三重県名張市） 

15 十勝川中流部市民

協働会議 

札札内内川川ダダムム利利活活用用促促進進事事業業  

十勝地方７自治体の水がめであり、札内川流域及び十

勝川中・下流域の洪水対策上重要な役割を果たしている

札内川ダムの認知度が高まり、訪れる人が増えることを

期待して、ダム特有の野鳥２種類の観察を組み合わせた

交流事業を実施 

令和５年８月28日(月) 

札内川ダム 

（北海道中札内村） 

16 特定非営利活動法

人地球温暖化対策

地域協議会 エコ

ネットあんじょう 

矢矢作作川川  水水源源のの森森ププロロジジェェククトト  

広く安城市民に対して、水資源を確保することの重要

性を啓発する活動を通じて、矢作川流域社会づくりに貢

献するため、水源の森観察会、根羽村檜原川での川遊び

体験を通して村民との交流会、水源の森に土地本来のド

ングリの種を蒔く活動を実施 

令和５年６月17日(土)・

７月 29 日(土)及び 10 月

７日(土) 

長野県根羽村 

17 環境教育班 

えこいく 

浴浴衣衣 ddee打打ちちミミズズ〜〜夏夏のの陣陣22002233〜〜  

水の週間に合わせて、浴衣を着用した打ち水、水循環

に関する紙芝居を使った小さい子どもへの環境教育、水

風船を用いたマイクロプラスチックについての教育及

びワークショップ等を行い、水の貴重さなどについて国

民の関心を高め、水の大切さを改めて認識し、水不足を

はじめとした水問題に目を向けるきっかけを醸成する

行事を実施 

令和５年８月６日(日) 

ほか 

くすかぜ広場 

（佐賀県佐賀市） 
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18 公益財団法人 

あまぎ水の文化村 

ウウォォーータターーフフェェスステティィババルル22002233  

 文化村の特性を生かした上下流交流を目的とする活

動や水源地域の活性化を図ることを目的とする活動と

して、水に親しむ「ウォーターアクティビティ」・多彩

なワークショップ・「朝倉３ダム見学ツアー」・「物販・

飲食物の販売」を実施 

令和５年７月23日(日) 

あまぎ水の文化村 

（福岡県朝倉市） 

19 特定非営利活動法

人新町川を守る会 

ささめめううらら水水源源のの森森整整備備交交流流会会  

 早明浦ダム周辺で豊かな里山再構築を目指し、徳島

県・香川県及び吉野川源流の高知県嶺北地域住民による

交流として森林整備（下草刈り・枝打ち）を実施 

令和５年７月14日(金)・

15日(土) 

高知県土佐郡大川村 

20 神奈川県秦野市 第第７７回回秦秦野野名名水水フフェェスステティィババルル  

 市民共有の財産である地下水を守り育て、将来にわた

って利活用していくため、「秦野名水」の豊かさを広く

周知することを目的として「芸術」をテーマに、秦野市

出身アーティストによるライブイベント、東海大学のチ

ャレンジプロジェクトと連携したアート体験のほか、関

係機関と連携した名水科学実験及び名水水族館等を設

置したイベントを実施 

令和５年８月５日(土) 

クアーズテック秦野カル

チャーホール 

（神奈川県秦野市） 

21 加古川西部土地 

改良区 

翠翠明明湖湖のの桜桜をを救救ええ！！  

 水源地との上下流交流の一環で、翠明湖（すいめいこ：

椛屋ダム）周辺の管理用道路に植樹された桜の下刈り及

び流木伐採等の周辺整備を、上下流の住民が協働で作業

することで、水源地への感謝を表すイベントを実施 

令和５年11月 26日(日) 

翠明湖（椛屋ダム） 

（兵庫県多可町） 

 

 

【【実実施施状状況況（（抜抜粋粋））】】  

      

 

 

 

 

    

 

 

 

夏休みにおもいっきり自然体験！！水辺の自然観察

（子供のもり公園活性化協会） 
愛知用水水源交流事業 

（愛知用水土地改良区） 

9 子供のもり公園 

活性化協会 

夏夏休休みみ子子どどももフフェェスス  水水辺辺のの自自然然観観察察  

小さい子どもさんから大人まで水と親しめ、生き物

観察や室生ダムが生活にいかに密着しているか出前講

座を開催。地域住民の交流できる場をつくり、室生ダ

ムに生息する生き物観察も実施 

令和５年７月30日(日) 

平成榛原子供のもり公園 

（奈良県宇陀市） 

10 NPO 法 人 家 棟 川 

流域観光船 

次次世世代代のの子子供供達達にに自自然然環環境境体体験験学学習習  

淀川流域における上下流の住民間の交流を促進し、

琵琶湖の自然環境及び水資源の大切さを学ぶ事業とし

て、大阪府豊中市の子供達と地元野洲市の子供達で、

シジミの収穫体験を行うとともに、琵琶湖の環境学習

及び清掃活動を実施 

令和５年８月21日(月) 

滋賀県野洲市内（琵琶

湖・あやめ浜） 

 

11 豊田市上下水道局 夏夏休休みみ親親子子上上下下水水道道探探検検隊隊  

「水の日」「水の週間」の関連行事の一環として水資

源の有限性や水の貴重さ等への関心を高め理解を深め

てもらうため、矢作ダムや下水処理施設、水道水源林の

見学を実施 

令和５年８月２日(水)・

７日(月)及び９日(水) 

矢作ダム（愛知県豊田

市）ほか 

12 北海土地改良区 第第1155回回  北北海海幹幹線線用用水水路路ウウォォーーキキンンググ  

農業用水利施設のこと、米を作るには大量の水が必

要なこと、農業農村地域の多面的機能を多くの人に知

っていただく事を目的として、北海幹線用水路が疎水

百選に選定されたことを契機に取り組み始めたウォー

キング大会を実施 

令和５年７月30日(日) 

北海道美唄市 

13 姫里地域青少年育

成会及び余呉・姫

里こども交流会実

行委員会 

余余呉呉・・姫姫里里子子どどもも交交流流交交歓歓会会  

滋賀県長浜市余呉町内にて、水の大切さを知る講話を

はじめ自然や歴史を体験できる行事を通じて丹生川の

地域で暮らす子どもたちと交流することでそれぞれの

地域の良さを知る交流会を開催 

令和５年８月５日(土) 

滋賀県長浜市余呉町 

14 特定非営利活動法

人地域と自然 

ちちょょいいままるるよよしし笛笛ココンンササーートト＆＆水水とと自自然然ののトトーーククシショョーー  

木津川流域のセイタカヨシで作った楽器、よし笛によ

るコンサートと水や自然に関するトークショーを開催

し、木津川・淀川流域全般の広い範囲の人々や河川・ダ

ム・水環境について興味を持ってもらうきっかけづくり

の行事として実施 

令和５年８月27日(日) 

adsホール 

（三重県名張市） 

15 十勝川中流部市民

協働会議 

札札内内川川ダダムム利利活活用用促促進進事事業業  

十勝地方７自治体の水がめであり、札内川流域及び十

勝川中・下流域の洪水対策上重要な役割を果たしている

札内川ダムの認知度が高まり、訪れる人が増えることを

期待して、ダム特有の野鳥２種類の観察を組み合わせた

交流事業を実施 

令和５年８月28日(月) 

札内川ダム 

（北海道中札内村） 

16 特定非営利活動法

人地球温暖化対策

地域協議会 エコ

ネットあんじょう 

矢矢作作川川  水水源源のの森森ププロロジジェェククトト  

広く安城市民に対して、水資源を確保することの重要

性を啓発する活動を通じて、矢作川流域社会づくりに貢

献するため、水源の森観察会、根羽村檜原川での川遊び

体験を通して村民との交流会、水源の森に土地本来のド

ングリの種を蒔く活動を実施 

令和５年６月17日(土)・

７月 29 日(土)及び 10 月

７日(土) 

長野県根羽村 

17 環境教育班 

えこいく 

浴浴衣衣 ddee打打ちちミミズズ〜〜夏夏のの陣陣22002233〜〜  

水の週間に合わせて、浴衣を着用した打ち水、水循環

に関する紙芝居を使った小さい子どもへの環境教育、水

風船を用いたマイクロプラスチックについての教育及

びワークショップ等を行い、水の貴重さなどについて国

民の関心を高め、水の大切さを改めて認識し、水不足を

はじめとした水問題に目を向けるきっかけを醸成する

行事を実施 

令和５年８月６日(日) 

ほか 

くすかぜ広場 

（佐賀県佐賀市） 

− 38 − − 39 −



○○国国土土交交通通省省内内ででののパパネネルル展展示示  

期間 令和５年８月７日（月）～令和５年８月 18 日（金）  
場所 合同庁舎３号館１階正面玄関展示スペース（東京都千代田区霞が関２－１－３） 
内容 第 38回水とのふれあいフォトコンテスト入賞作品、令和５年度水資源功績者表彰受賞者

功績概要、第 45 回全日本中学生水の作文コンクール優秀作品を展示し、国土交通省職員

及び来庁者に水の大切さをＰＲしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○○都都道道府府県県等等がが実実施施すするる「「水水のの日日」」「「水水のの週週間間」」関関連連行行事事  
 国、地方公共団体、その他関係団体による「水の日」「水の週間」関連行事が、令和５年度は

全国で 273 行事実施されました。その中の１例をご紹介します。 
第第７７回回秦秦野野名名水水フフェェスステティィババルル～～私私たたちち((wwee))とと芸芸術術((AARRTT))ををつつななぐぐ水水((wwAATTeeRR))～～【【神神奈奈川川県県秦秦野野市市】】  

期 間 令和５年８月５日（土） 

場 所 クアーズテック秦野カルチャーホール（秦野市平沢 82 番地） 
主 催 神奈川県秦野市（環境共生課） 

参加者 約 700 人 

内 容 「私たち(we)と芸術(ART)をつなぐ水(wATeR)」をテーマに、アート体験やライブペイ

ンティングなどを実施しました。また、名水復活宣言から 20 周年を迎えることから、

記念式典、講演会及びパネルディスカッションを行うほか、名水科学実験教室、名水

水族館、名水マルシェなども開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パネル展示状況 
（水とのふれあいフォトコンテスト入賞作品） 

パネル展示状況 
（水資源功績者表彰受賞者功績概要） 

「秦野名水フェスティバル」ポスター 

秦野名水復活 20周年記念式典 名水科学実験教室 

国・地方公共団体等における取組について 

 
内閣官房水循環政策本部事務局をはじめとする国の機関や地方公共団体等において、水に関

する理解を深めるための取組が実施されました。 

 

○○ここどどもも霞霞がが関関見見学学デデーー  ～～水水ににつついいてて考考ええててみみよようう！！～～  

日時 令和５年８月２日（水）～３日（木） 
場所 中央合同庁舎３号館 10 階共用会議室（東京都千代田区霞が関２－１－３） 
 
実施協力 巧水スタイル推進チーム（日本レストルーム工業会） 
内容 水水ににつついいてて考考ええよようう！！～～「「巧巧水水（（たたくくみみ））検検定定」」をを行行ううよよ～～ 
    タブレット端末を使用した「巧水検定」を行い、クイズ形式で「水の賢い使い方」を

楽しく学習してもらいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実施協力 NPO 法人雨水まちづくりサポート 
内容 親親子子でで挑挑戦戦！！「「ああままみみずず検検定定」」特特別別編編  
    雨をテーマにしたミニ実験で水の浸み込みやすさと地面の関係を見たり、クイズに答

えて、水循環やあまみず活用に関する知識を身につけました。 
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○○「「＃＃水水源源地地行行っっててみみたた」」キキャャンンペペーーンンのの実実施施  

 例年、水の大切さに関する普及啓発活動を実施している中で、今年度は「水源地」に着目し、

自分たちが普段使っている「水」はどこから来るのか、水源地を調べ訪れてもらうキャンペー

ンを実施しました。 
 
①「＃水源地行ってみた」水源地の写真を SNS に投稿しよう！ 
 普段当たり前のように使っている水や、住んでいる街を流れる川など、身の回りの「水」は

どこからやってくるのでしょうか？水源地を調べて実際に訪れ、水源地を撮影し、「#水源地行

ってみた」をつけた画像を X（旧 Twitter）、Instagram にて募集しました。 
 応募された画像の中から作品を選定し、８月１日に実施した「水の日」記念行事「水を考え

るつどい」にて発表しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②シャワーズと巡る水源地シリーズ ３本の動画を配信！ 
 「水の日」応援大使「シャワーズ」が日本各地の３か所の水源地域を訪問しました。 
 訪れた水源地の魅力や、森林保全、地域振興に携わる人達へのインタビューなどを国土交通

省 YouTube で配信しています。 
 
・熊本県熊本市  『ばっ！ 水源地』  https://youtu.be/WlRSXJdHKAc 
・徳島県那賀町  『あばばい 水源地』 https://youtu.be/ScauO9CUmOY 
・秋田県にかほ市 『へば 水源地さ！』 https://youtu.be/1zyLbMUn7Hw 

 
 
 

投稿された水源地の写真（一部） 

熊本県熊本市 徳島県那賀町 秋田県にかほ市 

○○「「水水のの日日」」ブブルルーーラライイトトアアッッププ  

実施日 令和５年８月１日（火）～７日（月） 
場 所 全国各地の施設（１１７箇所） 
内 容 より多くの人に「水の大切さ」や「健全な水循環」にいて考えていただくため、地方

公共団体・事業者・民間の団体等の協力を得ながら、全国各地の施設を、「水」を連想

させるブルーにライトアップしました。 
例年、「水の日」（８月１日）に実施していましたが、今年は「水の週間」である 

８月１日～７日に期間を延長して実施しました。 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ブルーに染まった各地の施設 

水都の泉・水都タワー 
（岐阜県大垣市） 

東武鉄道隅田川橋梁 
（東京都） 

鶴ヶ城（会津若松城） 
（福島県会津若松市） 

川口ダム 
（徳島県那賀町） 

水戸市水道低区配水塔 
（茨城県水戸市） 

永瀬ダム 
（高知県香美市） 
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○○第第５５回回「「水水ののああるる暮暮ららしし」」フフォォトトココンンテテスストト【【（（一一社社））日日本本レレスストトルルーームム工工業業会会】】  

募集期間 令和５年３月１日（水）～令和５年５月３１日（水） 

結果発表 令和５年８月１日（火） 

主催 一般社団法人 日本レストルーム工業会 

入選 最優秀たくみ賞：１点、優秀たくみ賞：３点、たくみ賞入選５点 

内容  巧水スタイル※１推進の一環として、水への関心を高め、節水を考える機会の創作を目

的とした「水のある暮らし」フォトコンテストを実施しました。 

幅広い年齢層の方から多くのご応募をいただき、応募作品を通して、改めて水が身近

にあることの喜びとともに、その恵みの尊さ・大切さを感じることができました。 

入選者は８月１日の「水の日」にあわせ、（一社）日本レストルーム工業会ホームペー

ジ等で発表しています。 

※1 巧水スタイルとは、「水を賢く使う社会」の実現のために、日本が世界に冠たる水の国、巧水（たくみ）の国と

なっていけるよう、産学官の連携によって「節水意識」の向上と「節水化技術」、「節水化システム」の普及・

啓発を図る活動によって目指す社会のキーワードです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

募集チラシ 第５回「水のある暮らし」フォトコンテスト 
最優秀たくみ賞 受賞作品 

③「水の日」応援大使「シャワーズ」のフォトパネル・スタンプを設置！ 
②の動画を撮影した水源地周辺施設や水の週間中央行事の「水を考えるつどい」「水のワーク

ショップ」にて、「水の日」応援大使「シャワーズ」のフォトパネル・スタンプを設置し、水源

地域への関心の引き立てやイベントの盛り上げに役立てました。 
また、「水の日」応援大使「シャワーズ」のボトルシールを作成し、動画を撮影した水源地周

辺施設や「水の日」応援大使「シャワーズ」派遣行事など、様々な場で配布することで、「水の

日」の認知度の向上に努めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「水の日」スタンプ 水源地フォトパネル 

徳島県那賀町役場木頭支所 ８月１日「水を考えるつどい」会場内 

「水の日」応援大使「シャワーズ」 
ボトルシール 

− 44 − − 45 −

○○第第５５回回「「水水ののああるる暮暮ららしし」」フフォォトトココンンテテスストト【【（（一一社社））日日本本レレスストトルルーームム工工業業会会】】  

募集期間 令和５年３月１日（水）～令和５年５月３１日（水） 

結果発表 令和５年８月１日（火） 

主催 一般社団法人 日本レストルーム工業会 

入選 最優秀たくみ賞：１点、優秀たくみ賞：３点、たくみ賞入選５点 

内容  巧水スタイル※１推進の一環として、水への関心を高め、節水を考える機会の創作を目

的とした「水のある暮らし」フォトコンテストを実施しました。 

幅広い年齢層の方から多くのご応募をいただき、応募作品を通して、改めて水が身近

にあることの喜びとともに、その恵みの尊さ・大切さを感じることができました。 

入選者は８月１日の「水の日」にあわせ、（一社）日本レストルーム工業会ホームペー

ジ等で発表しています。 

※1 巧水スタイルとは、「水を賢く使う社会」の実現のために、日本が世界に冠たる水の国、巧水（たくみ）の国と

なっていけるよう、産学官の連携によって「節水意識」の向上と「節水化技術」、「節水化システム」の普及・

啓発を図る活動によって目指す社会のキーワードです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

募集チラシ 第５回「水のある暮らし」フォトコンテスト 
最優秀たくみ賞 受賞作品 

③「水の日」応援大使「シャワーズ」のフォトパネル・スタンプを設置！ 
②の動画を撮影した水源地周辺施設や水の週間中央行事の「水を考えるつどい」「水のワーク

ショップ」にて、「水の日」応援大使「シャワーズ」のフォトパネル・スタンプを設置し、水源

地域への関心の引き立てやイベントの盛り上げに役立てました。 
また、「水の日」応援大使「シャワーズ」のボトルシールを作成し、動画を撮影した水源地周

辺施設や「水の日」応援大使「シャワーズ」派遣行事など、様々な場で配布することで、「水の

日」の認知度の向上に努めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「水の日」スタンプ 水源地フォトパネル 

徳島県那賀町役場木頭支所 ８月１日「水を考えるつどい」会場内 

「水の日」応援大使「シャワーズ」 
ボトルシール 

− 44 − − 45 −



○○第第５５回回「「水水ののああるる暮暮ららしし」」フフォォトトココンンテテスストト【【（（一一社社））日日本本レレスストトルルーームム工工業業会会】】  

募集期間 令和５年３月１日（水）～令和５年５月３１日（水） 

結果発表 令和５年８月１日（火） 

主催 一般社団法人 日本レストルーム工業会 

入選 最優秀たくみ賞：１点、優秀たくみ賞：３点、たくみ賞入選５点 

内容  巧水スタイル※１推進の一環として、水への関心を高め、節水を考える機会の創作を目

的とした「水のある暮らし」フォトコンテストを実施しました。 

幅広い年齢層の方から多くのご応募をいただき、応募作品を通して、改めて水が身近

にあることの喜びとともに、その恵みの尊さ・大切さを感じることができました。 

入選者は８月１日の「水の日」にあわせ、（一社）日本レストルーム工業会ホームペー

ジ等で発表しています。 

※1 巧水スタイルとは、「水を賢く使う社会」の実現のために、日本が世界に冠たる水の国、巧水（たくみ）の国と

なっていけるよう、産学官の連携によって「節水意識」の向上と「節水化技術」、「節水化システム」の普及・

啓発を図る活動によって目指す社会のキーワードです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

募集チラシ 第５回「水のある暮らし」フォトコンテスト 
最優秀たくみ賞 受賞作品 

③「水の日」応援大使「シャワーズ」のフォトパネル・スタンプを設置！ 
②の動画を撮影した水源地周辺施設や水の週間中央行事の「水を考えるつどい」「水のワーク

ショップ」にて、「水の日」応援大使「シャワーズ」のフォトパネル・スタンプを設置し、水源

地域への関心の引き立てやイベントの盛り上げに役立てました。 
また、「水の日」応援大使「シャワーズ」のボトルシールを作成し、動画を撮影した水源地周
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○○８８月月１１日日「「水水のの日日」」ままででののカカウウンントトダダウウンン  

 ８月１日「水の日」の１週間前より、X（旧Twitter）（国土交通省アカ

ウント）で「シャワーズ」によるカウントダウン動画を公開しました。 

「水源地」をテーマとし、シャワーズが荒川の河口から上流へ１日ご

とにあがっていくストーリーになっています。８日間のツイートで計1.6

万「いいね」が付けられました。 

  

  

 
○○｢｢水水のの日日｣｣ポポススタターーにによよるるＰＰＲＲ  

期間 令和５年７月１日（土）～令和５年８月７日（火） 

場所 関係府省庁、都道府県、市町村、中学校、鉄道会社等で掲出 

内容 「シャワーズ」と 2023 ミス日本「水の天使」の竹田聖彩さんを採用したポスターを制作し、

積極的な情報発信を行いました。ポスターは、官公庁（地方公共団体、地方整備局等）のほか

に、全国の鉄道会社や民間企業の施設でも掲示いただき、「水の日」の認知度向上を図りまし

た。（ポスター配布枚数約２万枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○○水水のの日日・・水水のの週週間間キキャャンンペペーーンン  

（株）ＪＲ東日本クロスステーションが展開しているコンビニエンスストア「NewDays」におい

て、「水の日・水の週間キャンペーン」として、指定のミネラルウォーターを５本購入すると１本分

の引き換えクーポンがもらえるキャンペーンを水の週間期間中に各店舗で実施されました。キャン

ペーンの期間中は各店舗において、水の日・水の週間のロゴが掲載され、多くの方に水の日・水の

週間を知っていただく機会となりました。 

令和５年度「水の日」ポスター ポスター掲出状況 

東京メトロ(霞が関駅) 

広報の取組 

 

国民に「水の日」（８月１日）を広く知っていただき、健全な水循環の重要性について理解と関心

を深めていただくため、令和３年７月に水循環政策担当大臣（国土交通大臣）が、ポケットモンス

ターの「シャワーズ」を「水の日」応援大使に任命しました。 

「シャワーズ」大使には、「水の日」PR 動画へ出演をはじめ、さまざまな活動を通じ、「水の日」

の認知度の向上に努めていただいています。 

 

 

○○「「水水のの日日」」動動画画にによよるるＰＰＲＲ  

投稿日 令和５年７月３日（月） 

媒 体 YouTube（国土交通省チャンネル） 
URL https://www.youtube.com/watch?v=moz5NE22Ork 

 
 
「シャワーズ」と2023ミス日本「水の天使」の竹田

聖彩さんが出演する「水の日」PR動画を制作し、

YouTube（国土交通省チャンネル）で公開しました。 
今年の動画は、令和２年度から実施している「水の

日」ブルーライトアップをテーマにしており、茨城県

水戸芸術館にて撮影しました。 
今年の動画も大きな反響を受け、公開から1か月で

9.8万回再生を記録しました。 
 
 
動画は、YouTube（国土交通省チャンネル）以外に、

国土交通省合同庁舎３号館１階展示コーナーや、東京

都都庁、久留米シティビジョン（福岡県）などのデジ

タルサイネージにて放映されました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水の日 PR 動画 

水の日 PR 動画 2 次元バーコード 

国土交通省合同庁舎３号館１階展示コーナー 
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宮城県 ○ ○ ◎ ○ ○
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○○「「水水のの日日」」応応援援大大使使「「シシャャワワーーズズ」」のの派派遣遣  

地方公共団体が主催する「水の日」関連行事に、行事の実施効果を高め、「水の日」の認知度の向上

および国民の間に広く健全な水循環の重要性についての理解と関心を深めてもらうため、「水の日」

応援大使「シャワーズ」を派遣しました。 

今年は、３か所の「水の日」関連行事に「シャワーズ」が登場し盛り上げました。  

■７月22日（土）茨城県日立市 エコフェスひたち2023 
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8月2日 山口県 宇部日報 地方 水生生物で水質チェック　厚東川で親と子の教室

8月2日 大分県 大分放送 地方
夏休みの小中学生と保護者が浄水場見学　水道水が出来上がるま
でのプロセスに驚く

8/2～8/4 滋賀県 京都新聞 滋賀県 滋賀県中学生水の作文コンクール

8月3日 岩手県 東海新報 地方 キャッセンから透明感発信　「水の日」に合わせてライトアップ

8月3日 長野県 信濃毎日新聞 地方 「水の日」佐久市役所を青く演出

8月3日 岐阜県 岐阜新聞 地方 大垣の玄関口、青く光る

8月4日 富山県 富山新聞 地方 中学生８人が入賞　水の作文コンクール

8月4日 兵庫県 Baycom 地方 尼崎市打ち水大作戦inあまがさき2023（週刊Bayニュース内で放送）

8月4日 和歌山県 テレビ和歌山 地方 全日本中学生水の作文コンクール

8月4日 和歌山県 和歌山放送（ラジオ） 地方 第45回全日本中学生水の作文コンクール」表彰式

8月5日 福島県 福島民友 地方 水の作文入賞者　秋山さんら表彰　県コンクール

8月5日 長野県 信濃毎日新聞 地方 松本城公園で「打ち水大作戦」省エネで涼しさ味わって

8月5日 長野県 市民タイムス 地方 お城で打ち水　感謝込め　シャワーズも参加

8月5日 徳島県 NHK徳島（テレビ） 地方 親子で水難事故防止の講習会

8月6日 北海道 釧路新聞 地方 水の週間に合わせ 水道の重要性PR

8月6日 青森県 デーリー東北 地方 小林さん（是川中2年）厚労大臣賞

8月6日 徳島県 徳島新聞 地方 親子連れ18人吉野川を満喫

8月7日 青森県 北海道新聞 地方 全力で楽しむ夏休み　むつでフェス、7日まで

8月7日 山形県 毎日新聞 全国
熱中症対策 効果いかに　消雪パイプで「打ち水」 「水のまち」山形・
長井で検証

8月7日 福島県 福島民報 地方 全国で入選の秋山さんら表彰　中学生水の作文

8月7日 茨城県 日本水道新聞 全国 施設も「水」色

8月7日 香川県 四国新聞 地方 魚のすくい取りに歓声　三豊で「水辺の納涼祭」

8月8日 北海道 北海道新聞 地方 砂川中３年・水島颯一さん　全国作文コンクール優秀賞　遊水地の環境題材

8月8日 北海道 プレス空知 地方 水島くん全国優秀賞　中学生水の作文コン　遊水地の思い出綴る

8月8日 青森県 東奥日報 地方 水遊び　めっちゃ楽しい　金谷公園でフェス

8月8日 富山県 北日本新聞 地方 浄水場で除草　市管工業協同組合

8月10日 宮城県 TBC東北放送 地方
全日本中学生水の作文コンクールで農林水産大臣賞の仙台の中学
生が「一日ダム管理所長」に就任　宮城

8月11日 神奈川県 ＴＢＳ（THE TIME,） 全国 きれいな水を育む”森の秘密”

8月16日 沖縄県 沖縄タイムス 地方 平田さんに全国優秀賞　南風原中３年　水の作文コンクール

8月17日 神奈川県 神奈川新聞 地方 秦野名水守り次代へ「汚染の怖さ語り継ぐ」

月　日 都道府県 新聞名 地域 見　　　出　　　し

6月1日 福島県 福島民報 地方 秋山さん（須賀川一）ら最高賞　中学生水の作文県コンクール

6月1日 福島県 福島民友 地方 秋山さん（須賀川一中）ら優秀賞　水の作文 県内５点全国へ

7月15日 北海道 プレス空知 地方 中学生水の作文・道コンクール　砂川の水島くん中央審査へ

7月16日 香川県 西日本放送（ラジオ） 地方 節水チャレンジについて

7月20日 福井県 福井新聞 地方 上下水道の仕組み　展示や体験で学ぶ

7月23日 埼玉県 東京新聞（埼玉版） 地方 大宮で打ち水大作戦

7月23日 鹿児島県 南日本新聞 地方 大波小波　親子で水辺満喫

7月25日 北海道 北海道新聞 地方 ＜北見＞全道水の作文コン入選　相内中３年・小野芭菜さん、２年・横山民桜さん「水守る大切さ感じた」

7月26日 兵庫県 NHK（テレビ） 地方 「暑さしのぎに」 芦屋市役所の玄関前に霧を出す装置

7月26日 長崎県 KBC九州朝日放送 地方 長崎水道１００周年記念モニュメント「みずまるくん」愛称考案者への記念品贈呈式

7月27日 埼玉県 上毛新聞（西北毛版） 地方 ダム見学、サッカーで交流

7月27日 愛知県 東愛知新聞 地方 「水の恵み」村松さん入選

7月28日 神奈川県 神奈川新聞 地方 中学「水の作文」浜野さん最優秀

7月29日 茨城県 茨城新聞 地方 中学生水の作文コンクール最優秀賞に遠藤さん(土浦日大中教校）

7月30日 兵庫県 神戸新聞 地方 猛烈な暑さに打ち水で対抗！！尼崎で小学生らが体験

7月31日 神奈川県 水道産業新聞 全国 水循環啓発リーフレットを４年生に配布 横浜市

8月1日 富山県 北日本新聞 地方 きょう８月１日は「水の日」

8月1日 福井県 日刊県民福井 地方 ちょうちん　涼しさ演出　―大野の御清水―

8月1日 愛知県 中日新聞 地方 大切な水　ダムの役割紹介

8月1日 島根県 島根日日新聞 地方 高草木さんが入選　全日本中学生水の作文コンクール

8月1日 山口県 防日新聞 地方 ブルーにライトアップ　防府総合用水円筒分水工

8月1日 香川県 四国新聞 地方 ８月１日は「水の日」　限りある水資源　大切に

8月1日 長崎県 KTNテレビ長崎 地方 水の日記念にお目見え！長崎市役所で初の「ダムカレー」提供開始！

8月1日 熊本県 KAB（テレビ） 地方 8月1日は「水の日」　ポケモン「シャワーズ」が熊本の水資源PR

8月2日 富山県 北日本新聞 地方 打ち水　暑さ和らげ　射水神社初の大作戦

8月2日 福井県 福井新聞 地方 水思う青、洋館照らす　県内5ヵ所ライトアップ

8月2日 福井県 福井新聞 地方 水の日に川遊び満喫　大野　児童21人豊かさ実感

8月2日 三重県 夕刊三重 地方 「水の日」ちなみ青色に　明和町斎宮の復元建物

第４７回「水の週間」新聞等報道状況
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8月2日 山口県 宇部日報 地方 水生生物で水質チェック　厚東川で親と子の教室

8月2日 大分県 大分放送 地方
夏休みの小中学生と保護者が浄水場見学　水道水が出来上がるま
でのプロセスに驚く

8/2～8/4 滋賀県 京都新聞 滋賀県 滋賀県中学生水の作文コンクール

8月3日 岩手県 東海新報 地方 キャッセンから透明感発信　「水の日」に合わせてライトアップ

8月3日 長野県 信濃毎日新聞 地方 「水の日」佐久市役所を青く演出

8月3日 岐阜県 岐阜新聞 地方 大垣の玄関口、青く光る

8月4日 富山県 富山新聞 地方 中学生８人が入賞　水の作文コンクール

8月4日 兵庫県 Baycom 地方 尼崎市打ち水大作戦inあまがさき2023（週刊Bayニュース内で放送）

8月4日 和歌山県 テレビ和歌山 地方 全日本中学生水の作文コンクール

8月4日 和歌山県 和歌山放送（ラジオ） 地方 第45回全日本中学生水の作文コンクール」表彰式

8月5日 福島県 福島民友 地方 水の作文入賞者　秋山さんら表彰　県コンクール

8月5日 長野県 信濃毎日新聞 地方 松本城公園で「打ち水大作戦」省エネで涼しさ味わって

8月5日 長野県 市民タイムス 地方 お城で打ち水　感謝込め　シャワーズも参加

8月5日 徳島県 NHK徳島（テレビ） 地方 親子で水難事故防止の講習会

8月6日 北海道 釧路新聞 地方 水の週間に合わせ 水道の重要性PR

8月6日 青森県 デーリー東北 地方 小林さん（是川中2年）厚労大臣賞

8月6日 徳島県 徳島新聞 地方 親子連れ18人吉野川を満喫

8月7日 青森県 北海道新聞 地方 全力で楽しむ夏休み　むつでフェス、7日まで

8月7日 山形県 毎日新聞 全国
熱中症対策 効果いかに　消雪パイプで「打ち水」 「水のまち」山形・
長井で検証

8月7日 福島県 福島民報 地方 全国で入選の秋山さんら表彰　中学生水の作文

8月7日 茨城県 日本水道新聞 全国 施設も「水」色

8月7日 香川県 四国新聞 地方 魚のすくい取りに歓声　三豊で「水辺の納涼祭」

8月8日 北海道 北海道新聞 地方 砂川中３年・水島颯一さん　全国作文コンクール優秀賞　遊水地の環境題材

8月8日 北海道 プレス空知 地方 水島くん全国優秀賞　中学生水の作文コン　遊水地の思い出綴る

8月8日 青森県 東奥日報 地方 水遊び　めっちゃ楽しい　金谷公園でフェス

8月8日 富山県 北日本新聞 地方 浄水場で除草　市管工業協同組合

8月10日 宮城県 TBC東北放送 地方
全日本中学生水の作文コンクールで農林水産大臣賞の仙台の中学
生が「一日ダム管理所長」に就任　宮城

8月11日 神奈川県 ＴＢＳ（THE TIME,） 全国 きれいな水を育む”森の秘密”

8月16日 沖縄県 沖縄タイムス 地方 平田さんに全国優秀賞　南風原中３年　水の作文コンクール

8月17日 神奈川県 神奈川新聞 地方 秦野名水守り次代へ「汚染の怖さ語り継ぐ」

月　日 都道府県 新聞名 地域 見　　　出　　　し

6月1日 福島県 福島民報 地方 秋山さん（須賀川一）ら最高賞　中学生水の作文県コンクール

6月1日 福島県 福島民友 地方 秋山さん（須賀川一中）ら優秀賞　水の作文 県内５点全国へ

7月15日 北海道 プレス空知 地方 中学生水の作文・道コンクール　砂川の水島くん中央審査へ

7月16日 香川県 西日本放送（ラジオ） 地方 節水チャレンジについて

7月20日 福井県 福井新聞 地方 上下水道の仕組み　展示や体験で学ぶ

7月23日 埼玉県 東京新聞（埼玉版） 地方 大宮で打ち水大作戦

7月23日 鹿児島県 南日本新聞 地方 大波小波　親子で水辺満喫

7月25日 北海道 北海道新聞 地方 ＜北見＞全道水の作文コン入選　相内中３年・小野芭菜さん、２年・横山民桜さん「水守る大切さ感じた」

7月26日 兵庫県 NHK（テレビ） 地方 「暑さしのぎに」 芦屋市役所の玄関前に霧を出す装置

7月26日 長崎県 KBC九州朝日放送 地方 長崎水道１００周年記念モニュメント「みずまるくん」愛称考案者への記念品贈呈式

7月27日 埼玉県 上毛新聞（西北毛版） 地方 ダム見学、サッカーで交流

7月27日 愛知県 東愛知新聞 地方 「水の恵み」村松さん入選

7月28日 神奈川県 神奈川新聞 地方 中学「水の作文」浜野さん最優秀

7月29日 茨城県 茨城新聞 地方 中学生水の作文コンクール最優秀賞に遠藤さん(土浦日大中教校）

7月30日 兵庫県 神戸新聞 地方 猛烈な暑さに打ち水で対抗！！尼崎で小学生らが体験

7月31日 神奈川県 水道産業新聞 全国 水循環啓発リーフレットを４年生に配布 横浜市

8月1日 富山県 北日本新聞 地方 きょう８月１日は「水の日」

8月1日 福井県 日刊県民福井 地方 ちょうちん　涼しさ演出　―大野の御清水―

8月1日 愛知県 中日新聞 地方 大切な水　ダムの役割紹介

8月1日 島根県 島根日日新聞 地方 高草木さんが入選　全日本中学生水の作文コンクール

8月1日 山口県 防日新聞 地方 ブルーにライトアップ　防府総合用水円筒分水工

8月1日 香川県 四国新聞 地方 ８月１日は「水の日」　限りある水資源　大切に

8月1日 長崎県 KTNテレビ長崎 地方 水の日記念にお目見え！長崎市役所で初の「ダムカレー」提供開始！

8月1日 熊本県 KAB（テレビ） 地方 8月1日は「水の日」　ポケモン「シャワーズ」が熊本の水資源PR

8月2日 富山県 北日本新聞 地方 打ち水　暑さ和らげ　射水神社初の大作戦

8月2日 福井県 福井新聞 地方 水思う青、洋館照らす　県内5ヵ所ライトアップ

8月2日 福井県 福井新聞 地方 水の日に川遊び満喫　大野　児童21人豊かさ実感

8月2日 三重県 夕刊三重 地方 「水の日」ちなみ青色に　明和町斎宮の復元建物

第４７回「水の週間」新聞等報道状況
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8月2日 山口県 宇部日報 地方 水生生物で水質チェック　厚東川で親と子の教室

8月2日 大分県 大分放送 地方
夏休みの小中学生と保護者が浄水場見学　水道水が出来上がるま
でのプロセスに驚く

8/2～8/4 滋賀県 京都新聞 滋賀県 滋賀県中学生水の作文コンクール

8月3日 岩手県 東海新報 地方 キャッセンから透明感発信　「水の日」に合わせてライトアップ

8月3日 長野県 信濃毎日新聞 地方 「水の日」佐久市役所を青く演出

8月3日 岐阜県 岐阜新聞 地方 大垣の玄関口、青く光る

8月4日 富山県 富山新聞 地方 中学生８人が入賞　水の作文コンクール

8月4日 兵庫県 Baycom 地方 尼崎市打ち水大作戦inあまがさき2023（週刊Bayニュース内で放送）

8月4日 和歌山県 テレビ和歌山 地方 全日本中学生水の作文コンクール

8月4日 和歌山県 和歌山放送（ラジオ） 地方 第45回全日本中学生水の作文コンクール」表彰式

8月5日 福島県 福島民友 地方 水の作文入賞者　秋山さんら表彰　県コンクール

8月5日 長野県 信濃毎日新聞 地方 松本城公園で「打ち水大作戦」省エネで涼しさ味わって

8月5日 長野県 市民タイムス 地方 お城で打ち水　感謝込め　シャワーズも参加

8月5日 徳島県 NHK徳島（テレビ） 地方 親子で水難事故防止の講習会

8月6日 北海道 釧路新聞 地方 水の週間に合わせ 水道の重要性PR

8月6日 青森県 デーリー東北 地方 小林さん（是川中2年）厚労大臣賞

8月6日 徳島県 徳島新聞 地方 親子連れ18人吉野川を満喫

8月7日 青森県 北海道新聞 地方 全力で楽しむ夏休み　むつでフェス、7日まで

8月7日 山形県 毎日新聞 全国
熱中症対策 効果いかに　消雪パイプで「打ち水」 「水のまち」山形・
長井で検証

8月7日 福島県 福島民報 地方 全国で入選の秋山さんら表彰　中学生水の作文

8月7日 茨城県 日本水道新聞 全国 施設も「水」色

8月7日 香川県 四国新聞 地方 魚のすくい取りに歓声　三豊で「水辺の納涼祭」

8月8日 北海道 北海道新聞 地方 砂川中３年・水島颯一さん　全国作文コンクール優秀賞　遊水地の環境題材

8月8日 北海道 プレス空知 地方 水島くん全国優秀賞　中学生水の作文コン　遊水地の思い出綴る

8月8日 青森県 東奥日報 地方 水遊び　めっちゃ楽しい　金谷公園でフェス

8月8日 富山県 北日本新聞 地方 浄水場で除草　市管工業協同組合

8月10日 宮城県 TBC東北放送 地方
全日本中学生水の作文コンクールで農林水産大臣賞の仙台の中学
生が「一日ダム管理所長」に就任　宮城

8月11日 神奈川県 ＴＢＳ（THE TIME,） 全国 きれいな水を育む”森の秘密”

8月16日 沖縄県 沖縄タイムス 地方 平田さんに全国優秀賞　南風原中３年　水の作文コンクール

8月17日 神奈川県 神奈川新聞 地方 秦野名水守り次代へ「汚染の怖さ語り継ぐ」

月　日 都道府県 新聞名 地域 見　　　出　　　し

6月1日 福島県 福島民報 地方 秋山さん（須賀川一）ら最高賞　中学生水の作文県コンクール

6月1日 福島県 福島民友 地方 秋山さん（須賀川一中）ら優秀賞　水の作文 県内５点全国へ

7月15日 北海道 プレス空知 地方 中学生水の作文・道コンクール　砂川の水島くん中央審査へ

7月16日 香川県 西日本放送（ラジオ） 地方 節水チャレンジについて

7月20日 福井県 福井新聞 地方 上下水道の仕組み　展示や体験で学ぶ

7月23日 埼玉県 東京新聞（埼玉版） 地方 大宮で打ち水大作戦

7月23日 鹿児島県 南日本新聞 地方 大波小波　親子で水辺満喫

7月25日 北海道 北海道新聞 地方 ＜北見＞全道水の作文コン入選　相内中３年・小野芭菜さん、２年・横山民桜さん「水守る大切さ感じた」

7月26日 兵庫県 NHK（テレビ） 地方 「暑さしのぎに」 芦屋市役所の玄関前に霧を出す装置

7月26日 長崎県 KBC九州朝日放送 地方 長崎水道１００周年記念モニュメント「みずまるくん」愛称考案者への記念品贈呈式

7月27日 埼玉県 上毛新聞（西北毛版） 地方 ダム見学、サッカーで交流

7月27日 愛知県 東愛知新聞 地方 「水の恵み」村松さん入選

7月28日 神奈川県 神奈川新聞 地方 中学「水の作文」浜野さん最優秀

7月29日 茨城県 茨城新聞 地方 中学生水の作文コンクール最優秀賞に遠藤さん(土浦日大中教校）

7月30日 兵庫県 神戸新聞 地方 猛烈な暑さに打ち水で対抗！！尼崎で小学生らが体験

7月31日 神奈川県 水道産業新聞 全国 水循環啓発リーフレットを４年生に配布 横浜市

8月1日 富山県 北日本新聞 地方 きょう８月１日は「水の日」

8月1日 福井県 日刊県民福井 地方 ちょうちん　涼しさ演出　―大野の御清水―

8月1日 愛知県 中日新聞 地方 大切な水　ダムの役割紹介

8月1日 島根県 島根日日新聞 地方 高草木さんが入選　全日本中学生水の作文コンクール

8月1日 山口県 防日新聞 地方 ブルーにライトアップ　防府総合用水円筒分水工

8月1日 香川県 四国新聞 地方 ８月１日は「水の日」　限りある水資源　大切に

8月1日 長崎県 KTNテレビ長崎 地方 水の日記念にお目見え！長崎市役所で初の「ダムカレー」提供開始！

8月1日 熊本県 KAB（テレビ） 地方 8月1日は「水の日」　ポケモン「シャワーズ」が熊本の水資源PR

8月2日 富山県 北日本新聞 地方 打ち水　暑さ和らげ　射水神社初の大作戦

8月2日 福井県 福井新聞 地方 水思う青、洋館照らす　県内5ヵ所ライトアップ

8月2日 福井県 福井新聞 地方 水の日に川遊び満喫　大野　児童21人豊かさ実感

8月2日 三重県 夕刊三重 地方 「水の日」ちなみ青色に　明和町斎宮の復元建物

第４７回「水の週間」新聞等報道状況

− 50 − − 51 −

8月2日 山口県 宇部日報 地方 水生生物で水質チェック　厚東川で親と子の教室

8月2日 大分県 大分放送 地方
夏休みの小中学生と保護者が浄水場見学　水道水が出来上がるま
でのプロセスに驚く

8/2～8/4 滋賀県 京都新聞 滋賀県 滋賀県中学生水の作文コンクール

8月3日 岩手県 東海新報 地方 キャッセンから透明感発信　「水の日」に合わせてライトアップ

8月3日 長野県 信濃毎日新聞 地方 「水の日」佐久市役所を青く演出

8月3日 岐阜県 岐阜新聞 地方 大垣の玄関口、青く光る

8月4日 富山県 富山新聞 地方 中学生８人が入賞　水の作文コンクール

8月4日 兵庫県 Baycom 地方 尼崎市打ち水大作戦inあまがさき2023（週刊Bayニュース内で放送）

8月4日 和歌山県 テレビ和歌山 地方 全日本中学生水の作文コンクール

8月4日 和歌山県 和歌山放送（ラジオ） 地方 第45回全日本中学生水の作文コンクール」表彰式

8月5日 福島県 福島民友 地方 水の作文入賞者　秋山さんら表彰　県コンクール

8月5日 長野県 信濃毎日新聞 地方 松本城公園で「打ち水大作戦」省エネで涼しさ味わって

8月5日 長野県 市民タイムス 地方 お城で打ち水　感謝込め　シャワーズも参加

8月5日 徳島県 NHK徳島（テレビ） 地方 親子で水難事故防止の講習会

8月6日 北海道 釧路新聞 地方 水の週間に合わせ 水道の重要性PR

8月6日 青森県 デーリー東北 地方 小林さん（是川中2年）厚労大臣賞

8月6日 徳島県 徳島新聞 地方 親子連れ18人吉野川を満喫

8月7日 青森県 北海道新聞 地方 全力で楽しむ夏休み　むつでフェス、7日まで

8月7日 山形県 毎日新聞 全国
熱中症対策 効果いかに　消雪パイプで「打ち水」 「水のまち」山形・
長井で検証

8月7日 福島県 福島民報 地方 全国で入選の秋山さんら表彰　中学生水の作文

8月7日 茨城県 日本水道新聞 全国 施設も「水」色

8月7日 香川県 四国新聞 地方 魚のすくい取りに歓声　三豊で「水辺の納涼祭」

8月8日 北海道 北海道新聞 地方 砂川中３年・水島颯一さん　全国作文コンクール優秀賞　遊水地の環境題材

8月8日 北海道 プレス空知 地方 水島くん全国優秀賞　中学生水の作文コン　遊水地の思い出綴る

8月8日 青森県 東奥日報 地方 水遊び　めっちゃ楽しい　金谷公園でフェス

8月8日 富山県 北日本新聞 地方 浄水場で除草　市管工業協同組合

8月10日 宮城県 TBC東北放送 地方
全日本中学生水の作文コンクールで農林水産大臣賞の仙台の中学
生が「一日ダム管理所長」に就任　宮城

8月11日 神奈川県 ＴＢＳ（THE TIME,） 全国 きれいな水を育む”森の秘密”

8月16日 沖縄県 沖縄タイムス 地方 平田さんに全国優秀賞　南風原中３年　水の作文コンクール

8月17日 神奈川県 神奈川新聞 地方 秦野名水守り次代へ「汚染の怖さ語り継ぐ」

月　日 都道府県 新聞名 地域 見　　　出　　　し

6月1日 福島県 福島民報 地方 秋山さん（須賀川一）ら最高賞　中学生水の作文県コンクール

6月1日 福島県 福島民友 地方 秋山さん（須賀川一中）ら優秀賞　水の作文 県内５点全国へ

7月15日 北海道 プレス空知 地方 中学生水の作文・道コンクール　砂川の水島くん中央審査へ

7月16日 香川県 西日本放送（ラジオ） 地方 節水チャレンジについて

7月20日 福井県 福井新聞 地方 上下水道の仕組み　展示や体験で学ぶ

7月23日 埼玉県 東京新聞（埼玉版） 地方 大宮で打ち水大作戦

7月23日 鹿児島県 南日本新聞 地方 大波小波　親子で水辺満喫

7月25日 北海道 北海道新聞 地方 ＜北見＞全道水の作文コン入選　相内中３年・小野芭菜さん、２年・横山民桜さん「水守る大切さ感じた」

7月26日 兵庫県 NHK（テレビ） 地方 「暑さしのぎに」 芦屋市役所の玄関前に霧を出す装置

7月26日 長崎県 KBC九州朝日放送 地方 長崎水道１００周年記念モニュメント「みずまるくん」愛称考案者への記念品贈呈式

7月27日 埼玉県 上毛新聞（西北毛版） 地方 ダム見学、サッカーで交流

7月27日 愛知県 東愛知新聞 地方 「水の恵み」村松さん入選

7月28日 神奈川県 神奈川新聞 地方 中学「水の作文」浜野さん最優秀

7月29日 茨城県 茨城新聞 地方 中学生水の作文コンクール最優秀賞に遠藤さん(土浦日大中教校）

7月30日 兵庫県 神戸新聞 地方 猛烈な暑さに打ち水で対抗！！尼崎で小学生らが体験

7月31日 神奈川県 水道産業新聞 全国 水循環啓発リーフレットを４年生に配布 横浜市

8月1日 富山県 北日本新聞 地方 きょう８月１日は「水の日」

8月1日 福井県 日刊県民福井 地方 ちょうちん　涼しさ演出　―大野の御清水―

8月1日 愛知県 中日新聞 地方 大切な水　ダムの役割紹介

8月1日 島根県 島根日日新聞 地方 高草木さんが入選　全日本中学生水の作文コンクール

8月1日 山口県 防日新聞 地方 ブルーにライトアップ　防府総合用水円筒分水工

8月1日 香川県 四国新聞 地方 ８月１日は「水の日」　限りある水資源　大切に

8月1日 長崎県 KTNテレビ長崎 地方 水の日記念にお目見え！長崎市役所で初の「ダムカレー」提供開始！

8月1日 熊本県 KAB（テレビ） 地方 8月1日は「水の日」　ポケモン「シャワーズ」が熊本の水資源PR

8月2日 富山県 北日本新聞 地方 打ち水　暑さ和らげ　射水神社初の大作戦

8月2日 福井県 福井新聞 地方 水思う青、洋館照らす　県内5ヵ所ライトアップ

8月2日 福井県 福井新聞 地方 水の日に川遊び満喫　大野　児童21人豊かさ実感

8月2日 三重県 夕刊三重 地方 「水の日」ちなみ青色に　明和町斎宮の復元建物
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 「水の週間」実施経過  
 

メインスローガン「水－この限りある貴重な資源」「水は限りある貴重な資源です」                 （国土庁発足 S49. 6.26） 

     （国土交通省に再編 H13. 1. 6） 

（水循環政策本部発足 H26. 7. 1） 

年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

昭和 52 

(1) 

貴重な水・あなたと一緒に考えたい 水の用心 ○水の週間展示会（国土庁会議室） 

  （ポスター、パンフレット） 

○第 1 回水資源に関するシンポジウム

（10.25） 

・水の週間閣議了解（5.31） 

・国連水会議（3.14 ～ 25） 

・第三次全国総合開発計画閣議決定 

昭和 53 

(2) 

水の価値をみなおそう 

水源地域の人々に感謝しよう 

水とのふれあいのなかで…… 

水も難局だナ ○ウォーターフェア ’78 

（銀座 松屋） 

・水の週間実行委員会設立 

（ 5. 8、11団体） 

・長期水需給計画策定 

・福岡渇水 

昭和 54 

(3) 

水源地域の人々に感謝しよう 

水の大循環の中で私たちは… 

限りある水－いまこそいかそう私 

               たちの智恵－ 

育てよう水 

－足どり確かに、 

一歩一歩。－ 

○ウォーターフェア’79 

（船の科学館） 

○第 1 回全日本中学生水の作文コンク

ール 

○水資源功績者表彰 

○ウォーターフェアふくおか（福岡市） 

・水資源世論調査 

昭和 55 

(4) 

節水型社会をめざして 

上下流の連帯を育てよう 

貯めましょう日本の水 

－みんなの水を、みんなの水

で。－ 

○ウォーターフェア’80東京 

 （科学技術館） 

○上下流交流運動 

・地域水需給計画推進 

・沖縄渇水 

 

昭和 56 

(5) 

水源地の人たちに感謝しましょう 

いのちの水・水とのであい。 

今日の水・明日の水 

－水みんなの和で 

            育てよう。－ 

○ウォーターフェア’81東京 

 （科学技術館） 

○第 1 回ウォーターフェア隅田川 

レガッタ 

○ウォーターフェアポートピア 

 （兵庫県） 

・水研究協力校の指定 

昭和 57 

(6) 

 丈夫な水に育てたい。 ○ウォーターフェア’82東京 

 （科学技術館） 

○第 2 回水資源に関するシンポジウム

（8. 3 ～ 5） 

・長崎水害 

昭和 58 

(7) 

 やさしい、水、好き。 ○ウォーターフェア’83東京 

 （科学技術館） 

・これより毎年、水資源白書作成 

昭和 59 

(8) 

 水の愛につつまれて ○ウォーターフェア’84東京 

 （科学技術館） 

・水資源局から水資源部へ改組 

（国土庁） 

・国際河川博覧会（アメリカ・ニュー

オリンズ） 

昭和 60 

(9) 

考えよう水－くらしと水・資源とし

て水－ 

水・ありがとう。 ○ウォーターフェア’85東京 

 （科学技術館） 

○ウォーターフェア KOBE 

 （神戸市） 

・冬期渇水 

昭和 61 

(10) 

築こう 水のある豊かな暮らし いつも水といっしょ。 ○ウォーターフェア’86東京 

 （科学技術館） 

○ウォーターランド（新宿副都心） 

○第 1 回水とのふれあいフォトコンテ

スト 

○ダム子供マラソン（宮ヶ瀬ダム） 

・水資源世論調査 

・冬期渇水（西日本） 

昭和 62 

(11) 

水のある豊かな暮らし 水は、ともだち。 ○ウォーターフェア’87東京 

 （科学技術館） 

○第 3 回水資源に関するシンポジウム 

（浩宮殿下による特別講演） 

   （8. 4 ～ 5） 

・首都圏渇水 

・第四次全国総合開発計画閣議決定 

・全国総合水資源計画（ウォータープ 

ラン 2000）策定 

昭和 63 

(12) 

水のある豊かな暮らし ぼくの水、みんなの水。 ○ウォーターフェア’88東京 

 （科学技術館） 

○水の日記念テレビトーク 

・浩宮殿下展示会御台臨 

・竹下内閣総理大臣記念式典臨席 

平成元 

(13) 

水のある豊かな暮らし 水、今日もありがとう。 ○ウォーターフェア’89東京 

 （科学技術館） 

・皇太子殿下展示会行啓 

・宇野内閣総理大臣記念式典臨席 

平成 2 

(14) 

水のある豊かな暮らし 水がささえる豊かな社会 ○ウォーターフェア’90東京 

 （科学技術館） 

・人と水とのかかわり世論調査 

・首都圏渇水 

 

8月17日 岐阜県 岐阜新聞 地方 多治見で打ち水大作戦

8月19日 神奈川県 神奈川新聞 地方 この夏、水源地の大切さを学ぼう -YOKOHAMA Save The Water 2023-

8月22日 和歌山県 和歌山放送（ラジオ） 地方 第45回「全日本中学生水の作文コンクール」表彰式（朗読）

8月25日 和歌山県 テレビ和歌山 地方 マンスリー県政「全日本中学生水の作文コンクール」

8月25日 宮崎県 宮崎日日新聞 地方 全日本中学生水の作文コン 﨑田、田邉さん（宮崎西高付属中）入選

− 52 − − 53 −

 「水の週間」実施経過  
 

メインスローガン「水－この限りある貴重な資源」「水は限りある貴重な資源です」                 （国土庁発足 S49. 6.26） 

     （国土交通省に再編 H13. 1. 6） 

（水循環政策本部発足 H26. 7. 1） 

年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

昭和 52 

(1) 

貴重な水・あなたと一緒に考えたい 水の用心 ○水の週間展示会（国土庁会議室） 

  （ポスター、パンフレット） 

○第 1 回水資源に関するシンポジウム

（10.25） 

・水の週間閣議了解（5.31） 

・国連水会議（3.14 ～ 25） 

・第三次全国総合開発計画閣議決定 

昭和 53 

(2) 

水の価値をみなおそう 

水源地域の人々に感謝しよう 

水とのふれあいのなかで…… 

水も難局だナ ○ウォーターフェア ’78 

（銀座 松屋） 

・水の週間実行委員会設立 

（ 5. 8、11団体） 

・長期水需給計画策定 

・福岡渇水 

昭和 54 

(3) 

水源地域の人々に感謝しよう 

水の大循環の中で私たちは… 

限りある水－いまこそいかそう私 

               たちの智恵－ 

育てよう水 

－足どり確かに、 

一歩一歩。－ 

○ウォーターフェア’79 

（船の科学館） 

○第 1 回全日本中学生水の作文コンク

ール 

○水資源功績者表彰 

○ウォーターフェアふくおか（福岡市） 

・水資源世論調査 

昭和 55 

(4) 

節水型社会をめざして 

上下流の連帯を育てよう 

貯めましょう日本の水 

－みんなの水を、みんなの水

で。－ 

○ウォーターフェア’80東京 

 （科学技術館） 

○上下流交流運動 

・地域水需給計画推進 

・沖縄渇水 

 

昭和 56 

(5) 

水源地の人たちに感謝しましょう 

いのちの水・水とのであい。 

今日の水・明日の水 

－水みんなの和で 

            育てよう。－ 

○ウォーターフェア’81東京 

 （科学技術館） 

○第 1 回ウォーターフェア隅田川 

レガッタ 

○ウォーターフェアポートピア 

 （兵庫県） 

・水研究協力校の指定 

昭和 57 

(6) 

 丈夫な水に育てたい。 ○ウォーターフェア’82東京 

 （科学技術館） 

○第 2 回水資源に関するシンポジウム

（8. 3 ～ 5） 

・長崎水害 

昭和 58 

(7) 

 やさしい、水、好き。 ○ウォーターフェア’83東京 

 （科学技術館） 

・これより毎年、水資源白書作成 

昭和 59 

(8) 

 水の愛につつまれて ○ウォーターフェア’84東京 

 （科学技術館） 

・水資源局から水資源部へ改組 

（国土庁） 

・国際河川博覧会（アメリカ・ニュー

オリンズ） 

昭和 60 

(9) 

考えよう水－くらしと水・資源とし

て水－ 

水・ありがとう。 ○ウォーターフェア’85東京 

 （科学技術館） 

○ウォーターフェア KOBE 

 （神戸市） 

・冬期渇水 

昭和 61 

(10) 

築こう 水のある豊かな暮らし いつも水といっしょ。 ○ウォーターフェア’86東京 

 （科学技術館） 

○ウォーターランド（新宿副都心） 

○第 1 回水とのふれあいフォトコンテ

スト 

○ダム子供マラソン（宮ヶ瀬ダム） 

・水資源世論調査 

・冬期渇水（西日本） 

昭和 62 

(11) 

水のある豊かな暮らし 水は、ともだち。 ○ウォーターフェア’87東京 

 （科学技術館） 

○第 3 回水資源に関するシンポジウム 

（浩宮殿下による特別講演） 

   （8. 4 ～ 5） 

・首都圏渇水 

・第四次全国総合開発計画閣議決定 

・全国総合水資源計画（ウォータープ 

ラン 2000）策定 

昭和 63 

(12) 

水のある豊かな暮らし ぼくの水、みんなの水。 ○ウォーターフェア’88東京 

 （科学技術館） 

○水の日記念テレビトーク 

・浩宮殿下展示会御台臨 

・竹下内閣総理大臣記念式典臨席 

平成元 

(13) 

水のある豊かな暮らし 水、今日もありがとう。 ○ウォーターフェア’89東京 

 （科学技術館） 

・皇太子殿下展示会行啓 

・宇野内閣総理大臣記念式典臨席 

平成 2 

(14) 

水のある豊かな暮らし 水がささえる豊かな社会 ○ウォーターフェア’90東京 

 （科学技術館） 

・人と水とのかかわり世論調査 

・首都圏渇水 

 

8月17日 岐阜県 岐阜新聞 地方 多治見で打ち水大作戦

8月19日 神奈川県 神奈川新聞 地方 この夏、水源地の大切さを学ぼう -YOKOHAMA Save The Water 2023-

8月22日 和歌山県 和歌山放送（ラジオ） 地方 第45回「全日本中学生水の作文コンクール」表彰式（朗読）

8月25日 和歌山県 テレビ和歌山 地方 マンスリー県政「全日本中学生水の作文コンクール」

8月25日 宮崎県 宮崎日日新聞 地方 全日本中学生水の作文コン 﨑田、田邉さん（宮崎西高付属中）入選
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 「水の週間」実施経過  
 

メインスローガン「水－この限りある貴重な資源」「水は限りある貴重な資源です」                 （国土庁発足 S49. 6.26） 

     （国土交通省に再編 H13. 1. 6） 

（水循環政策本部発足 H26. 7. 1） 

年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

昭和 52 

(1) 

貴重な水・あなたと一緒に考えたい 水の用心 ○水の週間展示会（国土庁会議室） 

  （ポスター、パンフレット） 

○第 1 回水資源に関するシンポジウム

（10.25） 

・水の週間閣議了解（5.31） 

・国連水会議（3.14 ～ 25） 

・第三次全国総合開発計画閣議決定 

昭和 53 

(2) 

水の価値をみなおそう 

水源地域の人々に感謝しよう 

水とのふれあいのなかで…… 

水も難局だナ ○ウォーターフェア ’78 

（銀座 松屋） 

・水の週間実行委員会設立 

（ 5. 8、11団体） 

・長期水需給計画策定 

・福岡渇水 

昭和 54 

(3) 

水源地域の人々に感謝しよう 

水の大循環の中で私たちは… 

限りある水－いまこそいかそう私 

               たちの智恵－ 

育てよう水 

－足どり確かに、 

一歩一歩。－ 

○ウォーターフェア’79 

（船の科学館） 

○第 1 回全日本中学生水の作文コンク

ール 

○水資源功績者表彰 

○ウォーターフェアふくおか（福岡市） 

・水資源世論調査 

昭和 55 

(4) 

節水型社会をめざして 

上下流の連帯を育てよう 

貯めましょう日本の水 

－みんなの水を、みんなの水

で。－ 

○ウォーターフェア’80東京 

 （科学技術館） 

○上下流交流運動 

・地域水需給計画推進 

・沖縄渇水 

 

昭和 56 

(5) 

水源地の人たちに感謝しましょう 

いのちの水・水とのであい。 

今日の水・明日の水 

－水みんなの和で 

            育てよう。－ 

○ウォーターフェア’81東京 

 （科学技術館） 

○第 1 回ウォーターフェア隅田川 

レガッタ 

○ウォーターフェアポートピア 

 （兵庫県） 

・水研究協力校の指定 

昭和 57 

(6) 

 丈夫な水に育てたい。 ○ウォーターフェア’82東京 

 （科学技術館） 

○第 2 回水資源に関するシンポジウム

（8. 3 ～ 5） 

・長崎水害 

昭和 58 

(7) 

 やさしい、水、好き。 ○ウォーターフェア’83東京 

 （科学技術館） 

・これより毎年、水資源白書作成 

昭和 59 

(8) 

 水の愛につつまれて ○ウォーターフェア’84東京 

 （科学技術館） 

・水資源局から水資源部へ改組 

（国土庁） 

・国際河川博覧会（アメリカ・ニュー

オリンズ） 

昭和 60 

(9) 

考えよう水－くらしと水・資源とし

て水－ 

水・ありがとう。 ○ウォーターフェア’85東京 

 （科学技術館） 

○ウォーターフェア KOBE 

 （神戸市） 

・冬期渇水 

昭和 61 

(10) 

築こう 水のある豊かな暮らし いつも水といっしょ。 ○ウォーターフェア’86東京 

 （科学技術館） 

○ウォーターランド（新宿副都心） 

○第 1 回水とのふれあいフォトコンテ

スト 

○ダム子供マラソン（宮ヶ瀬ダム） 

・水資源世論調査 

・冬期渇水（西日本） 

昭和 62 

(11) 

水のある豊かな暮らし 水は、ともだち。 ○ウォーターフェア’87東京 

 （科学技術館） 

○第 3 回水資源に関するシンポジウム 

（浩宮殿下による特別講演） 

   （8. 4 ～ 5） 

・首都圏渇水 

・第四次全国総合開発計画閣議決定 

・全国総合水資源計画（ウォータープ 

ラン 2000）策定 

昭和 63 

(12) 

水のある豊かな暮らし ぼくの水、みんなの水。 ○ウォーターフェア’88東京 

 （科学技術館） 

○水の日記念テレビトーク 

・浩宮殿下展示会御台臨 

・竹下内閣総理大臣記念式典臨席 

平成元 

(13) 

水のある豊かな暮らし 水、今日もありがとう。 ○ウォーターフェア’89東京 

 （科学技術館） 

・皇太子殿下展示会行啓 

・宇野内閣総理大臣記念式典臨席 

平成 2 

(14) 

水のある豊かな暮らし 水がささえる豊かな社会 ○ウォーターフェア’90東京 

 （科学技術館） 

・人と水とのかかわり世論調査 

・首都圏渇水 

 

8月17日 岐阜県 岐阜新聞 地方 多治見で打ち水大作戦

8月19日 神奈川県 神奈川新聞 地方 この夏、水源地の大切さを学ぼう -YOKOHAMA Save The Water 2023-

8月22日 和歌山県 和歌山放送（ラジオ） 地方 第45回「全日本中学生水の作文コンクール」表彰式（朗読）

8月25日 和歌山県 テレビ和歌山 地方 マンスリー県政「全日本中学生水の作文コンクール」

8月25日 宮崎県 宮崎日日新聞 地方 全日本中学生水の作文コン 﨑田、田邉さん（宮崎西高付属中）入選
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 「水の週間」実施経過  
 

メインスローガン「水－この限りある貴重な資源」「水は限りある貴重な資源です」                 （国土庁発足 S49. 6.26） 

     （国土交通省に再編 H13. 1. 6） 

（水循環政策本部発足 H26. 7. 1） 

年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

昭和 52 

(1) 

貴重な水・あなたと一緒に考えたい 水の用心 ○水の週間展示会（国土庁会議室） 

  （ポスター、パンフレット） 

○第 1 回水資源に関するシンポジウム

（10.25） 

・水の週間閣議了解（5.31） 

・国連水会議（3.14 ～ 25） 

・第三次全国総合開発計画閣議決定 

昭和 53 

(2) 

水の価値をみなおそう 

水源地域の人々に感謝しよう 

水とのふれあいのなかで…… 

水も難局だナ ○ウォーターフェア ’78 

（銀座 松屋） 

・水の週間実行委員会設立 

（ 5. 8、11団体） 

・長期水需給計画策定 

・福岡渇水 

昭和 54 

(3) 

水源地域の人々に感謝しよう 

水の大循環の中で私たちは… 

限りある水－いまこそいかそう私 

               たちの智恵－ 

育てよう水 

－足どり確かに、 

一歩一歩。－ 

○ウォーターフェア’79 

（船の科学館） 

○第 1 回全日本中学生水の作文コンク

ール 

○水資源功績者表彰 

○ウォーターフェアふくおか（福岡市） 

・水資源世論調査 

昭和 55 

(4) 

節水型社会をめざして 

上下流の連帯を育てよう 

貯めましょう日本の水 

－みんなの水を、みんなの水

で。－ 

○ウォーターフェア’80東京 

 （科学技術館） 

○上下流交流運動 

・地域水需給計画推進 

・沖縄渇水 

 

昭和 56 

(5) 

水源地の人たちに感謝しましょう 

いのちの水・水とのであい。 

今日の水・明日の水 

－水みんなの和で 

            育てよう。－ 

○ウォーターフェア’81東京 

 （科学技術館） 

○第 1 回ウォーターフェア隅田川 

レガッタ 

○ウォーターフェアポートピア 

 （兵庫県） 

・水研究協力校の指定 

昭和 57 

(6) 

 丈夫な水に育てたい。 ○ウォーターフェア’82東京 

 （科学技術館） 

○第 2 回水資源に関するシンポジウム

（8. 3 ～ 5） 

・長崎水害 

昭和 58 

(7) 

 やさしい、水、好き。 ○ウォーターフェア’83東京 

 （科学技術館） 

・これより毎年、水資源白書作成 

昭和 59 

(8) 

 水の愛につつまれて ○ウォーターフェア’84東京 

 （科学技術館） 

・水資源局から水資源部へ改組 

（国土庁） 

・国際河川博覧会（アメリカ・ニュー

オリンズ） 

昭和 60 

(9) 

考えよう水－くらしと水・資源とし

て水－ 

水・ありがとう。 ○ウォーターフェア’85東京 

 （科学技術館） 

○ウォーターフェア KOBE 

 （神戸市） 

・冬期渇水 

昭和 61 

(10) 

築こう 水のある豊かな暮らし いつも水といっしょ。 ○ウォーターフェア’86東京 

 （科学技術館） 

○ウォーターランド（新宿副都心） 

○第 1 回水とのふれあいフォトコンテ

スト 

○ダム子供マラソン（宮ヶ瀬ダム） 

・水資源世論調査 

・冬期渇水（西日本） 

昭和 62 

(11) 

水のある豊かな暮らし 水は、ともだち。 ○ウォーターフェア’87東京 

 （科学技術館） 

○第 3 回水資源に関するシンポジウム 

（浩宮殿下による特別講演） 

   （8. 4 ～ 5） 

・首都圏渇水 

・第四次全国総合開発計画閣議決定 

・全国総合水資源計画（ウォータープ 

ラン 2000）策定 

昭和 63 

(12) 

水のある豊かな暮らし ぼくの水、みんなの水。 ○ウォーターフェア’88東京 

 （科学技術館） 

○水の日記念テレビトーク 

・浩宮殿下展示会御台臨 

・竹下内閣総理大臣記念式典臨席 

平成元 

(13) 

水のある豊かな暮らし 水、今日もありがとう。 ○ウォーターフェア’89東京 

 （科学技術館） 

・皇太子殿下展示会行啓 

・宇野内閣総理大臣記念式典臨席 

平成 2 

(14) 

水のある豊かな暮らし 水がささえる豊かな社会 ○ウォーターフェア’90東京 

 （科学技術館） 

・人と水とのかかわり世論調査 

・首都圏渇水 

 

8月17日 岐阜県 岐阜新聞 地方 多治見で打ち水大作戦

8月19日 神奈川県 神奈川新聞 地方 この夏、水源地の大切さを学ぼう -YOKOHAMA Save The Water 2023-

8月22日 和歌山県 和歌山放送（ラジオ） 地方 第45回「全日本中学生水の作文コンクール」表彰式（朗読）

8月25日 和歌山県 テレビ和歌山 地方 マンスリー県政「全日本中学生水の作文コンクール」

8月25日 宮崎県 宮崎日日新聞 地方 全日本中学生水の作文コン 﨑田、田邉さん（宮崎西高付属中）入選
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年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

平成 26 

(38) 

 水とめぐる水のめぐみ ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（砂防会館） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・水循環基本法施行及び水循環政策本

部設立 

・水循環基本法における「水の日」の

法定化 

・平成 26年 8 月豪雨（広島、京都など） 

・御嶽山噴火 

平成 27 

(39) 

 みんなで考えよう！水のこ

と！ 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（国連大学） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・水循環基本計画閣議決定（平成 27 年

7 月） 

・平成 27年 9 月東北・関東豪雨 

平成 28 

(40) 

 水とめぐる水のめぐみ ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（科学技術館） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・皇太子同妃両殿下 水を考えるつど

い行啓 

・全国的な渇水 

 

平成 29 

(41) 

 水を探そう ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・平成 29 年 7 月九州北部豪雨 

・全国的な渇水 

 

平成 30 

(42) 

 水は、大切でした。 ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・平成 30 年 7 月豪雨 

 

 

令和元 

(43) 

 私たちを支える水。 

考えてみませんか。 

訪ねてみませんか。 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（パークタワーホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・全国的な渇水 

・令和元年 8 月前線に伴う大雨による

土砂災害発生（佐賀県、長崎県など） 

・令和元年 9 月台風 15 号による住家被

害、大規模停電、断水（千葉県） 

・令和元年 10 月台風 19 号による堤防

決壊（東日本） 

令和 2 

(44) 

 ポケットモンスターのシャワ

ーズも 8月 1日「水の日」を応

援しています。 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（Web 配信） 

 

・世界中に新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が蔓延 

・新たな「水循環基本計画」が閣議決

定（令和 2 年 6 月） 

・令和 2 年 7 月豪雨 

令和 3 

(45) 

 未来へうけつごう 

日本のきれいな水 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（パークタワーホール） 

○水の週間中央行事「水の展示会オン

ライン」 

・新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が猛威 

・水循環基本法の一部改正（令和 3 年

6 月）、流域治水関連法の施行（令

和 3 年 7 月） 

・令和 3 年 7 月伊豆山土砂災害 

令和 4 

(46) 

 水を未来へつなごう 

シャワーズも応援！ 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・水の展示会オンライン」 

・水循環基本計画の一部見直しが閣議

決定（令和 4 年 6 月） 

・瑶子女王殿下 水を考えるつどいご

臨席 

・新型コロナウイルス感染症 

 （COVID-19）が猛威 

令和 5年

（47） 

 限りある水資源 

私たちにできること 

○「水の日」記念行事 水を考えるつ

どい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」（音楽の友ホール） 

・新型コロナウイルス感染症 

（COVID-19）が 5 類へ移行（令和 5 年

5 月） 

・瑶子女王殿下 水を考えるつどいご

臨席 

 

年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

平成 3 

(15) 

水が支える豊かな暮らし 水…みんなの宝 ○ウォーターフェア’91東京 

 （東京都庁） 

・皇太子殿下記念式典、展示会行啓 

平成 4 

(16) 

水が支える豊かな暮らし 考えよう、水のあした ○ウォーターフェア’92東京 

 （東京都庁） 

○第 4 回水資源に関するシンポジウム

（10.24） 

・環境と開発に関する国連会議 

平成 5 

(17) 

水が支える豊かな暮らし 水がなくては生きられないか

らね 

○ウォーターフェア’93東京 

 （墨田区役所） 

・「国連水の日」制定（3.22） 

平成 6 

(18) 

水が支える豊かな暮らし すばらしい自然の恵み 

「水」を見直そう 

○ウォーターフェア’94東京 

  （墨田区役所） 

・村山内閣総理大臣記念式典臨席 

・全国的な渇水 

・人と水とのかかわり世論調査 

平成 7 

(19) 

 大切に使おう、かけがえのない

「水」 

○ウォーターフェア’95東京 

 （墨田区役所） 

 

平成 8 

(20) 

 天の恵み「水」。ありがとう。 

「水」を見つめて、20 年。 

○ウォーターフェア’96東京 

 （科学技術館） 

・皇太子ご夫妻記念式典、展示会行啓 

・橋本内閣総理大臣記念式典臨席 

平成 9 

(21) 

 夏、到来。 ○ウォーターフェア’97東京 

 （科学技術館） 

○第 5 回水資源に関するシンポジウム

（8. 4 ～ 5） 

 

平成 10 

(22) 

 みんなで考えよう、 

水の大切さ…。 

○ウォーターフェア’98東京 

 （科学技術館） 

 

平成 11 

(23) 

 「当り前」ではありません！ ○ウォーターフェア’99東京 

 （科学技術館） 

○水源地域からのメッセージ 

・新しい全国総合水資源計画(ウォー 

タープラン 21)策定 

・小渕内閣総理大臣記念式典臨席、展 

示会視察 

平成 12 

(24) 

 水の力 ○ウォーターフェア 2000東京 

  （江戸東京博物館） 

 

平成 13 

(25) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’01東京 

  （東京都庁） 

・国土交通省発足（1. 6） 

・全国的な渇水 

平成 14 

(26) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’02東京 

  （新宿パークタワー） 

○第 6 回水資源に関するシンポジウム

（8. 2 ～ 3） 

・皇太子殿下記念式典、展示会行啓 

平成 15 

(27) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’03東京 

  （科学技術館） 

・長い梅雨、冷夏 

平成 16 

(28) 

 みんな水から始まった ○ウォーターフェア’04東京 

  （科学技術館） 

・東京の真夏日の連続記録更新 

・局所的な豪雨 

平成 17 

(29) 

 みんな水から始まった ○ウォーターフェア’05東京 

  （科学技術館） 

・全国的な渇水 

・局所的な豪雨 

平成 18 

(30) 

 水のある幸せ、これからも ○ウォーターフェア’06東京 

  （科学技術館） 

・皇太子殿下 水の展示会行啓 

・17 年末に全国で大雪、降水量首都圏

は平年並み 

平成 19 

(31) 

 水がある、いのちがある。 ○ウォーターフェア’07東京 

  （科学技術館） 

○第 7 回水資源に関するシンポジウム

（8. 3 ～ 4） 

・春から 6 月にかけ西日本を中心に少

雨続く、梅雨入りに遅れ、一部で渇

水、夏に記録的高温 

平成 20 

(32) 

 水がはぐくむ和の暮らし ○ウォーターフェア’08東京 

○水を考えるつどい（科学技術館） 

・中国、四国地方を中心とした渇水 

・局所的な豪雨 

平成 21 

(33） 

 将来を安全・安心に暮らすた

め、水を大切に使う社会へ 

○ウォーターフェア’０９東京 

○水を考えるつどい（科学技術館） 

・中国、九州北部を中心とした記録的

な豪雨 

平成 22 

(34) 

 水の安心・安全を考えよう！ ○ウォーターフェア’10東京 

○水の週間記念シンポジウム 

（科学技術館） 

・局所的な豪雨 

・全国で記録的な猛暑 

平成 23 

(35) 

 水の恵み～東日本大震災を機

に考える～ 

○水の週間中央行事「水の展示会」 

○「水の週間」水を考えるつどい 

（科学技術館） 

・皇太子殿下水を考えるつどい行啓 

・平成 23 年 7 月新潟・福島豪雨 

・全国で節電の夏 

平成 24 

(36) 

 

 

 

水の恵みを未来に～健全な水循

環の再生を目指して～ 

○水の週間中央行事「水の展示会」 

○水の週間シンポジウム 

（科学技術館） 

・平成 24 年 7 月九州北部豪雨 

・利根川水系渇水 

・全国で節電 

平成 25 

(37) 

 

 

安全・安心な水のために ○水の週間中央行事「水の展示会」 

○水の週間シンポジウム（発明会館） 

・全国的な渇水 

・全国で記録的な猛暑、局所的な豪雨 
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年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

平成 26 

(38) 

 水とめぐる水のめぐみ ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（砂防会館） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・水循環基本法施行及び水循環政策本

部設立 

・水循環基本法における「水の日」の

法定化 

・平成 26年 8 月豪雨（広島、京都など） 

・御嶽山噴火 

平成 27 

(39) 

 みんなで考えよう！水のこ

と！ 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（国連大学） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・水循環基本計画閣議決定（平成 27 年

7 月） 

・平成 27年 9 月東北・関東豪雨 

平成 28 

(40) 

 水とめぐる水のめぐみ ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（科学技術館） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・皇太子同妃両殿下 水を考えるつど

い行啓 

・全国的な渇水 

 

平成 29 

(41) 

 水を探そう ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・平成 29 年 7 月九州北部豪雨 

・全国的な渇水 

 

平成 30 

(42) 

 水は、大切でした。 ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・平成 30 年 7 月豪雨 

 

 

令和元 

(43) 

 私たちを支える水。 

考えてみませんか。 

訪ねてみませんか。 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（パークタワーホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・全国的な渇水 

・令和元年 8 月前線に伴う大雨による

土砂災害発生（佐賀県、長崎県など） 

・令和元年 9 月台風 15 号による住家被

害、大規模停電、断水（千葉県） 

・令和元年 10 月台風 19 号による堤防

決壊（東日本） 

令和 2 

(44) 

 ポケットモンスターのシャワ

ーズも 8月 1日「水の日」を応

援しています。 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（Web 配信） 

 

・世界中に新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が蔓延 

・新たな「水循環基本計画」が閣議決

定（令和 2 年 6 月） 

・令和 2 年 7 月豪雨 

令和 3 

(45) 

 未来へうけつごう 

日本のきれいな水 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（パークタワーホール） 

○水の週間中央行事「水の展示会オン

ライン」 

・新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が猛威 

・水循環基本法の一部改正（令和 3 年

6 月）、流域治水関連法の施行（令

和 3 年 7 月） 

・令和 3 年 7 月伊豆山土砂災害 

令和 4 

(46) 

 水を未来へつなごう 

シャワーズも応援！ 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・水の展示会オンライン」 

・水循環基本計画の一部見直しが閣議

決定（令和 4 年 6 月） 

・瑶子女王殿下 水を考えるつどいご

臨席 

・新型コロナウイルス感染症 

 （COVID-19）が猛威 

令和 5年

（47） 

 限りある水資源 

私たちにできること 

○「水の日」記念行事 水を考えるつ

どい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」（音楽の友ホール） 

・新型コロナウイルス感染症 

（COVID-19）が 5 類へ移行（令和 5 年

5 月） 

・瑶子女王殿下 水を考えるつどいご

臨席 

 

年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

平成 3 

(15) 

水が支える豊かな暮らし 水…みんなの宝 ○ウォーターフェア’91東京 

 （東京都庁） 

・皇太子殿下記念式典、展示会行啓 

平成 4 

(16) 

水が支える豊かな暮らし 考えよう、水のあした ○ウォーターフェア’92東京 

 （東京都庁） 

○第 4 回水資源に関するシンポジウム

（10.24） 

・環境と開発に関する国連会議 

平成 5 

(17) 

水が支える豊かな暮らし 水がなくては生きられないか

らね 

○ウォーターフェア’93東京 

 （墨田区役所） 

・「国連水の日」制定（3.22） 

平成 6 

(18) 

水が支える豊かな暮らし すばらしい自然の恵み 

「水」を見直そう 

○ウォーターフェア’94東京 

  （墨田区役所） 

・村山内閣総理大臣記念式典臨席 

・全国的な渇水 

・人と水とのかかわり世論調査 

平成 7 

(19) 

 大切に使おう、かけがえのない

「水」 

○ウォーターフェア’95東京 

 （墨田区役所） 

 

平成 8 

(20) 

 天の恵み「水」。ありがとう。 

「水」を見つめて、20 年。 

○ウォーターフェア’96東京 

 （科学技術館） 

・皇太子ご夫妻記念式典、展示会行啓 

・橋本内閣総理大臣記念式典臨席 

平成 9 

(21) 

 夏、到来。 ○ウォーターフェア’97東京 

 （科学技術館） 

○第 5 回水資源に関するシンポジウム

（8. 4 ～ 5） 

 

平成 10 

(22) 

 みんなで考えよう、 

水の大切さ…。 

○ウォーターフェア’98東京 

 （科学技術館） 

 

平成 11 

(23) 

 「当り前」ではありません！ ○ウォーターフェア’99東京 

 （科学技術館） 

○水源地域からのメッセージ 

・新しい全国総合水資源計画(ウォー 

タープラン 21)策定 

・小渕内閣総理大臣記念式典臨席、展 

示会視察 

平成 12 

(24) 

 水の力 ○ウォーターフェア 2000東京 

  （江戸東京博物館） 

 

平成 13 

(25) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’01東京 

  （東京都庁） 

・国土交通省発足（1. 6） 

・全国的な渇水 

平成 14 

(26) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’02東京 

  （新宿パークタワー） 

○第 6 回水資源に関するシンポジウム

（8. 2 ～ 3） 

・皇太子殿下記念式典、展示会行啓 

平成 15 

(27) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’03東京 

  （科学技術館） 

・長い梅雨、冷夏 

平成 16 

(28) 

 みんな水から始まった ○ウォーターフェア’04東京 

  （科学技術館） 

・東京の真夏日の連続記録更新 

・局所的な豪雨 

平成 17 

(29) 

 みんな水から始まった ○ウォーターフェア’05東京 

  （科学技術館） 

・全国的な渇水 

・局所的な豪雨 

平成 18 

(30) 

 水のある幸せ、これからも ○ウォーターフェア’06東京 

  （科学技術館） 

・皇太子殿下 水の展示会行啓 

・17 年末に全国で大雪、降水量首都圏

は平年並み 

平成 19 

(31) 

 水がある、いのちがある。 ○ウォーターフェア’07東京 

  （科学技術館） 

○第 7 回水資源に関するシンポジウム

（8. 3 ～ 4） 

・春から 6 月にかけ西日本を中心に少

雨続く、梅雨入りに遅れ、一部で渇

水、夏に記録的高温 

平成 20 

(32) 

 水がはぐくむ和の暮らし ○ウォーターフェア’08東京 

○水を考えるつどい（科学技術館） 

・中国、四国地方を中心とした渇水 

・局所的な豪雨 

平成 21 

(33） 

 将来を安全・安心に暮らすた

め、水を大切に使う社会へ 

○ウォーターフェア’０９東京 

○水を考えるつどい（科学技術館） 

・中国、九州北部を中心とした記録的

な豪雨 

平成 22 

(34) 

 水の安心・安全を考えよう！ ○ウォーターフェア’10東京 

○水の週間記念シンポジウム 

（科学技術館） 

・局所的な豪雨 

・全国で記録的な猛暑 

平成 23 

(35) 

 水の恵み～東日本大震災を機

に考える～ 

○水の週間中央行事「水の展示会」 

○「水の週間」水を考えるつどい 

（科学技術館） 

・皇太子殿下水を考えるつどい行啓 

・平成 23 年 7 月新潟・福島豪雨 

・全国で節電の夏 

平成 24 

(36) 

 

 

 

水の恵みを未来に～健全な水循

環の再生を目指して～ 

○水の週間中央行事「水の展示会」 

○水の週間シンポジウム 

（科学技術館） 

・平成 24 年 7 月九州北部豪雨 

・利根川水系渇水 

・全国で節電 

平成 25 

(37) 

 

 

安全・安心な水のために ○水の週間中央行事「水の展示会」 

○水の週間シンポジウム（発明会館） 

・全国的な渇水 

・全国で記録的な猛暑、局所的な豪雨 
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年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

平成 26 

(38) 

 水とめぐる水のめぐみ ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（砂防会館） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・水循環基本法施行及び水循環政策本

部設立 

・水循環基本法における「水の日」の

法定化 

・平成 26年 8 月豪雨（広島、京都など） 

・御嶽山噴火 

平成 27 

(39) 

 みんなで考えよう！水のこ

と！ 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（国連大学） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・水循環基本計画閣議決定（平成 27 年

7 月） 

・平成 27年 9 月東北・関東豪雨 

平成 28 

(40) 

 水とめぐる水のめぐみ ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（科学技術館） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・皇太子同妃両殿下 水を考えるつど

い行啓 

・全国的な渇水 

 

平成 29 

(41) 

 水を探そう ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・平成 29 年 7 月九州北部豪雨 

・全国的な渇水 

 

平成 30 

(42) 

 水は、大切でした。 ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・平成 30 年 7 月豪雨 

 

 

令和元 

(43) 

 私たちを支える水。 

考えてみませんか。 

訪ねてみませんか。 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（パークタワーホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・全国的な渇水 

・令和元年 8 月前線に伴う大雨による

土砂災害発生（佐賀県、長崎県など） 

・令和元年 9 月台風 15 号による住家被

害、大規模停電、断水（千葉県） 

・令和元年 10 月台風 19 号による堤防

決壊（東日本） 

令和 2 

(44) 

 ポケットモンスターのシャワ

ーズも 8月 1日「水の日」を応

援しています。 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（Web 配信） 

 

・世界中に新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が蔓延 

・新たな「水循環基本計画」が閣議決

定（令和 2 年 6 月） 

・令和 2 年 7 月豪雨 

令和 3 

(45) 

 未来へうけつごう 

日本のきれいな水 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（パークタワーホール） 

○水の週間中央行事「水の展示会オン

ライン」 

・新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が猛威 

・水循環基本法の一部改正（令和 3 年

6 月）、流域治水関連法の施行（令

和 3 年 7 月） 

・令和 3 年 7 月伊豆山土砂災害 

令和 4 

(46) 

 水を未来へつなごう 

シャワーズも応援！ 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・水の展示会オンライン」 

・水循環基本計画の一部見直しが閣議

決定（令和 4 年 6 月） 

・瑶子女王殿下 水を考えるつどいご

臨席 

・新型コロナウイルス感染症 

 （COVID-19）が猛威 

令和 5年

（47） 

 限りある水資源 

私たちにできること 

○「水の日」記念行事 水を考えるつ

どい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」（音楽の友ホール） 

・新型コロナウイルス感染症 

（COVID-19）が 5 類へ移行（令和 5 年

5 月） 

・瑶子女王殿下 水を考えるつどいご

臨席 

 

年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

平成 3 

(15) 

水が支える豊かな暮らし 水…みんなの宝 ○ウォーターフェア’91東京 

 （東京都庁） 

・皇太子殿下記念式典、展示会行啓 

平成 4 

(16) 

水が支える豊かな暮らし 考えよう、水のあした ○ウォーターフェア’92東京 

 （東京都庁） 

○第 4 回水資源に関するシンポジウム

（10.24） 

・環境と開発に関する国連会議 

平成 5 

(17) 

水が支える豊かな暮らし 水がなくては生きられないか

らね 

○ウォーターフェア’93東京 

 （墨田区役所） 

・「国連水の日」制定（3.22） 

平成 6 

(18) 

水が支える豊かな暮らし すばらしい自然の恵み 

「水」を見直そう 

○ウォーターフェア’94東京 

  （墨田区役所） 

・村山内閣総理大臣記念式典臨席 

・全国的な渇水 

・人と水とのかかわり世論調査 

平成 7 

(19) 

 大切に使おう、かけがえのない

「水」 

○ウォーターフェア’95東京 

 （墨田区役所） 

 

平成 8 

(20) 

 天の恵み「水」。ありがとう。 

「水」を見つめて、20 年。 

○ウォーターフェア’96東京 

 （科学技術館） 

・皇太子ご夫妻記念式典、展示会行啓 

・橋本内閣総理大臣記念式典臨席 

平成 9 

(21) 

 夏、到来。 ○ウォーターフェア’97東京 

 （科学技術館） 

○第 5 回水資源に関するシンポジウム

（8. 4 ～ 5） 

 

平成 10 

(22) 

 みんなで考えよう、 

水の大切さ…。 

○ウォーターフェア’98東京 

 （科学技術館） 

 

平成 11 

(23) 

 「当り前」ではありません！ ○ウォーターフェア’99東京 

 （科学技術館） 

○水源地域からのメッセージ 

・新しい全国総合水資源計画(ウォー 

タープラン 21)策定 

・小渕内閣総理大臣記念式典臨席、展 

示会視察 

平成 12 

(24) 

 水の力 ○ウォーターフェア 2000東京 

  （江戸東京博物館） 

 

平成 13 

(25) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’01東京 

  （東京都庁） 

・国土交通省発足（1. 6） 

・全国的な渇水 

平成 14 

(26) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’02東京 

  （新宿パークタワー） 

○第 6 回水資源に関するシンポジウム

（8. 2 ～ 3） 

・皇太子殿下記念式典、展示会行啓 

平成 15 

(27) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’03東京 

  （科学技術館） 

・長い梅雨、冷夏 

平成 16 

(28) 

 みんな水から始まった ○ウォーターフェア’04東京 

  （科学技術館） 

・東京の真夏日の連続記録更新 

・局所的な豪雨 

平成 17 

(29) 

 みんな水から始まった ○ウォーターフェア’05東京 

  （科学技術館） 

・全国的な渇水 

・局所的な豪雨 

平成 18 

(30) 

 水のある幸せ、これからも ○ウォーターフェア’06東京 

  （科学技術館） 

・皇太子殿下 水の展示会行啓 

・17 年末に全国で大雪、降水量首都圏

は平年並み 

平成 19 

(31) 

 水がある、いのちがある。 ○ウォーターフェア’07東京 

  （科学技術館） 

○第 7 回水資源に関するシンポジウム

（8. 3 ～ 4） 

・春から 6 月にかけ西日本を中心に少

雨続く、梅雨入りに遅れ、一部で渇

水、夏に記録的高温 

平成 20 

(32) 

 水がはぐくむ和の暮らし ○ウォーターフェア’08東京 

○水を考えるつどい（科学技術館） 

・中国、四国地方を中心とした渇水 

・局所的な豪雨 

平成 21 

(33） 

 将来を安全・安心に暮らすた

め、水を大切に使う社会へ 

○ウォーターフェア’０９東京 

○水を考えるつどい（科学技術館） 

・中国、九州北部を中心とした記録的

な豪雨 

平成 22 

(34) 

 水の安心・安全を考えよう！ ○ウォーターフェア’10東京 

○水の週間記念シンポジウム 

（科学技術館） 

・局所的な豪雨 

・全国で記録的な猛暑 

平成 23 

(35) 

 水の恵み～東日本大震災を機

に考える～ 

○水の週間中央行事「水の展示会」 

○「水の週間」水を考えるつどい 

（科学技術館） 

・皇太子殿下水を考えるつどい行啓 

・平成 23 年 7 月新潟・福島豪雨 

・全国で節電の夏 

平成 24 

(36) 

 

 

 

水の恵みを未来に～健全な水循

環の再生を目指して～ 

○水の週間中央行事「水の展示会」 

○水の週間シンポジウム 

（科学技術館） 

・平成 24 年 7 月九州北部豪雨 

・利根川水系渇水 

・全国で節電 

平成 25 

(37) 

 

 

安全・安心な水のために ○水の週間中央行事「水の展示会」 

○水の週間シンポジウム（発明会館） 

・全国的な渇水 

・全国で記録的な猛暑、局所的な豪雨 
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平成 26 

(38) 

 水とめぐる水のめぐみ ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（砂防会館） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・水循環基本法施行及び水循環政策本

部設立 

・水循環基本法における「水の日」の

法定化 

・平成 26年 8 月豪雨（広島、京都など） 

・御嶽山噴火 

平成 27 

(39) 

 みんなで考えよう！水のこ

と！ 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（国連大学） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・水循環基本計画閣議決定（平成 27 年

7 月） 

・平成 27年 9 月東北・関東豪雨 

平成 28 

(40) 

 水とめぐる水のめぐみ ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（科学技術館） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

・皇太子同妃両殿下 水を考えるつど

い行啓 

・全国的な渇水 

 

平成 29 

(41) 

 水を探そう ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・平成 29 年 7 月九州北部豪雨 

・全国的な渇水 

 

平成 30 

(42) 

 水は、大切でした。 ○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・平成 30 年 7 月豪雨 

 

 

令和元 

(43) 

 私たちを支える水。 

考えてみませんか。 

訪ねてみませんか。 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（パークタワーホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」 

 

・全国的な渇水 

・令和元年 8 月前線に伴う大雨による

土砂災害発生（佐賀県、長崎県など） 

・令和元年 9 月台風 15 号による住家被

害、大規模停電、断水（千葉県） 

・令和元年 10 月台風 19 号による堤防

決壊（東日本） 

令和 2 

(44) 

 ポケットモンスターのシャワ

ーズも 8月 1日「水の日」を応

援しています。 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（Web 配信） 

 

・世界中に新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が蔓延 

・新たな「水循環基本計画」が閣議決

定（令和 2 年 6 月） 

・令和 2 年 7 月豪雨 

令和 3 

(45) 

 未来へうけつごう 

日本のきれいな水 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（パークタワーホール） 

○水の週間中央行事「水の展示会オン

ライン」 

・新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が猛威 

・水循環基本法の一部改正（令和 3 年

6 月）、流域治水関連法の施行（令

和 3 年 7 月） 

・令和 3 年 7 月伊豆山土砂災害 

令和 4 

(46) 

 水を未来へつなごう 

シャワーズも応援！ 

○「水の日」「水の週間」記念 水を

考えるつどい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・水の展示会オンライン」 

・水循環基本計画の一部見直しが閣議

決定（令和 4 年 6 月） 

・瑶子女王殿下 水を考えるつどいご

臨席 

・新型コロナウイルス感染症 

 （COVID-19）が猛威 

令和 5年

（47） 

 限りある水資源 

私たちにできること 

○「水の日」記念行事 水を考えるつ

どい（イイノホール） 

○水の週間中央行事「水のワークショ

ップ・展示会」（音楽の友ホール） 

・新型コロナウイルス感染症 

（COVID-19）が 5 類へ移行（令和 5 年

5 月） 

・瑶子女王殿下 水を考えるつどいご

臨席 

 

年年・・回回  ササブブススロローーガガンン  ポポススタターーキキャャッッチチフフレレーーズズ  実実施施事事項項  備備        考考  

平成 3 

(15) 

水が支える豊かな暮らし 水…みんなの宝 ○ウォーターフェア’91東京 

 （東京都庁） 

・皇太子殿下記念式典、展示会行啓 

平成 4 

(16) 

水が支える豊かな暮らし 考えよう、水のあした ○ウォーターフェア’92東京 

 （東京都庁） 

○第 4 回水資源に関するシンポジウム

（10.24） 

・環境と開発に関する国連会議 

平成 5 

(17) 

水が支える豊かな暮らし 水がなくては生きられないか

らね 

○ウォーターフェア’93東京 

 （墨田区役所） 

・「国連水の日」制定（3.22） 

平成 6 

(18) 

水が支える豊かな暮らし すばらしい自然の恵み 

「水」を見直そう 

○ウォーターフェア’94東京 

  （墨田区役所） 

・村山内閣総理大臣記念式典臨席 

・全国的な渇水 

・人と水とのかかわり世論調査 

平成 7 

(19) 

 大切に使おう、かけがえのない

「水」 

○ウォーターフェア’95東京 

 （墨田区役所） 

 

平成 8 

(20) 

 天の恵み「水」。ありがとう。 

「水」を見つめて、20 年。 

○ウォーターフェア’96東京 

 （科学技術館） 

・皇太子ご夫妻記念式典、展示会行啓 

・橋本内閣総理大臣記念式典臨席 

平成 9 

(21) 

 夏、到来。 ○ウォーターフェア’97東京 

 （科学技術館） 

○第 5 回水資源に関するシンポジウム

（8. 4 ～ 5） 

 

平成 10 

(22) 

 みんなで考えよう、 

水の大切さ…。 

○ウォーターフェア’98東京 

 （科学技術館） 

 

平成 11 

(23) 

 「当り前」ではありません！ ○ウォーターフェア’99東京 

 （科学技術館） 

○水源地域からのメッセージ 

・新しい全国総合水資源計画(ウォー 

タープラン 21)策定 

・小渕内閣総理大臣記念式典臨席、展 

示会視察 

平成 12 

(24) 

 水の力 ○ウォーターフェア 2000東京 

  （江戸東京博物館） 

 

平成 13 

(25) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’01東京 

  （東京都庁） 

・国土交通省発足（1. 6） 

・全国的な渇水 

平成 14 

(26) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’02東京 

  （新宿パークタワー） 

○第 6 回水資源に関するシンポジウム

（8. 2 ～ 3） 

・皇太子殿下記念式典、展示会行啓 

平成 15 

(27) 

 水の世紀。川の恵み。 ○ウォーターフェア’03東京 

  （科学技術館） 

・長い梅雨、冷夏 

平成 16 

(28) 

 みんな水から始まった ○ウォーターフェア’04東京 

  （科学技術館） 

・東京の真夏日の連続記録更新 

・局所的な豪雨 

平成 17 

(29) 

 みんな水から始まった ○ウォーターフェア’05東京 

  （科学技術館） 

・全国的な渇水 

・局所的な豪雨 

平成 18 

(30) 

 水のある幸せ、これからも ○ウォーターフェア’06東京 

  （科学技術館） 

・皇太子殿下 水の展示会行啓 

・17 年末に全国で大雪、降水量首都圏

は平年並み 

平成 19 

(31) 

 水がある、いのちがある。 ○ウォーターフェア’07東京 

  （科学技術館） 

○第 7 回水資源に関するシンポジウム

（8. 3 ～ 4） 

・春から 6 月にかけ西日本を中心に少

雨続く、梅雨入りに遅れ、一部で渇

水、夏に記録的高温 

平成 20 

(32) 

 水がはぐくむ和の暮らし ○ウォーターフェア’08東京 

○水を考えるつどい（科学技術館） 

・中国、四国地方を中心とした渇水 

・局所的な豪雨 

平成 21 

(33） 

 将来を安全・安心に暮らすた

め、水を大切に使う社会へ 

○ウォーターフェア’０９東京 

○水を考えるつどい（科学技術館） 

・中国、九州北部を中心とした記録的

な豪雨 

平成 22 

(34) 

 水の安心・安全を考えよう！ ○ウォーターフェア’10東京 

○水の週間記念シンポジウム 

（科学技術館） 

・局所的な豪雨 

・全国で記録的な猛暑 

平成 23 

(35) 

 水の恵み～東日本大震災を機

に考える～ 

○水の週間中央行事「水の展示会」 

○「水の週間」水を考えるつどい 

（科学技術館） 

・皇太子殿下水を考えるつどい行啓 

・平成 23 年 7 月新潟・福島豪雨 

・全国で節電の夏 

平成 24 

(36) 

 

 

 

水の恵みを未来に～健全な水循

環の再生を目指して～ 

○水の週間中央行事「水の展示会」 

○水の週間シンポジウム 

（科学技術館） 

・平成 24 年 7 月九州北部豪雨 

・利根川水系渇水 

・全国で節電 

平成 25 

(37) 

 

 

安全・安心な水のために ○水の週間中央行事「水の展示会」 

○水の週間シンポジウム（発明会館） 

・全国的な渇水 

・全国で記録的な猛暑、局所的な豪雨 

 

− 54 − − 55 −



名 誉 会 長 虫 明 功 臣

会 長 小 池 俊 雄

全 国 水 土 里 ネ ッ ト 専 務 理 事 室 本 隆 司 土地改良広報センター所長 牧 千 瑞

造 水 促 進 セ ン タ ー 理 事 長 山 本 和 夫 専 務 理 事 大熊 那夫紀

日 本 治 山 治 水 協 会 会 長 山 口 俊 一 専 務 理 事 津 元 賴 光

日 本 河 川 協 会 会 長 甲 村 謙 友 常 務 理 事 志 賀 文 夫

日 本 工 業 用 水 協 会 会 長 金 田 学 専 務 理 事 高 田 浩 幸

日 本 水 道 協 会 理 事 長 青 木 秀 幸 調 査 部 長 渋 谷 正 夫

全 国 簡 易 水 道 協 議 会 会 長 小 田 祐 士 事 務 局 長 小 平 鉄 雄

日 本 下 水 道 協 会 理 事 長 岡 久 宏 史 常 務 理 事 成 田 儀 範

日 本 ダ ム 協 会 会 長 押 味 至 一 専 務 理 事 光 成 政 和
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 かつて、ケネディは「21 世紀を制するものは原子力と水だ」と断言し、水問題の重要

性を訴えたが、まことに水は国の産業経済の発展のみならず人類の生存に必須なもので

あり、水問題の解決なくしては将来の発展は考えられないといってよいであろう。 

 古来、我が国は、豊葦原瑞穂の国といわれ豊かな水に恵まれ“水の恩恵”を享受して

きており、「水は天からもらい水」「湯水のように使う」などの言葉に示されるように水

はいつでも好きなだけ使える無尽蔵な資源と考えられがちであった。 

 しかし、近年における生活水準の向上、産業経済の発展に伴い特に人口・産業の集中

が著しい関東・近畿等の都市における生活用水、工業用水等の水需要が急激に増大し、

渇水時における水不足や水質汚濁、地盤沈下等の問題を生じるところとなり、ようやく

「水」が限りある資源として認識されはじめたところであるが、まだ十分とはいえない。 

 このため、政府は、昭和 52 年に 8 月 1 日を「水の日」とし、この日から 1 週間を「水

の週間」と定め水に関する国民の理解と認識を深めることとして、水に関する各種の啓

発運動を実施したところであるが、誠に時宜を得た意義深いものであり、今後とも積極

的な展開が望まれるところである。 

 とりわけ、開発適地の減少等からダム等による水資源開発が次第に困難となり近い将

来における水需要のひっ迫が避けられず、今後は水利用の合理化等の施策の推進が必要

となっている今日の状況に鑑みるならば、「水の週間」における啓発運動をさらに積極

的に推進し、国民一人一人が水資源開発の重要性を十分認識し、水の有限性・貴重さを

理解し節水等の具体的な行動に留意するような効果的な運動として盛り上げることが

必要である。 

 このような考えのもとに、政府による「水の週間」の各種の啓発運動と一体となった

諸行事を積極的に実施し、もって水資源問題解決の一助に資するものとして、「水」に

深いかかわりをもつ事業団体等によっての水の週間実行委員会を設立するものである。 

 
 
 昭和 53 年に、水に関係の深い民間団体により、「水の週間実行委員会」が設立され、「水

の日」「水の週間」の趣旨に賛同し、この運動をさらに広汎な国民運動として推進すること

として、政府・地方公共団体等が行う各種の啓発活動と連携して諸活動を実施している。 

水水のの週週間間実実行行委委員員会会ににつついいてて  
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